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【浩こう太た、すぐ来て】

　日曜日の昼過ぎ、幼おさな馴な染じみである一いち条じよう真ま澄すみから電話があった。相手の都合を聞かない我が儘ままはいつものことだったので、浩太は何も考えず待ち合わせの駅前に急ぐ。

「まったく、いつも突とつ然ぜんなんだよな」

　植木職人の三男坊ぼうである安あん西ざい浩太には、上に二人の兄がいる。すぐ上の兄とも十歳離はなれているので無条件に甘やかされてきたが、その浩太をしても一条は手のかかる弟のようなものだった。

　祖父が不動産王、父親はアパレルメーカーの社長、母親はデザイナーと、普ふ通つうに考えればセレブの御おん曹ぞう司しである一条と浩太に接点はない。そんな自分たちが幼馴染みのような関係になったのは、浩太の父が一条の実家の専属庭師だったからだ。

　同じ年とし頃ごろで、同性の親しん戚せきがいなかった一条に遊び相手とロックオンされ、振ふり回されるようにして遊んだが、一条はかなり浩太を気に入ってくれたらしい。




　初対面の時は女の子のように可愛かわいらしかった一条だが、高校三年生になった今は浩太よりも背が高く、手足も長いモデル体型だ。こっそりピアスの穴を開けていて、いかにも流行はやりに敏びん感かんだというのがわかるのか、かなりモテる。

　それでも、昔と同じように甘えてくる一条に、浩太はどうしても弱かった。

　本当なら、一条が通うような私立中学に通うつもりはなかったのに、

『浩太と一いつ緒しよじゃなきゃ嫌いやだ！』

　と、半泣きで訴うつたえる一条に根負けし、互たがいの両親が折れて同じ中学に進学した。有名私立の学費はかなり大変だったと思うが、両親も、もう働いている兄たちも学生生活を楽しめと言ってくれて、浩太はその言葉通り、中学高校と充じゆう実じつした日々を過ごした。

　それでも、さすがに大学は私立は無理だと思っていたが、

『大学も一緒に行こうね』

　と、ずいぶん大人びた綺き麗れいな笑えみを浮うかべる一条に押し切られ、両方の親も───と、中学受験の時と同じ道を辿たどることになった。

　東京の郊こう外がいにある実家から通うのは多少大変だが、自転車で頑がん張ばって通えば何とかなる。それか、安いアパートを探して住むか。

　どちらにせよ、学費は働くようになってから出来るだけ返そう。

　一条の我が儘から逃にげることは出来ないと早々に諦あきらめ、それならば浪ろう人にんは絶対にしないように勉強を頑張り、二人とも無事合格したと喜んだのは半月前。




「あっ、浩太っ」

　待ち合わせの場所に行けば、探すまでもなく一条が大きく手を振っていた。

　そうでなくても、さっそく髪かみを染めた私服の一条はモデルばりに目立ち、周りでは携けい帯たい電でん話わのカメラを向けている女の子の姿も多い。本人は勝手に撮とられることに慣れているようだが、あくまで一いつ般ぱん庶しよ民みんの浩太はあの視線の中に入っていくのには勇気が必要だった。

（……あれ？）

　辺りに視線を巡めぐらせた時、一条の近くにいる人物に目が留まった。ショートカットで、グレーのスーツを着ているので、たぶん働いている社会人だろう。派手な一条の側そばにいるせいで目が留まったのかと思ったが、じっと見ていると彼女が見知った人物だったことに気づいた。

「……先生？」

　ぽろっと口から零こぼれた言葉が聞こえたのかどうか、彼女は浩太へ視線を向けて笑みを零す。それは昔何度も見た、懐なつかしい笑みだった。

「こ、こんにちは」

　駆かけ寄った浩太が頭を下げると、彼女は久しぶりと言葉を返してくれる。覚えてくれていたのだと思うと嬉うれしくて、浩太は満面の笑みを浮かべた。

「どうしたんですか？　仕事中ですか？」

　彼女は浩太と一条の中学受験の時、勉強を教えてくれた家庭教師だった。あの時は大学二年生だと言っていたので、今は二十六歳のはずだ。

　勉強をしたがらない一条を𠮟しかり、付き合いで一緒に勉強をしていた浩太のことも差別することなく平等に教えてくれた。

　あれから六年経たったが、彼女───橘たちばな明日あす香かは優やさしい笑みは変わらず、少し大人っぽくなっている。あの頃ころつけていなかった口紅の色に、柄がらにもなくドキドキしてしまった浩太が誤ご魔ま化かすように尋たずねると、明日香はなぜか口くち籠ごもった。

「それがね……」

「浩太、お願いがあるんだ」

　突然、一条が会話に割り込んでくる。そういえば、一条は明日香のことに気づいていたのだろうか？

「何だよ？」

　出来れば明日香との会話の続きがしたかったが、ここで一条に待てと言ってもきかないだろう。それならば先に聞いた方が良いとこれまでの経験で熟知している浩太は、明日香から一条の方へ視線を向けようとして……伸のびてきた一条の手がなぜか明日香の肩かたを抱だくのを見て目を瞠みはってしまった。

「え……？　真澄？」

「俺たちの同どう棲せいに力を貸してよ」

「……は？」

（ドウセイ？　……え？）

　一条が言った言葉の意味が理解出来ない。

　浩太は一条を見、続いて明日香を見る。

「真澄？　今のって……」

「俺と明日香、付き合ってるんだ。大学生になったら一緒に暮らすつもり」

「ド、ドウセイって、その同棲かっ？」

　思わず一条の顔を指さして叫さけぶと、おかしそうに笑いながらその指を握にぎり込んでくる。

　そして、

「お願い、浩太」

　浩太が弱い甘えた声で、一条はいつもの魔法の言葉を口にした。
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「……たか……」

　教えてもらった住所にある、所謂いわゆるタワーマンションを見上げた浩太は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　一条と知り合ってから、彼の自宅である豪ごう邸ていにも何度も遊びに行ったが、高層ビルというのはやはり視界的にかなりのインパクトがある。

　このマンションに二部屋、一条の祖父が所有している部屋があるらしい。

　一つは最上階、もう一つは十階だ。最上階は投資目的らしく、実質使っているのは十階の部屋らしい。有事の際に逃げられる階層だと聞いた時は、妙みように現実的だなと思ったものだ。

　その十階の部屋で、この度たび大学生になった一条は暮らすことになった。彼を可愛がっている両親だけでなく、溺でき愛あいしているらしい祖父も、当初は実家を出ることを反対していたそうだ。それを、大学生になったら自立がしたいと訴えたところ、三つの条件を出されたらしい。

　一つ、祖父所有のマンションで暮らすこと。

　一つ、一週間に一度の定時連れん絡らくと、一カ月に一度実家に帰ること。

　一つ、浩太と同居すること。

　なぜ、そこに浩太の名前が出てくるのかわからないが、一条の両親にとって浩太はかなり信用して頼たよりに出来る友人だと言われた。おそらく、父親が専属庭師なので、その子供である浩太が一条家を裏切るわけがないと思っているのかもしれないが、その気持ちは嬉しかった。

　それだけに、彼らを裏切るような真ま似ねをしなければならないことを心苦しく思う。

「……はぁ」

　浩太は溜ため息をつく。

　重い足取りでエントランスに入り、常じよう駐ちゆうしているコンシェルジュに挨あい拶さつをした。

「こんにちは、お世話になります」

「お帰りなさいませ、安西様」

　ごくごく庶民の浩太は、《様》などつけて呼ばれることに慣れない。ここに一条がいたならば、きっと軽い口調で「ご苦労様」と言うだろうが。

　先日、一条とその両親と一緒に部屋を見に来て、その時に同居するからと挨拶をしたので、彼女にとって浩太も大切な住人の一人だと思ってくれているのだろう。

「あ、あの、午後三時に荷物が届くことになっているんで……」

「はい、伺うかがっております。配達の方がいらしたら、お部屋に連絡をさせてもらいますので」

「お願いします」

　ペコッと頭を下げると、まだ二十代らしい若い女性のコンシェルジュが微笑ほほえみながら頭を下げた。

（な、慣れない）

　郵便や宅配便は、いったんコンシェルジュが受け取って連絡をしてくれるらしい。自分でポストを見たり、荷物を受け取ってサインすることに慣れている浩太にとっては、そんなことで動いてもらうというのが申し訳なく思う。

（とにかく、部屋で待機しとかないと……）

　今いま頃ごろ、一条は明日香の部屋で寛くつろいでいることだろう。自分にこれだけ胃の痛い思いをさせやがってと恨うらむ気持ちはあるものの、好きな人と一いつ緒しよに暮らしたいという一条の気持ちはわからなくもない。

「……でも、いきなり同棲とかなぁ」

　先日、久しぶりに明日香と再会した時、一条は彼女と付き合っていることと、同棲の話を切り出してきた。

　どうやら自立がしたいなどというのは建前で、明日香と早く一緒に暮らしたかったというのが本音のようだ。

『い、いつから付き合ってたんだ？　ま、まさか、小……』

　浩太が恐おそる恐る尋ねれば、明日香はまさかと笑って否定した。

　小学生の時は家庭教師と生徒という関係以上はまったくなく、しばらく会うこともなかったらしい。

　二人が再会したのは三年前、一条が中学三年生の時で、当時もいろんな女の子と同時に付き合っていた一条が二人の女の子と街中で修しゆ羅ら場ばになった時、偶ぐう然ぜん通りかかった明日香がきつく説教をしたようなのだ。

　彼女にとっては可愛かわいい教え子が、三年経って女たらしになっていたことがショックだったみたいだが、面と向かって𠮟られた一条は……どうやらその時恋こいに落ちたらしい。

　二年間ずっとアタックし続けて、ようやく三年目に受け入れてもらえたが、すぐに受験だから勉強に専念しなさいと言われたと、蕩とろけるように甘い顔をしながら明日香を見つめて言った。

　ただ、一条もようやく手に入れた恋人との蜜みつ月げつを諦あきらめるつもりはなかったらしく、勉強を頑がん張ばる見返りとして、無事合格したら一緒に暮らしてほしいと懇こん願がんしたと聞いた時には呆あきれた。

　生き真面目まじめな明日香は口約束だけでも簡単にせず、条件としてもちろん大学合格と、家族の許しを得ることを出したようなのだが。

『荷物だけ、さっさとうちに送ってきたのよ』

　なんと、一条はもう荷物を明日香のマンションに送り、後は自分が移動するだけという状態にしたらしい。それが、合格がわかった翌日というのには驚おどろいた。

　家族の許可は、一年間一緒に暮らした後に正式にお願いする。まずは一年間試ためしに一緒に暮らそうと強請ねだり、結局明日香もそれを受け入れたらしい。

　これが、性別が逆ならまた違ちがうのかもしれないが、大学生の男が親元を離はなれたいと思うのは別におかしなことではないと思わなくもない。

　ただ、親へのカミングアウトで一年間の猶ゆう予よを稼かせぐのに、一条がちゃんと一人暮らしをしているというアリバイを証明する人物が必要になる。

　それが、浩太というわけだ。

　荷物の受け取りや電話を受け、それを一条に伝える。何とも言えない損な役回りだが、浩太にもメリットがないわけではなかった。

　一条の仮住居であるマンションは大学から近い。最近結けつ婚こんして、実家で奥さんとの新生活が始まった上の兄のためにも実家を出て一人暮らしをした方がと考えていた浩太にとって、家賃がタダというのも美味おいしい。

　何より、特定の彼女を作らず女の子と遊び、フワフワとしていた一条の本気の恋を応おう援えんしたいという気持ちが強かった。手のかかる弟のような存在だが、浩太にとって一条は大切な幼おさな馴な染じみなのだ。

　良くしてくれる一条の両親を騙だますのは心苦しいが、彼らもきっと一条の気持ちを知れば応援してくれる人たちだと思う。そのための時間稼ぎを自分が出来るのならと、浩太は一条の願いをきくことにした。

　数日前のことをつらつら考えていると、いつの間にかエレベーターが止まった。

「え～っと……鍵かぎ、鍵」

　このマンションは、一つの階に二部屋だ。広さは普ふ通つうの一いつ軒けん家や以上もあり、部屋数もたくさんあったと思う。その中の一室を、浩太は自室として借りることになっていた。

　目的のドアの前に立ってポケットから鍵を出し、そのまま回して開ける。広い玄げん関かんと長い廊ろう下かがあるが、そこに前回来た時にはなかったものがあった。

「……靴くつ？」

　明らかに男物とわかる靴が玄関にあった。

（真澄、来ているのか？）

　明日あした来ると言っていたが、もしかして予定を変へん更こうしたのだろうか。

　一条がいつも履はく靴とは趣しゆ味みの違うシックなものを見て首を傾かしげたが、この部屋の鍵を持っているのは自分以外に一条しかいないはずだ。

「真澄、いるのか？」

　オートロックで閉まるドアの音を背後に聞きながら、浩太は靴を脱ぬいで中に入っていく。

「おい、真澄？」

　リビングに続くドアを開いた浩太は足を止めた。

　広いリビングにあるローテーブルの上に、無造作に置かれてあるコンビニの白い袋ふくろ。そこから覗のぞいているのはサンドイッチだ。

「……」

　一条はああ見えてジャンクフードを好まない。少し腹が空すいてもコンビニでおにぎりやサンドイッチなどは買わず、喫きつ茶さ店てんやレストランに入るお坊ぼつちゃまだ。そんな一条だからこれが彼のものではないのは確実で、だったらと考えて頰ほおが強こわ張ばった。

（ま、まさか、泥どろ棒ぼう？）

　まさか、とは思った。ここはマンションの十階で、エントランスには二十四時間コンシェルジュがいる。セキュリティ対策は万ばん全ぜんで、部屋の鍵もちゃんと掛かかっていた。

　それならば、一条の関係者かもしれない。今日入居することは知っているはずなので、何か手伝いに来たりとか───。

　もしもそうなら、ここに一条がいないことを不ふ審しんに思われるのは確実だ。

　しかし、一条の関係者がコンビニで買い物をするというのも少し違い和わ感かんがある。

　浩太は身じろぎせずに辺りを見てみた。すると、少しずつ前回来た時とは違っているのに気づく。

　例えば、キッチン。誰だれかが使うたびに掃そう除じの手を入れているという部屋は、前回はまるでモデルルームのように生活感がなかったのに、今は一つだけだがカップが流しに置かれている。

　前回はテレビのリモコンしかなかったローテーブルの上に、エアコンのリモコンがある。

（玄関の靴も……）

　浩太は自身を見下ろした。今日は小さめの斜ななめがけバッグしか持っていない。万が一不審者だとしたらそれを手に取っていつでも殴なぐれるようにと身構えながら、浩太は足音を忍しのばせてリビングから出た。

　自分が何とかしないといけないと、妙みような使命感に背筋に冷や汗あせが流れる。

　最初に向かったのはバスルームだ。脱だつ衣い所にも、ガラス張りの浴室の中にも誰もいない。

　次に、トイレ。この部屋には三つのトイレがあり、玄関に一番近い所には誰もいなかった。

　次に主しゆ寝しん室しつに行こうとしてドアに手を伸のばした浩太は、

「うわぁ！」

　いきなり中から開かれたドアに思わず声を上げてしまった。

「……」

　中から出てきたのは男、それも、何とか一六五センチを超こえた浩太よりも、頭半分以上身長の高い若い男だ。

　ラフな部屋着を着ているが、ジーパンを穿はいた足は嫌いやみなほど長い。

　男は上から浩太を見下ろしてきた。間近で見るその顔には嫌でも見覚えがある。記き憶おくの中にある顔より少しだけ歳としを重ねたようだが、それでも見間違えるわけもない整った容よう貌ぼう。

　華はなやかで、綺き麗れいという言葉が似合う一条とは違い、男らしいという表現が似合うこの男とは、過去に会ったことがあった。しかも、一度ではない。

　浩太はその時のことを鮮せん明めいに覚えているが、目の前の男が覚えているかどうかはわからなかった。

　何回か会った男との思い出は少し複雑で、浩太の眉み間けんに皺しわが寄った。出来れば、このまま回れ右をして立ち去ってしまいたい。しかし、ここは一条と一いつ緒しよに暮らす（はずの）部屋で、約束したこともある。

　浩太はギュッとこぶしを握にぎりしめた。

「あ、あの……ここ、真澄の部屋、です、けど」

　とりあえず、一番伝えたいことを言うと、ふんっと馬ば鹿かにしたような笑えみを向けられる。

「ここは一条家の部屋だが」

「だ、だから、真澄の……」

「どうして真澄の名前が出る？　そもそも、あいつは？」

　一条の不在を指し摘てきされ、浩太はぐっと息をのむ。まさか、一条は恋人と同どう棲せいをしていて、ここにはアリバイ作りの協力者として自分が住むなんてことを馬鹿正直に言えるはずもない。

　浩太がどう言えばいいのか混乱していると、男はいきなり浩太の頭に手を乗せてきた。そして、

「少しはでかくなったか、おチビ」　>>>♥

　懐なつかしくも羞しゆう恥ちを誘さそう言葉に、浩太は慌あわてて男から距きよ離りを取る。

「バ、バカにすんなっ、月つき之の宮みや静しずか！」

「……なんでフルネームなんだよ」

　そうはいっても、昔から心の中で男のことをそう呼んでいたのだ。

　今さら取り繕つくろうことなんて出来そうにもなく、浩太は思いがけない再会に、ただただ頭の中がパニックになっていた。










　小学六年生の時、一条に初めて誘われたクリスマスパーティーは、浩太の常識をはるかに超えた凄すごく立派なパーティーだった。周りはほとんど大人ばかりだったし、いかにも頑がん張ばって一いつ張ちよう羅らを着てきましたという風ふう体ていの浩太は、悪い意味で目立っていただろう。

　そんな時に一条が彼の祖父に挨あい拶さつするために離れてしまったので浩太は居場所がなく、緊きん張ちようで部屋の隅すみで固まっていた。

　どうしたらいいのかと半分泣きそうになった時、一人の男が近づいてきた。男と言っても大人に見えるほどおじさんではなく、浩太の目には大学生くらいに見えた。

　子供の目にも、男がまるでテレビに出てくるようなとても格好良い人だというのはわかった。

　だが、整った容貌に無意識に見み惚とれていた浩太の腹の虫が突とつ然ぜん鳴ってしまい、あまりの恥はずかしさに顔を上げることも出来なかった。

　そのまま逃にげ出したくなったが、なぜか男は浩太の腕うでを摑つかみ、そのまま料理が並べられているテーブルに連れて行かれたかと思うと、何も言わずさっさと自分が食べ始めた。

　呆あつ気けにとられた浩太が見上げれば、男は浩太に視線を向けて、「食べさせようか？」と言ってきた。慌てて首を振ふり、ぎこちなく手を動かして料理を取って食べ始める。

　それきり、男は話しかけてこなかったが、一条が戻もどってくるまで隣となりにいてくれた。

　どうしてもその男のことが気になって、帰りに一条に尋たずねた。

　名前は、月之宮静。一条の父方の従兄弟いとこで、十八歳の高校三年生だった。大人びて見えた月之宮が高校生と思わなかった浩太は驚おどろくが、どうして一緒にいたのか一条に聞かれても答えることが出来なかった。腹の虫を聞かれて食べ物のある場所まで連れて行かれたなんて、恥ずかしくて言えなかった。




　その後も、何度か一条にパーティーに連れ出された。

　さすがに二回目からは固まるほど緊張はせず、それなりに珍めずらしいご馳ち走そうを食べることも楽しめたが、なかなか月之宮に会うことはなかった。

　あの時、心細かった自分の側そばにいてくれた人。それがただの気まぐれだったとしても嬉うれしかった浩太は、どうしてもちゃんと礼を言いたかった。しかし、月之宮の出欠を聞くと、その理由を絶対に問い詰つめられるのは想像出来たので、なかなか一条にも言えなかった。

　たった一度、数十分しか一緒にいなかった男。

　月之宮のことが記憶から薄うすれることもなく、いつの間にか一年経たった新年会の席で、浩太はようやく彼と再会することが出来たのだが───。

『誰だ？　このおチビ』

　新年会のパーティーでようやく月之宮と再会した時、ドキドキしながら以前助けてもらったことへの礼を言おうとした浩太に、月之宮はじっとその顔を見つめて言った。

　覚えてもらっていないことのショックと、覚えていてくれて当然だと思っていた自分の浅はかさに恥ずかしくてたまらず、半泣きになってしまった浩太は、そのまま逃げるように月之宮の前から立ち去った。

　もうあれきり、会うことはないと思っていた。




「おい」

「……っ」

　目の前で長い足が組み替かえられる。

　浩太はハッと我われに返り、頭の中に浮うかんだ過去の出来事を慌てて振り払はらう。この状じよう況きようで過去のことを思い出している場合ではないのだ。

「で？」

「……」

「真澄はどうした」

　一条がここにいない理由を聞かれても、本当のことなど言えるはずがない。父方の従兄弟という繫つながりがどれほどの親しさかはわからないが、パーティーで顔を合わすほどには親しん戚せき関係は悪くないのだろう。だとすると、月之宮から一条の同棲の件がバレてしまう恐おそれだってある。

（絶対に、それだけは知られたくないし……）

　一条は浩太のことを信しん頼らいして共犯者に選んだのだ。たとえそれが事後報告だとしても、幼おさな馴な染じみのようやく叶かなった恋こいを邪じや魔ましたくはない。

「ま、真澄は、今日は用があって……」

「それで、お前が一人で来たと？」

「は、はい」

　どうにかこの場を切り抜ぬけ、一条と今後の対策をたてなければならない。早く部屋から出て行くために、浩太は強ごう引いんに一条から話題を逸そらすことにした。

「俺も、聞きたいです。ここ、真澄が暮らす部屋ですよね？　この間見に来た時は、しばらく誰だれも来ていなかった感じだったんですけど……」

「ここ、爺じいさんの持ち物だっていうのは知ってるな？」

「は、はい」

「その爺さんから鍵かぎを貰もらってるんだよ、俺も」

「え……」

　一条の祖父が、一条をとても可愛かわいがっているのは聞いているし、実際この目でも見たことがある。しかし、どうやらその対象は一条だけではなかったらしく、月之宮のことも可愛がっているらしい。

　都心にあるこのタワーマンションの部屋をいつでも自由に使っていいと鍵を渡わたされていたと聞き、浩太は聞いてないと叫さけびたくなった。

　実際、鍵を持っているのだから月之宮の話は本当のことなのだろう。だが、大学進学に伴ともなって一条がここで暮らすことを聞いていなかったのだろうか。

「……聞いた気もするが、よく覚えてないな。従兄弟の話なんてそう気にしないだろ」

　尋ねた浩太に、月之宮は何でもないことのように言う。

「もしかして……ここで、暮らしてるんですか？」

　単に、遊びに来ていただけだという返事を期待したが、月之宮は口元を少し緩ゆるめて言った。

「ああ。ここはアクセスが便利だしな」

「い、いつから？」

「一週間前」

　浩太が一条と、一条の両親と共にここに来たのは、十日ほど前だ。

　どうやら、その後に月之宮はここに来て、そのまま暮らしているらしい。まさかの事態だ。

　こうなったら早々に一条と連れん絡らくを取り、この先のことを考えなくてはならない。

（俺はいったん、家に戻れるけど、あいつ……絶対にゴネる）

　この部屋にしがみ付く理由がない浩太とは違ちがい、念願の恋人との同どう棲せいが始まった一条にとっては大問題だろうが、このままここにいてもどうしようもない。

「す、すみませんでした。とりあえず、俺は一度帰って……」

「ここに真澄がいない理由を聞いていないが」

　引き下がるのだからもういいだろうと喉のどまで出かかった言葉を押し殺し、浩太はチラリと月之宮を見る。表情を読む限り怒おこっている様子はない。

　どう誤ご魔ま化かそうか。

　迷っている時に間が悪く、携けい帯たい電でん話わが鳴った。

（こ、これ……）

　時間的に、おそらく一条からだ。この時間にマンションに着くことを伝えていたし、様子を窺うかがう電話だと思う。

　この場で電話を取るか、それとも無視をするか。

　鳴りやまない呼び出しの音にだんだん焦あせりが募つのってきた時だ。

「あっ」

　唐とう突とつに立ち上がった月之宮が大おお股またにこちら側に来たかと思うと、浩太が横に置いていた鞄かばんを持ち上げた。そして、そのまま中から携帯電話を取り出す。

「ちょ、ちょっと！」

　ようやく我に返った浩太が手を伸のばすのと、月之宮が携帯電話のスピーカーを押すのはほとんど同時だった。

【浩太、荷物届いた？】

「ま、真澄、あのっ」

【聞いてよ、俺さぁ、ちょー幸せなの。朝起きたら隣に明日香がいるんだもん。同棲っていいもんだよ～】

　暢のん気きな声が、静まり返ったリビングに響ひびく。

「同棲？」

「……あ～」

【浩太？　どうしたの？　今の声って、あれ？　しーちゃん？】

　どうやら誤魔化しは利きかないようだ。










「なるほど、真澄は彼女と同棲、ね」

「す、すみません」

【……ごめんなさい】

　どうして自分が謝っているのかわからないが、浩太は月之宮に向かって深く頭を下げた。ローテーブルに置いた携帯電話からも、情けないような一条の声が聞こえてくる。

　相手を確かく認にんしてから話せと文句を言いたいが、ここまできたら誤魔化すなど到とう底てい無理だった。お前が話せと一条に言ったが、「お願い、浩太～」といつものように懇こん願がんされてしまい、結局浩太が事情を説明する羽目になった。もちろん、一条も逃にがすつもりはなく、電話は繫いだままだ。

　月之宮から一条の両親に真実がバレてしまうかもしれないが、これはもう不運だとしか言いようがない。いや、せっかく幸せな時間を過ごしている一条のためには、どうにかして内ない緒しよにしてほしいが、浩太の願いなど聞いてはくれないだろう。

「ど、同棲はしても、ちゃんと勉強もするって約束してるし……」

「当たり前だろ」

「あ、相手の人は、ちゃんとした人ですからっ」

【明日香はすっごく良い子だってば！　しーちゃんも会ったら絶対気に入るって……あ、二人を会わせたら明日香がしーちゃんを好きになったりとか……だ、駄だ目め！　会わすのはやっぱりなし！】

「……」

（バカ真澄……）

　今はそんなことを言っている場合ではなく、どう月之宮をこちら側に引き込むかを考えるところだ。これが恋れん愛あい脳なのかと呆あきれるが、月之宮を前にして一条を辛しん辣らつに責める余よ裕ゆうはない。

「ま、真澄が言うように、彼女はすごく良い人です。真澄のこともちゃんと𠮟しかってくれるし、学生は勉強が本分だともよく言っていたしっ」

「爛ただれた生活はしないってか？」

「た、爛れ……」

　一いつ瞬しゆんその内容を想像してしまい、浩太は顔が熱くなるのを自覚して俯うつむいた。これまで彼女がいたことはないが、普ふ通つうの高校生並みの知識はあるのだ。

　そんな浩太の反応に、月之宮は意地悪そうに口元に弧こを描えがく。

（な、何？）

「真澄、後から連絡する」

【し、しーちゃん？　どう……】

　突とつ然ぜんそう言った月之宮は通話を切ってしまった。静かになった部屋に、浩太の唾つばを飲み込む音が響く。

（に、逃げたい……っ）

「安西浩太」

「は、はいっ」

「事情はわかった。真澄の恋こいのためにはお前が真澄とここに住んでいるという条件が必要なんだな？」

　何とか穏おん便びんに済ませて欲しいと、縋すがるように月之宮を見る浩太に、男は唆そそのかすように言葉を継ついだ。

「安西浩太。俺と取引をしないか？」

「取引？」

「真澄の同棲の話、黙だまってやってもいい」

「ほ、本当に？」

「後で恨うらまれるのも面めん倒どうだし、別に俺には関係ないことだしな」

　月之宮の指に、顎あごを捉とらえられる。振ふり払はらえば解けそうなほどの力だったが、浩太は少しも身体からだを動かすことができなかった。

　その親指が動き、唇くちびるをそっと撫なでられた。

「ただし、こちらも条件がある」

　月之宮の考える条件。まったく想像できなくて、嫌いやな汗あせが流れてくる。だが、ここで嫌ですなんて言える雰ふん囲い気きではなく、浩太は黙って続く言葉を待った。

「第一に、俺もここで暮らすから。そのことに同意すること」

「い、一いつ緒しよに？」

「真澄と住むつもりだったんなら、別に俺と二人暮らしをしても構わないだろう」

　いや、一条となら構わないが、それ以外の相手とは想定外だ。意外な申し出に戸と惑まどう間もなく、月之宮は二つ目の提案もしてくる。

「一日一回、一緒に飯を食うこと」

「……は？」

　まったく想像していなかったことに、浩太は今日初めてまじまじと月之宮を見た。

　初対面の時もすごく格好良い人だと思っていたが、あれから六年経たって再会した月之宮は、やっぱり格好良かった。ただし、昔よりも目つきは悪く、少し尊大な雰囲気になっているように感じるが、それは今の自分が後ろめたさを感じているからだろうか。

「答えは」

　どうやら、考える時間はないらしい。

　それでも浩太は必死に言葉を探した。

「め、飯って、俺が作るってこと、ですか？」

「飯を食う時間を作れってことだ」

「はぁ……」

　よくわからない。料理ができないから食事を作れというならわかるが、今の言い方だと手作りに拘こだわりはないらしい。

　食べる時間ということに首を傾かしげると、月之宮は面めん倒どう臭くさそうに腕うでを組んだ。

「食事に興味がなさすぎて、丸三日食うのを忘れたらぶっ倒たおれたことがある。まあ、デイトレーダーって不規則な仕事だしな、あの当時は忙いそがしかったし。正直言って飯を食う時間が面倒だ。ただ、それじゃ不味まずいとは思っていた」

　思ったよりも深刻な事情に、浩太は他人ひと事ごとながら心配になる。

「面倒って、今はどうしてるんですか？」

「サプリメント。簡単だしな」

　あっさり出てきたその答えに、浩太はただただ驚おどろくばかりだ。

　男三兄弟で、家業も力仕事の安西家のエンゲル係数はかなり高い。手作りはもちろん、出来合いのものが出てくることもあるが、食事は栄養を取るだけではなく、大切な家族団らんの時間でもあった。

　たぶん、一いつ般ぱん家庭は同じようなものだと思うが、そういえば一条の食事事情というのも少し変わっていた。両親とも仕事が忙しいせいか、ほとんど家族で食事をすることがなかったらしいのだ。

　一人っ子の一条は家政婦が作った食事を一人で食べていることが多かったが、浩太と友達関係になってからは安西家で食事をすることが増えた。

『みんなで食べると、たくさん食べられるね！』

　女の子のように華きや奢しやで可愛かわいかった一条の言葉に、母が複雑な表情をしていたのを覚えている。

（……じゃあ、この人も……）

　一条と同様、月之宮の家もかなりの金持ちのはずだ。それなのにサプリメントで済ませるなんて、食事に関して何か辛つらい体験をしたのかもしれない。

　モテる容姿をしているので、誘さそえば誰だれでも食事についていくと思うが、それさえもしないなんて、興味がないとか面倒だとかでは片付けられない問題にしか思えなかった。

　どんどん妄もう想そうが膨ふくらんだ浩太は、いつの間にか頷うなずいていた。

「いいんだな？」

「はい」

　確認されて返事をした時、インターホンが鳴った。どうやら荷物が届いたらしい。

「どこでも空いている部屋を使え」

「はい……あ」

（これって、俺、このままここに暮らすってこと？）

　一条がいないことはバレてしまっている。本来なら浩太がここで暮らす理由はなく、そのまま追い出されても文句は言えない立場だ。

（……あれ？　毎日一回食事って……同居はするってことなのか？）

　一条の同どう棲せいを黙っていてもらうことでＮＯという選せん択たくはなかったが、それがこのまま月之宮との同居続行に繫つながることにたった今気づいた。我われながら馬ば鹿かだと思うが、今さらもう一度考えさせてくれと言える雰囲気ではない。

「じゃあ、よろしく」

　差し出された手を茫ぼう然ぜんと見た。大きくて長い、指の綺き麗れいな手だ。

「安西浩太」

　なかなかその手を握にぎり返すことができない浩太の名前を呼ぶ月之宮は、王様のごとく尊大な笑えみを湛たたえていた。










「ごめんっ」

「……」

「今日は奢おごるから、好きな物食べてよ！」

「……」

「浩太～、ごめんってば」

　耳も尾おっぽも垂れた犬のごとく情けない顔をしている麗れい人じん。チラチラとこちらを見ている客も店員も、一条を見る目はキラキラと輝かがやき、反対に浩太を見る目は厳しく冷たかった。こんなイケメンに謝らせるお前は何者だと責められている気分だ。

　かなりの理り不ふ尽じんを感じるものの、浩太もいつまでも一条に謝罪をさせたいわけではない。それでも、わざと大きな溜ため息をついてから言った。

「もういいから。頭を上げろ」

「ありがとうっ、浩太！」

　綺麗な笑顔を見せる一条に、浩太も思わず笑ってしまった。

　小学校の時から、一条のこの笑顔には弱い。女の子たちが言っている王子さまの笑みではなく、浩太に向けられるのは無む邪じや気きな笑みだからだ。

「それにしても、まさかしーちゃんがいるとはなぁ」

「お前、本当に知らなかったのか？」

「爺じいちゃんが、俺としーちゃんを気に入ってるのは知ってる。あのマンションの鍵かぎを渡わたしていることもね。でも、あの部屋にいるとは……しーちゃん、自分のマンション持ってるんだよ」

「えっ、あの歳としで？」

「自分で買ったんだって。儲もうかってるみたい」

　一条の話では、月之宮は大学在学中からデイトレードをしていたらしく、その頃ころから先を読む能力があったらしい。

　企き業ぎように入らず、個人でデイトレーダーとして働いているのはあの性格もあるが、どうやら一族の余計な柵しがらみも捨てたかったようだ。

「それって、郊こう外がい？」

「いや、あのタワマンの近くだと思う」

　近くに自分所有のマンションがあるのに、わざわざ祖父所有のマンションに滞たい在ざいする。柵を面めん倒どうだと思っている月之宮の行動としては首を傾げる。

「どうして自分のマンションで暮らさないんだろ？　一人の方が楽だと思うけど」

「確か、一時期従姉妹いとこたちが押し掛かけてたみたい。いちいち相手にするのが面倒なんじゃない？　その点、爺ちゃんのマンションのあの部屋は、俺たち以外には秘密なんだよ。男の隠かくれ家がってやつ」

　なるほど、それならば月之宮があのマンションに避ひ難なんしてきたのもわかる気がした。

「……お前があそこで暮らすっていうの、あの人知ってたのか？」

「母親から爺ちゃんに話がいっているし、そこから聞いた可能性はあるけど」

「ふ～ん」

　仮に知っていたとしたら、それこそまるで割り込むようにあの部屋に来た理由がわからない。

「……まあ、考えても俺にはわかんないし。とりあえずお前の同棲のことは黙だまっててくれるみたいだから」

「感謝してます」

　真面目まじめにそう言ったかと思えば、次の瞬しゆん間かんには明日香とのラブラブ生活を自じ慢まんし始める。

　部屋着も可愛いとか、料理も上手だとか。風ふ呂ろはまだ一いつ緒しよに入ってくれないと愚ぐ痴ちられても、浩太は明日香の顔がチラついて居たたまれない気持ちになるだけだ。

「ストップ！」

「え～、まだ話し足りないよ～」

　このままでは永遠に惚のろ気けを聞かされそうなので、浩太はあっさりストップをかけた。

「とにかく、一週間に一度は顔を出せよ。お前んちからの荷物があるかもしれないし、その、あの人と俺の間に入ってもらわないと困るし」

「しーちゃん、俺様タイプだからなぁ」

「……確かに、俺様ってか、王様だよ。でも、王様なら三年も前の……」

「三年前？　何？」

「な、何でもない」

　ポロリと口から零こぼれそうになったのを誤ご魔ま化かし、浩太は空笑いをする。

（あの時、真澄もいたけど……とっくに忘れてるはずだ）

　そうなのだ。どう考えても、あれが三年も温めるほどの思い出とは思えない。




　最悪の再会から、その後何度一条に誘われても、浩太はパーティーに行かなかった。万が一月之宮に会ったら恥はずかしくて死にそうだし、もともとパーティーに居い心ごこ地ちの悪さを感じていたので何とか理由をつけた。

　しかし、その間も月之宮のことは話題に出た。どうやら海外の大学に進学したらしく、日本には年に数度しか戻もどらないと聞いて、会うことがないとわかって安あん堵どした反面、何だか寂さびしく思った。

　そして、中学三年生の時。

　無事に高校進学した祝いだからと、久しぶりに一条家のパーティーに呼ばれた。そこで、幸か不幸か、月之宮と再会したのだ。

　驚おどろくほど大人の男になっていた月之宮にドキドキしていると、彼はこちらにやってきて一条に話しかけ、そのついでのように浩太を見下ろしてきた。

　また「誰だ」と言われるかもしれないとビクビクしていると、「相変わらずちっさいな」と言われる。今度は覚えていてくれたんだという喜びと同時に、気にしていた身長の低さを指し摘てきされ、次の瞬間にはその足を蹴けっていた。




　会場の端はしで行われた一連のことを見ていた者は一条くらいだ。その一条も、おそらく忘れているのだろう、三年前という言葉とあの時のことが結びついていないようだ。

「しばらくはあの部屋に居い候そうろうするのかぁ」

「しばらくって、一応一年は頼たのむよ。一年経たったら同棲のこと、親に話すつもりだから」

「話すのか？」

「明日香がそう言ってるから」

　真面目な明日香は、親に内ない緒しよで未成年と同棲していることが後ろめたいらしい。

　未成年と言っても、もう大学生になる男だろと思うが、昔家庭教師をしてくれていたこともあり、どうしても保護者的な気持ちがあるのだろう。

　浩太にとって、七歳上の人と恋れん愛あいをするというのは考えられない。だが、明日香のようないい人なら、きっと一条にも良い影えい響きようを与あたえてくれるだろうと安心もしている。

（それよりも、こっちのことだよ……）

　さっそく今晩から食事を共にする予定だ。

「じゃあ」

「え、帰るの？」

「夕飯の買い物があるから」

　浩太の言葉に一条は笑った。

「料理、出来るようになったんだ？」

「母さんと義姉ねえさんに、スパルタで教えてもらったしな」

　浩太の方の家族も、一条と二人暮らしをすると思っている。家庭料理に飢うえている一条にちゃんとした食事をさせるようにと、メニューは少ないながらかなり厳しく教えられた。

　その成果が出るかどうかはわからないが、とにかく出来ることはする。サプリメントを食事だという相手には、少しでも料理を食べさせたい。

「またな」

「浩太っ」

　立ち去りかけた浩太が振ふり返ると、一条は表情を情けなく崩くずして言った。

「ごめん」

「……いいよ」

　浩太は手を振った。








第二章









　今夜のメニューはカレーだ。失敗が少なく、そこはかとなく家庭料理の雰ふん囲い気きが出る。

　材料を買ってマンションに帰ると、コンシェルジュがにこやかに出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ」

「こんにちは、お疲つかれ様です」

　時刻はそろそろ午後五時だ。今から作り始めたらどのくらいかかるだろうかと考えながら部屋の前に着き、インターホンは鳴らさず鍵かぎを開けて中に入った。部屋で仕事をしているだろう月之宮に気をつかったからだ。

　高級マンションなので音が響ひびくことはないだろうが、それでもインターホンは案外気になるものだ。

　しかし、静かに靴くつを脱ぬいでいると、月之宮が仕事部屋にしている部屋のドアが開いて男が出てきた。

「あ」

「帰ったか」

「た、ただいま、帰りました」

　慌あわてて言うと、月之宮はそのままリビングに向かう。出迎えてくれる言葉がないことには慣れないが、割り切って足早に後を追った。リビングの奥にキッチンがあるので、どちらにせよ向かわなくてはならない。

　リビングに入ると月之宮はソファに座り、目を閉じて背もたれに背を預けるようにして上を向いていた。ずっとパソコンの画面を見なければならないので疲れているのかもしれない。

（目の疲れをとるグッズとか、何か買ってくればよかった）

　気づかなかったことに後こう悔かいしたが、すぐにバスルームに向かった。洗面所の棚たなからフェイスタオルを取りだしてリビングに戻り、熱い湯を出す。

「……あちっ」

　手が赤くなるほどの湯でタオルを濡ぬらし、それを持ってソファに近づいた。

「あ、あの」

「……」

「これ……目、温めてください」

　無視されるかと思ったが、ゆっくりと開いた目が差し出したタオルを見た。すると、月之宮は無言のままタオルを手に取り、無造作に目の上に置く。

「……っ」

　少し熱かったのか、小さな声が漏もれたが、しばらくするとそれは深い溜ため息に変わった。どうやら気持ち良かったらしい。

（目を酷こく使しする仕事だもんな。ビタミン……何だっけ？　果物も買ってくればよかった）

　学生時代、休みの時は家の手伝いをしていた。体力のいる家業の手伝いはあまり出来なかったが、その分家族のサポートはしてきたつもりだ。疲れを癒いやしてもらうための方法とかグッズも調べて活用していたので、多少の知識はあった。

　周りは肉体労働だったし、遠えん慮りよなく疲れたやらどこが痛いなどと言うので考えることなく行動出来たが、月之宮はいわゆる頭脳労働なので、浩太の想像出来る範はん疇ちゆう外だ。

　この先、一条がカミングアウトする一年先まで、もしかしたら途と中ちゆうで月之宮が自分のマンションに戻るかもしれないが、少なくともそれまでは同居するのだ。少しばかり彼のことを気にしてもいい、と思う。

　沈ちん黙もくが居い心ごこ地ち悪いので何か話題をと考えた浩太は、今日一条から聞いたばかりの話を振ふってみた。

「あ、真澄から、近くにマンションを持ってるって聞きました。凄すごいですね、自分のマンションなんて……」

「向こうはうるさい。当分戻る気はないな」

　ばっさり言い切られてしまった。もしかしたら数日で出て行く可能性もと考えたが、どうやらしばらく同居することは本決まりのようだ。

「あ、あの、今日の夕飯ですけど……」

　カレーを嫌きらいな人は少ないと思うが、念のため尋たずねようとした浩太は、

「ああ、それならもう注文した」

「え？」

　あっさりした返答に間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「美味うまいらしい店のデリバリーだ。六時に届く」

「デリバリー……」

「それまで部屋にいるから、来たら呼んでくれ」

　月之宮は立ち上がり、目を温めていたタオルはそのまま持ってリビングを出て行く。

　浩太が帰ってきてから今まで、まだ五分も経っていない。ソファに座って、目を温めて、また部屋に戻もどっていった月之宮は何のためにリビングにやってきたのか。

　浩太は閉められたドアを見つめ、ふとキッチンに置いたビニール袋ぶくろを見た。どうやらこれは今日食べることはないらしい。

「……最初だからかな」

　もしかしたら、一回目の食事ということで、わざわざ月之宮が手配してくれたのかもしれない。

「……うん、きっとそうだ」

　そもそも、サプリメントを食事だと言っていた男が、ちゃんとした食事をするというのだ。ここは喜んで、きちんと礼を言わなければならない。

「カレーは明日あしたにするか」

　冷蔵庫に食材をしまい、デリバリーが届くまで自分の部屋を整理することにする。昨日届いた荷物はそれほど多くないが、それでも段ボール箱数個分だ。

「よしっ」

　気持ちを切り替かえ、浩太もリビングから出た。










「うわっ、すげぇ美味そう！」

「……」

「ソースも別なんだ！　この肉、何の肉だろっ？」

「……」

　デリバリーと言えばピザくらいしか頼たのんだことがなかった浩太は、配達されたまるでフルコースのようなフランス料理にかなり驚おどろいた。最近はいろんな料理のデリバリーがあると聞いてはいたものの、ここまで本格的なものだとは思わなかったのだ。

　テーブルに並べ、さすがに先には食べられないのでワクワクしながら目の前の月之宮を見ると、そこには眉み間けんに皺しわを寄せた顔がある。

「え……と」

　こんなにも美味おいしそうな食事を前にそんな顔をするのかと驚くが、本人は淡たん々たんと箸はしを手に取り食事を始めてしまった。

「つ、月之宮静っ、さん！」

「……何だ、それ」

　呼び方が変なのは自覚しているが、長い間心の中で呼んでいた呼び方は簡単に変えられない。それよりも大事なことがあった。

「挨あい拶さつ、いただきます言わないとっ」

「……必要か？」

「必要だ！　です！」

　食事の時、いつも誰だれかが側そばにいる浩太にとってその言葉はあまりにも身近で、自然に出る言葉だ。一人ならともかく、いや、浩太は一人でも言うが、こうして向かい合っている自分がいるのに無言で食べ始めるのは寂さびし過ぎる。

　すると、月之宮は箸を置いた。もしかして、このまま席を立つんじゃないだろうかと焦あせる浩太をよそに、月之宮は手を合わせ、

「いただきます」

　そう言うと、また箸を手に取った。

　意外にも素す直なおに従ってくれたことに戸と惑まどうものの、じわじわとした嬉うれしさが心の中に広がっていく。

（あ、案外、素直な人なんだ……）

　黙もく々もくと食事を進める月之宮。やはり良い育ちのせいか、箸の扱あつかい方も綺き麗れいだ。それに、サプリメントを食事代わりにしていたと聞いたので小食だと勝手に思っていたが、次々に料理を口に運ぶ姿は普ふ通つうの成人の男と変わらなく見える。

（食べるのが面めん倒どうだって言ってたけど……本当だったのかも）

「食わないのか？」

　月之宮の見事な食べっぷりに圧あつ倒とうされていた浩太に、不意に手を止めた男が聞いてくる。

「た、食べますっ、いただきますっ」

　浩太は慌てて手を合わせてそう言い、並べられた料理を食べ始めた。

「うまっ」

　美味しい店というのは本当らしく、デリバリーとはいえ本格的なフランス料理だった。

　初めて食べるものに手が止まらず、顔も緩ゆるみっぱなしだ。

「これ、美味いですね」

　自然とニコニコしながら顔を上げると、ちょうどこちらを見ていた月之宮と目が合った。

　その途と端たん、子供っぽく浮うかれている自分に恥はずかしくなり、反射的に視線を逸そらす。

「……まあ、美味い方だな」

「……そ、ですね」

（落ち着け、俺っ）

　浩太は大きく息をつき、今度は努めておとなしく食事を再開した。

（……うん、やっぱり美味しい。これ、店で食べても高そうだけど……）

　デリバリーとはいえフランス料理だ。二人で割ったとしても結構な金額かもしれない。

　料金のことを考え始めると気になってしまい、浩太は思い切って尋ねてみた。

「あの……これ、幾いくらくらいですか？」

「俺が払はらうから気にすることはない」

「え、で、でもっ」

「食事をするのは俺から言い出したことだからな。お前が金を出す必要はない」

　確かにそれはそうだが、これだけ美味しければどれだけの金額になるのか、考えただけでも怖こわい。だが、ここまで聞いて、それでも割り勘かんにしてほしいというのは月之宮に対して失礼だろう。

「……それじゃ、今日はご馳ち走そう様さまです」

　浩太は頭を下げた。とりあえず、今日の分は同居＆初の食事ということで奢おごられることにした。

（明日は俺のカレーにすればいいんだ）

　金額の差はどうしようもないが、交こう互ごに準備をするということで一応の平等を考えた。

　浩太はチラリと向かいに座る月之宮へ視線を向けてみる。黙々と食べる姿は、食事が面倒だといった雰ふん囲い気きはない。

（食べる時、話さない人なのか？）

　それとも、関係の浅い浩太が相手だからだろうか。

　賑にぎやかな食しよく卓たくに慣れた浩太には少々寂しい夕飯になったが、この機会に月之宮の好みを覚えておこうと意識を切り替えた。好き嫌きらいを聞き難にくい今の状じよう況きようでは、むしろ前もって知ることが出来るのはラッキーだと思おう。

（……あ、意外にトマト嫌いなのかも。ジャガイモは好きそう）

　箸の運びの速さを見ながら、明日からの食事のメニューを考える。そうはいっても、浩太もまだまだ初心者なのでそれほど凝こったものは作れないが、せめて「不味まずい」と言われないようなものを作ろうと決めた。

　今は携けい帯たいで料理の作り方を動画でも見られるし、やってやれないことはない。

　一日一食、一いつ緒しよに食事をとる。

　月之宮から出された条件ではあるが、了りよう解かいしたからには出来るだけのことはするつもりだった。










（……そう思ってたんだけど）

「いただきます」

「……いただきます」

　最初に言ったことを覚えてくれているのか、月之宮は手を合わせると食事を開始する。

　テーブルの上にあるのは、銀座のとある高級寿す司し店の出前の握にぎりだ。一人前いったい幾らなんだと、どう見ても高級な寿司を見て漏もれそうになる溜ため息を飲み込んだ。

　初日は高級フレンチ。

　次の日はカレーを作ろうと思っていた浩太だったが、月之宮からもう手配はしていると言われた。

　えっと驚いていたのは序の口で、その次の日からもイタリア料理、中ちゆう華か料理、和食、スペイン料理。インド料理のカレーの時は、本場の味に手作りカレーなんて作れないと内心半泣きになってしまった。

　中華料理の日には一条が訪ねてきたが、暢のん気きに美味しい料理を食べられてラッキーと言っていた。

　月之宮が手配してくれたデリバリーは、文句なく美味しい。どれも名店の料理らしく、今まで食べたことがないものもたくさんあった。しかし、それが一週間続いた今日、さすがに浩太は飽あきていた。贅ぜい沢たくなことだとはわかっている。それでも、高級な味が続くと、普通の家庭料理が無む性しように食べたくなるのだ。

　もちろん、朝食と昼食は普通の食事をしているが、《月之宮と約束した食事》がずっと男の奢りだというのも気持ち的に負担だった。

　そんな浩太とは違ちがい、月之宮はいつもとまったく変わらない表情で食事を続けている。これが美味しい、これが嫌いなどという感想を言うこともなく、本当にただ栄養を取っているという姿に、妙みように寂しく、悲しくなった。

　せっかく一いつ緒しよに食事をしているのに、これではちっとも美味しく感じない。

「月之宮静っ、さんっ」

「……いい加減、その呼び方は止やめろ、安西浩太」

「そ、そっちだってフルネーム呼んでるじゃないか！」

「お前に合わせているだけだ」

　顔を上げた月之宮は口元に笑えみを浮かべている。美味しい食事を食べている時より、浩太をからかっている方が楽しそうなんておかしいと思うものの、今はそのことを責めている場合ではない。

「これ、いつまで続くんですか？」

「これ？」

「デリバリーです。毎日なんて不経済です」

「たいしたことないだろ」

「う……」

（これだから稼かせいでいる奴やつは……っ）

　一条から、月之宮はかなり有能な個人投資家だと聞いている。大学時代に自分の貯金から始めて、今では億の取引もざららしい。

　そんな、億の金が動く生活をしている月之宮にとって、一日、万を超こす食事くらいたいしたことはないかもしれない。しかし、それと心が潤うるおっているかというのはまるで違う問題だ。

「俺と、一日一回食事をするって条件でしたよね？」

「ああ」

「じゃあ、その食事、俺が用意してもいいですよね？」

「……金、あるのか？」

　まさかとは思うが、月之宮は浩太も自分と同じようにデリバリーを頼たのむと思っているのか。

　一週間に一度なら頑がん張ばれば大だい丈じよう夫ぶかもしれないが、毎日それだと破産する。

「あ、あの、出来れば、作る方向で……」

「作れるのか？」

「もちろん、デリバリーは味も確かだし、手間もかからなくていいのかもしれないけど、結構お金がかかるし……。それってちょっと、俺的に抵てい抗こうがあるんで、出来れば手料理にさせてほしい、です」

　毎回金額のことを考えて、まともに料理を味わうことも出来ない。個人的な理由だが、出来れば納なつ得とくしてもらいたかった。

「お、美味おいしくないかもしれないけど、俺が作りますから」

「最初から上手うまく作れないって言うか？」

「そ、それは……」

　一応保険のために言ったのだが、そこを突つっ込まれて口くち籠ごもる。

　やはり月之宮のような男は、美味しい料理しか食べないのだろうか。そうなると、浩太の手料理なんて食べられたものではないだろう。

　反論出来ない浩太は、そのまま逃にげたくなった。淡たん々たんと追い詰つめてくる月之宮の言葉は厳しくも正しくて、自分の訴うつたえが子供っぽい我が儘ままに思える。

「すみません、俺……」

「じゃあ、明日あしたは安西浩太の手作り料理だな」

「……え？」

「ほら、食べるぞ」

　月之宮はさっさと食事を再開するが、浩太はしばらくの間言われた言葉を飲み込むのに時間が掛かかった。

（……いいってこと？）

　手作り料理を否定されたかと思ったのに、どうやら月之宮はそんな自信のない浩太の料理を食べる気になってくれたらしい。そこにどんな気持ちの変化があったのかはまったくわからないが、なんだか落ち着かない、フワフワとした気持ちになった。

　月之宮のたった一言で感情が上下してしまう自分は単純だと思うものの、それでも嬉うれしいと感じるのだ。

「が、頑張りますからっ」

「ああ」

　その日の高級寿司は、これまでで一番美味しく感じた。










　初めての手作り料理は何にするのか。

　同居翌日に作るはずだったカレーの材料は、既すでに別の形になって浩太の腹に収まっていた。

　失敗しないというのならカレーが一番だと思うが、一方で数日前に食べた本格的な有名店のカレーの味がまだ記き憶おくに残っている。

　どうしようかと考えた浩太は、家に電話して母親に相談してみた。口が肥えた大人の男が好きな料理は何なのか。

　母親の答えは、豚ぶたの生しよう姜が焼やきに、ハンバーグ、カレー。浩太の好物でもあるものばかりだ。

　その中で浩太が作れそうなものはやっぱりカレーくらいで、ここは覚かく悟ごを決めて作ることにした。

　玉ネギ、ニンジン、ジャガイモ、豚肉。ごくごく普ふ通つうの材料に、市し販はんで売っているカレールーを使う。

　今までも作ったことはあるが、今日ほど緊きん張ちようした覚えはない。それほど、これを食べる月之宮の反応が心配だった。市販のルーを使っているので食べられないほど不味まずくはないはずだが、かといって有名店で出されているような美味しさとは……ちょっと言えない。

　それでも、手作りのものを食べさせると宣言してしまった以上、もうこれを出すしかない。

　野菜も大事だからとレタスを千切り、茹ゆで卵たまごを半分に切って載のせただけのサラダを手早くテーブルに並べた浩太は、意を決して月之宮の部屋の前に立った。

「……」

　大きく深呼吸をし、思い切ってドアをノックする。

「ご飯、出来ました！」

　すぐに応答はなかった。聞こえなかったのだろうかともう一度ノックしようと手を上げた浩太は、

「うわっ」

　いきなり開いたドアに驚おどろき、一歩後ろに下がる。前にも同じことがあったなと思う間もなく、部屋から出てきた月之宮はさっさとリビングに向かった。

「あ、あのっ、カレーにしたんですけどっ」

　言わなくても、リビングにはカレーの匂においが漂ただよっている。それでも、無言のままでいるのは場が持たないので、どうでもいい説明を続けた。

「肉、豚にしたんですけど良かったですか？　俺んち、牛より豚が多かったんで。辛からさも一応中辛にしています。辛いのが良かったですか？　それとも甘口の方が良かったとか」

　口と同時に手も動かし、素す早ばやく三時間も煮に込こんだカレーの準備をする。どのくらい食べてくれるのかわからなかったので、心持ち少なめにして席に着いた月之宮の前に皿を置いた。

　自分の分の用意もして、向かいの席に座る。じっとカレーを見下ろしている月之宮に落ち着かないまま、どうぞと小さな声で勧すすめた。

「いただきます」

　月之宮は手を合わせ、カレーをスプーンですくうと口に運ぶ。その様子を、浩太は緊張した面おも持もちで見つめた。

「ど、どうですか？」

「……カレーだな」

「へ？」

「店で食べるものとは違ちがう」

　一番気にしていたことをズバリと言われ、浩太はやっぱりとガッカリした。高級店で本格的なカレーに慣れているだろう月之宮にとって、浩太が作ったカレーはあまりにも平へい凡ぼんな味なのだろう。

　落ち込んだ気分のまま自分も食べてみたが、慣れた家のカレーの味で、不味くないのがなんとも言えない気分だった。これ以上を求められても、今の浩太には応こたえられない。

「……すみません、手料理を食べてもらうとか言ったりして、うちで作ってるまんまのカレーなんか……」

「……お前の家のカレーか？」

「うちのって言うか、市販のカレールーの味です……」

　正直に答えたのに、月之宮は何も言ってくれずに黙もく々もくとカレーを食べている。食の進み具合からしてそれほど不味くはないと思うが、感想がまったくないとどう判断していいのかわからない。

（やっぱり、明日からデリバリーに戻もどすって言われるかもしれないし……）

　それならそれで、今度から絶対割り勘かんにしてもらわなければならない。

　それにはどれだけバイトで稼げばいいのだろう。想像するだけでも頭が痛くなりそうになった浩太の面前に、空になった皿が差し出された。

「……え？」

「まだあるか？」

「まだって、えっと……カレーですか？　カレーならいっぱいありますけど……」

「頼たのむ」

「頼むって……お、おかわり？　は、はいっ」

　どうやら、このごく平凡な家庭のカレーは月之宮の口に合ったらしい。

　二杯はい目めのカレーを注ぎながらようやくそのことを理解した浩太は、笑えみ崩くずれそうになる頰ほおを堪こらえるのに必死になった。でも、嬉しさは抑おさえられず、自然と口も緩ゆるくなる。

「カレー、たくさん作りましたから！　余っても作った翌日も美味しいし、飽あきたら出汁だしで割ってカレーうどんにも出来るし」

「家でカレーうどんなんて作れるのか？」

　その後は、いかにしてたくさんのカレーを消費するか、浩太は自分が知っている限りのメニューを教えた。

　カレーうどんに、カレードリア、母親はカレーコロッケも作っていた。

　月之宮は家庭でそれだけのものを作れるとは知らなかったようで、言葉に出さないものの楽しそうな雰ふん囲い気きで聞いてくれる。

　もしかしたら、これほど（少し一方的だが）会話をしたのは同居以来初めてかもしれない。せっかく二人で暮らしているのだ、少しでも良い関係を築きたい。

　しかし、まさかそこで、

「明日あした、一いつ緒しよに買い物に行こう」

　と、月之宮に誘さそわれるとは思わなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、買い物くらい一人で行けますから」

「いや、付き合う」

　多た忙ぼうな月之宮を付き合わせるなんてと何度も断ったが、本人の中では一緒に行くのは決定事じ項こうらしい。

（買い物って、この人がスーパーに行くってことだろ？）　>>>♥

　どう見ても一いつ般ぱん人には見えない月之宮が、普通のスーパーでカートを押している姿なんて想像も出来ない。だが、すべて浩太任せにするより、自分も一緒にと言ってくれるのは確かに嬉しかった。

　手作りの物を食べさせるなんて浩太の勝手な押し付けかもしれないと密ひそかに心配していたことも、月之宮の言葉で大丈夫だったのかと胸を撫なでおろした。

「……じゃあ、すみません、お願いします」

「ああ」

　意図していなかったが、食材の買い出しという名目で月之宮と初めての外出が決まってしまった。










　翌日、まだ大学は始まっていないが、実家での習慣で早めに起きる。

　そのまま掃そう除じを始めたが、男二人暮らしとはいえ、ほとんど仕事部屋から出てこない月之宮と、居い候そうろう気分で極力汚よごさないよう気を付けている浩太では、部屋の中はあまり散らかることはなかった。

　部屋数も多いのだが、初めに月之宮から使っていない部屋を毎日掃除することはないと言われたので、そこは甘えて数日に一回くらいにしている。

　結局、午後の早い時間に掃除も洗せん濯たくも終え、浩太はキッチンの椅い子すに座って一息ついた。

　昼食は軽く済ませている。月之宮には朝食も昼食もいらないと言われているので、一人きりの寂さびしい食しよく卓たくだ。

「あ、買うものメモしとこう」

　いつもなら、特売の品やお買い得なものを探して店の中をウロウロするのだが、さすがに月之宮をそれに付き合わせるわけにはいかない。

　ふと、窓を見ると、青い空が広がっていた。

「……いい天気だなぁ」

　出来れば布ふ団とんを干したいが、さすがにタワーマンションのベランダに干す勇気はない。どうやら布団乾かん燥そう機きはあると一条に聞いたので、それで我が慢まんするしかないだろう。

　そんなことを考えながら、どのくらいぼんやりとしていたのか。

　ふと気づくと、もう午後一時を過ぎていた。そろそろ月之宮を呼んでも良いのか、それとももう少し待つか。……そんなことを考えていると、リビングのドアが開いた。

　現れた月之宮は見慣れた部屋着ではなく、既すでに外出着だった。

「……」

「どうした？」

「い、いえ、おはようございますっ」

　見み惚とれていたなどと言えるはずもなく、浩太は慌あわてて挨あい拶さつをする。

（この人と買い物に行くとか……）

　外出着の月之宮はまさにモデルか、俳優にしか見えなかった。

　黒のニットセーターに、黒のジーパン、その上に黒の薄うす手でのチェスターコートを羽織っている。いつもは無造作にしている黒くろ髪かみは、軽く後ろに撫でつけるようにセットしていた。

　対して、浩太はいつもと同じ、グレーのパーカーに穿はき慣れたブルーのジーパンだ。まったくテイストが違うと言うか、大人と子供にしか見えないなと、浩太は急いで着き替がえたくなってしまった。

　しかし、着替えたとしてもこの月之宮と自分が釣つり合うとはとても思えなくて……それならばこのままの方がいっそのこと開き直れるかもしれない。

「行けるか？」

　一応、浩太の都合を聞いてくれる月之宮に頷うなずき、急いで部屋に戻って上着を取ってきた。

　玄げん関かんで待ってくれている月之宮に礼を言い、男の少し後ろをついていく。足の長さの違いか、歩ほ幅はばが悲しいくらい違うので、少し小走りになってしまうのは諦あきらめるしかない。

　エレベーターに乗り込みながら、浩太は愛用のバッグから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「あの、今から乗れるバスの時間なんですけど……」

「ああ、俺が車出すから」

「え？」

　昨日からバスの時間を調べていた浩太は、意外な月之宮の言葉に手を止める。

「車……持ってるんですか？」

「ほとんど乗らないけどな。エンジン掛かけるいい機会だろ」

　なんでもないことのように言うが、車とは高い所有物ではないだろうか。月之宮が所持しているくらいだから外国製の、かなり高額な車に違いなく、土足なんてもってのほか、靴くつ下したで乗っても良いのかと焦あせっていた浩太は、案内された地下駐ちゆう車しや場じようにある車を見て思わず戸と惑まどった声を上げてしまった。

「……普ふ通つう……」

　いや、軽トラックに慣れている浩太にとっては十分高そうな車だが、それでも想像していた高級外車ではなく国産の普通車を見て、なんだか拍ひよう子し抜ぬけした感じだ。

「どうした？」

「い、いえ」

　浩太の勝手な戸惑いなど知らない月之宮は、さっさと鍵かぎを開けて運転席に乗り込む。そして、ダッシュボードの中から眼鏡めがねを取り出して掛けるのが見えた。

「え……月之宮、さん、目が悪いんですか？」

　最近ようやく慣れてきた呼び方。しかし、そんなことよりも眼鏡をかけた月之宮から視線が外せない。

（な、何か、すごく頭が良さそう……）

　どちらかと言えば、少し野性味も感じるイケメンが、眼鏡をかけることでぐっと知的な雰囲気になった。そもそも、デイトレーダーという職業なので頭が良いことはわかっていたつもりだが、視覚に訴うつたえてくるインパクトはかなりのものだ。

「乗らないのか」

　しばらくの間月之宮の顔に見惚れていた浩太は、その言葉に慌てて助手席に乗る。

「す、すみません」

「何度も謝るな。行くぞ」

　言葉と共に軽く髪をクシャッと撫でられ、そのまま車は発進した。

（う……くそっ、カッコいいっ）

　もう何度思ったかもわからない感情に揺ゆさぶられ、浩太はシートベルトを握にぎりしめる。父親や兄たちの運転する車にも何度も乗っているのに、こんなにドキドキしたことはない。

「で？　どこに行くんだ？」

　前方を見ながら問いかけられ、浩太はハッと気持ちを切り替かえた。

「え、えっと、ここからなら……」

　いつも行くスーパーの名前を口にしたが、どうやら月之宮は知らない店らしい。

「そこが良いのか？」

　既に携帯電話で安売り情報も仕入れてはいるものの、運転してくれる月之宮に場所を指示するというのも気が引ける。

「えっと、月之宮、さんが知ってるスーパーでいいです」

「本当に？」

「はい」

　わざわざ、荷物持ちではないが、運転手を買って出てくれたのだ。月之宮が行きやすい店でも構わない。おそらく、彼が知っている店なら多少割高になるだろうが、今まで奢おごってもらったデリバリーの金額を考えたら安いものだ。

「そうだな……」

　月之宮は少し考えていたようだが、行く先を決めたのか進行方向を変えた。

　平日の昼だからか、思ったよりもスムーズに進んだ車は、マンションから二十分ほどの場所で停とまったのだが。

（……いや、だからこれはちょっと……）

　着いた店は聞いたことがあるような、ないような……しかし、店内を見ると明らかに高級だとわかるスーパーで、浩太は自分が酷ひどく浮ういた存在のように思えた。

　買い物をしている女性たちも、手を繫つないでいる老夫ふう婦ふも、どう見てもお金持ちだ。

　商品も外国産のものが豊富で、聞いたことがない名前の食材もたくさんある。一いつ般ぱん的な野菜も、何割もお高めだ。

「何を買うんだ？」

　そして、カートを押している月之宮。ただのカートなのに、様になっているのが羨うらやましくも眩まぶしい。

「ジャ、ジャガイモと、ニンジンと……」

「こっちか」

（高ぁ～。でも、この人が食べるものならこのくらいのものじゃないと駄だ目めなのか？　で、でも、肉がグラム幾いくらだよ……）

　気にしないようにしても、いちいち値段が頭の中を巡めぐってしまう。浩太はとにかく今日だけと割り切り、当初予定していたものではなく必要最小限のものだけ買うことに決めた。

「月之宮さん、リクエストありますか？」

　まずは、月之宮に食べたいものを尋たずねた。今までの食事を見ると極きよく端たんな好き嫌きらいはなさそうだが、それでも箸はしの運びの速度が違ちがうものはいくつかあった。せっかく作るのなら好きなものが良いだろう。もちろん、それを自分が作れるかどうかは別としてだが。

「……肉」

「肉ですか。牛、豚ぶた、鶏とり、それと……ラムとか？　好きなものは何ですか？」

「別に、食えれば構わない。好きとか、特に気にしていなかったしな」

　好みがないというのは意外に難しい。じっと精肉売り場を見ていた浩太は、ふと昨夜調べたことを思い出した。

（そうだ、ビタミンＢだ！）

　昨夜、買い物リストを作る時、ふと月之宮の目のことを考えた。あれだけ目を酷こく使しする仕事をしている男に、少しでも目に良いものを食べてもらいたいと思ったのだ。

　その時に、確か豚肉にビタミンＢが多いと書いてあった。

　とりあえず豚肉を買い、ホウレン草と茄な子すも追加する。納なつ豆とうは……と考えて、勝手なイメージでとりあえず止やめておいた。

　果物はブルーベリーだろうか。

「好きなのか」

　ブルーベリーを手にした浩太を見下ろす月之宮は、まったくその意図に気づいた様子はない。ここ十日あまりの同居で、見た目のイメージとは違い、男が意外に大おお雑ざつ把ぱだということがわかってきた。少なくとも一年同居するなら、月之宮の身体からだのことを少しは気に掛けようと思う。

「結構、好きなんです」

　見上げて言うと、なぜかまた大きな手で頭を撫なでられた。








第三章









　一条真澄。月之宮の父方の従兄弟いとこである少年は、幼いころから少女のように可愛かわいらしかった。親しん戚せきの女連中はこぞってちやほやし、本人も愛あい想そよく笑っている姿をよく見ていた。

　数年ぶりに見た一条は小学六年生。さすがに少女じみた容姿ではなくなっていたが、それでも華はなやかな容よう貌ぼうは変わらず、常に注目の的だった。

　その一条の側そばにいる一ひと際きわ小こ柄がらな少年。栗くり色いろのフワフワした髪かみはもちろん、子供特有の丸みを帯びた頰ほおは柔やわらかそうだったし、着慣れないスーツを着た細い身体は、緊きん張ちように強こわ張ばっているのが丸わかりだ。

　一条の友人にしては垢あか抜ぬけないと思いながら何とはなしに見ていると、一条が祖父への挨あい拶さつで側を離はなれてしまった。

　一人取り残された少年は、心細そうな表情をしたままその場に佇たたずんでいる。

　少年に構ったのは、たぶん気まぐれだった。

　既すでに身内のパーティーに出るのが面めん倒どうになっていたので、浮いている少年をどうにかしてやりたいと思った。

　側に行くと、少年の小腹がタイミングよく鳴る。ここまで見事な腹の虫を聞いたのは初めてで、笑いを堪こらえながら料理が並べられているテーブルに連れて行った。後は勝手に食べるだろうと、自分も小腹を満たすために食事を始めたのだが。

（……目玉、落ちそうだな）

　茫ぼう然ぜんと自分を見上げてくる少年の目は大きく見開かれていた。純じゆん粋すいに、驚おどろいたと訴える眼まな差ざし。

　そんな視線は初めてかもしれない。

　月之宮は幼いころから妙みように冷めた性格をしていた。多た忙ぼうな父親と、趣しゆ味みに忙いそがしい母親。愛情がなかったとは言わないが、温かい家庭とは少し違っていたせいもある。

　自分の家庭がかなり裕ゆう福ふくなのもわかっていて、中学生になるころまではそのことをひけらかしていたが、やがて友達からは家も込みな目で見られることが多くなった。

　異性はそれに加え、月之宮の容姿を絶賛し、側にいることでの優ゆう越えつ感かんを得ようとしてきた。登下校で待ち伏ぶせされたり、わざと人目に付くところで告白されたり。いきなりキスされそうになった時はさすがに驚いた。

　一時はそんな子たちと付き合いもしたが、独どく占せん欲よくの強さに辟へき易えきし、特定の恋こい人びとを作ることはしなかった。

　高校三年生にもなると、既に将来を見み据すえた女たちがこれまで以上にまとわりついてきた。他人だけでなく、親戚である従姉妹いとこたちも、だ。それほど月之宮の家は魅み力りよく的らしいと呆あきれたが、己おのれの容姿の特別さはあまり気にしないようになってきた。

　周りにいるのは、何らかの欲求を持った者ばかり。そんな中で、この少年の眼差しはどこか心ここ地ち好よかった。




　少年に二度目に会った時、無む償しようの好意を向けられた気き恥はずかしさにからかうと、なぜか怒おこって立ち去られた。去っていく小さな背中を目で追っていると、その場に残った一条が呆れた視線を向けてくるのに気づく。

『しーちゃんって、ガキなんだね。好きな子苛いじめるタイプ』

　何言ってるんだクソガキと睨にらんだが、一条は溜ため息をついて少年の後を追っていった。

　納なつ得とくいかない気持ちは胸の奥深くでくすぶったまま海外の大学に行き、久しぶりに帰国して出たパーティーであの二人と再会した時、柄がらにもなくまた同じことを繰くり返していた。

『相変わらずちっさいな』

　もちろん、少年はそれなりに成長していた。こちらを見上げる視線の高さも変化していたし、着ている服もそれなりに着こなしていた。ただ、記き憶おくにある栗色のフワフワした髪がそのままだったので、妙に嬉うれしくなったのだ。

　三年前は逃にげてしまった少年は、今回はその場に留とどまったばかりか反はん撃げきまでしてきた。痛みはさほどなかったが、蹴けった本人の方が青い顔をしていたので、

『慰い謝しや料りよう請せい求きゆうするか』

　と、冗じよう談だんめかして言っておいた。




　大学を卒業して日本に帰国したが、そのまま就職せずに個人でデイトレーダーとして動くことにした。

　人に使われたくないという子供じみた気持ちがなくもなかったが、一人で勝負する方が気楽だというのが大きな理由だった。自覚していた以上に、自分は人ひと嫌ぎらいらしい。しかし、ある程度稼かせぐと、仕事に対する情熱は徐じよ々じよに薄うすれていった。

　歳としに見合わぬ資産を築いたものの、空くう虚きよな日々を持て余す。

　そんなある日、顧こ客きやくの一人でもある祖父に定期報告をしていた時、懐なつかしい名前を聞いた。

『真澄が大学に合格してな』

　歳の離れた従兄弟。記憶の中にあるのはまだ子供っぽい雰ふん囲い気きが残っていた面おも影かげだが、もう大学生になるらしい。自分も歳をとったと、変な感かん慨がいがあった。

『あのマンションで暮らすことになるから、使うのなら最上階の方を使うようにしてくれ』

　あの世間知らずな一条に一人暮らしが出来るのかと疑問に思ったが、どうやら違ったらしい。

『幼おさな馴な染じみの子と暮らすらしい。うちの庭師の子だし、真澄の邪じや魔まはせんだろう』

　頭を過よぎったのは、羞しゆう恥ちで真っ赤になった少年の顔。最後に会った時はからかって、おそらく嫌われたと思う。

　今はどんな姿になっているだろうか。高校の三年間は成長期でもあり、男っぽさが増しているかもしれない。一条家と関かかわることでの利も考えるようになって、純粋な友情など消えているのではないか。

　自分と一条の立場がシンクロし、苦い感情が胸の中を渦うず巻まく。

　そして───。

　一条が暮らすはずのマンションで再会した少年。目を丸くして自分を見上げてくるその顔には昔の面影が十分残っていて、なんだか嬉しくなってしまった。

　自分から人と関わることなど今までなかった。月之宮が動かなくても勝手に周りが騒さわいで近づいてきていたし、いつでも月之宮の方が選べる立場だった。

　自分たちの考えている悪事がバレて、酷ひどく動どう揺ようしている少年。

　安西浩太。その名前も、つい最近知ったばかりで、実際会ったのも片手で数えられるほどだ。それなのに、どうしてこうも気になるのか、月之宮にもまだはっきりとはわからなかった。




　　　　＊　＊　＊




　浩太は閉じられたドアを叩たたく。

「月之宮さんっ、ご飯ですよ！」

　朝の九時。朝食には少し遅おそいが、かろうじて許容範はん囲いの時間だ。

　しばらく待って反応がないのでもう一度叩こうかと手を上げた時、静かに中からドアが開いた。

「おはようございます」

「……ああ」

　いかにも寝ね起おきといった様子なのに、そこはかとなく色っぽい雰囲気なのはなぜか。

　自分ではとても醸かもし出すことができないものに内心敗北を感じながらも、浩太は早く顔を洗ってくださいと促うながした。

「用意してますから」

　のそのそと洗面所に向かう月之宮に背を向け、キッチンに向かった浩太は朝食の仕上げを進める。

　朝食はパンにスクランブルエッグ、そして味み噌そ汁しるだ。白米ではないのに味噌汁なのは、自分が飲みたいからというのが強い。

　本当はもっと手の込んだものを作りたいが、今の浩太のスキルではこれが精せい一いつ杯ぱいだった。

「よし」

　こうして月之宮と朝から食しよく卓たくを囲むことになるなんて、同居一日目の自分に教えても絶対に噓うそだと言うだろう。

　変化したのは、月之宮と最初に買い物に行った日からだ。

　スーパーで食材という食材を買った経験がなかったらしい月之宮は、あの日興味があるもの、好きなものを、金額など考えずに買っていた。浩太の想像以上の量に夕飯だけで消化するのは難しく、結果的に翌日の朝食と昼食も作ることにした。

　朝食はパンとハムエッグ、昼はチャーハンと簡単なものだったが、どうやら月之宮は食事はサプリメントよりも腹持ちがいいことに気づいたのか、翌日からも簡単なものでいいから作ってくれと言われた。

　あれから二回、一いつ緒しよに買い物に行っている。そのたびに行くのが高級スーパーだというのはいまだ慣れないが、三食作り、月之宮とこうして向かい合って食事することには慣れてきた。

　顔を洗ってきた月之宮が席に座る。

「いただきます」

「いただきます」

　挨あい拶さつをしてから、月之宮はあまり話すことなく食事を続ける。初めは静かな食卓に慣れなかった浩太も、旺おう盛せいな月之宮の食欲を見ているのが今の密ひそかな楽しみになっていた。

　ただ、今日は伝えなければならないことがある。

「昼食はホットドッグを作ってるんで、トースターで少し温めてから食べてください」

「……いないのか？」

「今日、バイトを探しに行こうと思ってるんで」

　来月から大学の講義が始まる。バイトはするつもりだったが、授業料を考えても絶対に留年はしたくないので、単位の計算をきちんとしてからバイトは決めるつもりだ。

　ただ、どんなものがあるのかは調べておきたいと思ったので携けい帯たい電でん話わなどで調べたが、そこに載のっていないようなものもあるかもしれないと街に出ることにしたのだ。

　月之宮に言うことでもないが、同居をしているので予定は伝えた方が良いと思って言ったのだが、目の前の男は見る間に眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「……バイトするのか？」

「そのつもりです」

　学費はさすがに甘えなければならないが、その他ほかに必要な金は自分で何とかしたい。家賃や光熱費がないだけでとても助かっているのだ、改めて一条には礼をしないとと思う。

「……月、二十」

「え？」

　不意に月之宮が言った数字に首を傾かしげると、箸はしを置いた男は浩太を見み据すえて言った。

「三食食事の用意と、掃そう除じ洗せん濯たく。……ん？　二十じゃ少ないか」

「え？　あ、あの、月之宮さん？」

「三十にするか」

　何やら納なつ得とくしたような感じだが、二十とか三十とか、浩太には何のことかわからない。

「月之宮さん、何のことですか？」

「ハウスキーパーを頼たのめばそれぐらいだろ。お前のバイト代としたらそこまで不足はないと思うが、三十万じゃ足りないか？」

「お、俺のバイト代？　ちょ、待ってくださいっ」

　そもそも、この食事作りに対価なんて考えたことはなかった。まともに食事をとらずにサプリメントを主食としていると聞いて、自分が勝手に何か食べさせなければと考えただけだ。

　結果的に今は朝食と昼食も作っているが、まだ大学は始まっておらず、バイトもしていない自分には時間があるので、その時じ間かん潰つぶしという面が大きいくらいだ。

　だいたい、一緒に買い物に行ってから、食材費はすべて月之宮が出している。浩太は彼が買ったものを料理し、自分も食べさせてもらっている状態なのだ。その上でバイト代など、それも三十万なんて、そんな大金を貰もらえるはずがない。

「いりませんよっ、そんな大金！」

「どうして？　バイト探してるんだろう？」

「探してはいるけど、それとこれとは別でしょっ？」

「同じだろ」

「う……」

（ど、どう言えばいいんだよ～）

　自分の生活に必要なものを出してもらっている状じよう況きようで、その上プラスしてお金を貰うのはどう考えたっておかしいと思う。

　浩太はそれを月之宮に伝えたいが、月之宮の方も譲ゆずる気はないらしい。

「そ、そうでなくても、全部お世話になっているのに……」

　ここまで甘えている状態に、暢のん気きに浸ひたってしまうのは怖こわい。一条と幼おさな馴な染じみだというのは確かだが、月之宮との関係はまったく違ちがうのだ。

　一条の同どう棲せいを黙だまっていることと引き換かえに、家事は引き受けているがここに住まわせてもらっている。対価にしては浩太の方の利が大きいが、それでもかろうじて受け入れることは出来た。だから、これ以上甘えるのはやっぱり違う。

　どう説明したらわかってもらえるのか迷っていると、髪かみに触ふれるものに気づいて視線を上げる。月之宮に頭を撫なでられていることに戸と惑まどうと、男は意地悪く口元を緩ゆるめた。

「正当な対価だ」

「……」

「金は金だろ。外で働くか、家の中で働くか。そんな些さ細さいな違いだけだ」

　何だかあっさりと話をまとめられ、浩太はなおも反論することは出来なかった。

　金は金。確かに、それはそうだ。

　それでもと反論しようとするが、月之宮をじっと見ていると膨ふくらんでいた自尊心や反はん抗こう心しんは少しずつ小さくなっていった。

　月之宮の言い方は上から目線で、素す直なおに聞き入れるのには抵てい抗こうがある。それでも、浩太のことを考えて言ってくれているというのは悔くやしいが伝わってくるのだ。

（俺が、ちゃんと甘えてるって自覚していたら……違うのか……？）

　与あたえられるものに胡坐あぐらをかくのではなく、それを踏ふまえて出来るだけのことをする。大学生になったばかりの浩太に出来ることは少ないが、今の目標としている月之宮に食事をとらせるということくらいは頑がん張ばれるかもしれない。

　何だか、言いくるめられてしまった気分だ。

　それでも、これだけは主張した。

「二十万とか三十万は高過ぎ！　俺はプロじゃないんだから！」

「そうか？」

「相場のバイト代で計算させてくださいっ」

　二十四時間働いているわけではない。時給に換かん算さんして通常のバイト代に落ち着くのに、もう少し時間が必要そうだ。










　当初、同居するはずだった一条ではなく、彼の従兄弟いとこである月之宮と暮らし始めてひと月経たった。

　お互たがいの常識が違い過ぎてぶつかることもあるが、おおむね予想していたよりも順調な同居生活だ。

　当初はまったく部屋から出ることがなかった月之宮も、今では暇ひまを見つけては日中ジムに行ったりして、身体からだを動かすようになった。これは、三食ちゃんと食べるようになったからだと思う。

　夜も、食事の後少しはリビングにいるようになった。会話が弾はずむとは言い難がたいが、誰だれかと一緒にいるのだと感じるのは、大家族の浩太には安心出来た。

　今でも月之宮の仕事がどれだけ大変なのか、デイトレードに詳くわしくない浩太にはモニターの画面を見てもチンプンカンプンだ。

　それを見ることになったのは、月之宮とバイト代の折せつ衝しようが済んでから。浩太はずっと気になっていたことを訴うつたえた。

「部屋、掃除させてください！」

　大人がそれほど汚よごすとは考えられないが、ハウスキーパーとして一度は確かく認にんしておきたい。

　朝食の後そう訴えた浩太に、月之宮は意外にもあっさり入室の許可をくれた。

「……すげぇ」

　二十畳じようはないだろうが、かなり広い部屋に机が一つとパソコン一台。そして大きなモニターが二つと、想像していたよりはこぢんまりとしている。

　後はダブルベッドが置いてあるだけのシンプルな部屋だ。

「どうした？」

「！」

　背後から聞こえてきた声に肩かたを揺ゆらし、慌あわてて振ふり向けばすぐ側そばに月之宮が立っていた。

「よ、予想したより、綺き麗れいだなって……」

「簡単な掃除くらいするからな」

「……ですよね」

　それでも、テレビとかソファとか、あってもおかしくない家電や家具がない。本当に仕事をし、寝ねるだけの部屋に見えた。

「で？」

「え？」

「掃そう除じするのか？」

　浩太の手には掃除機があったが、どうやら今これを使う必要はないようだ。

「……これから、掃除のために部屋に入ってもいいですか？」

「俺が許可したらな」

「お茶とか、持ってきても？」

「それは頼む。自分で淹いれるのも面めん倒どうだったし」

　言葉だけ聞いていればかなりのものぐさだ。

「邪じや魔まにならないようにしますから」

　特に、パソコンには気をつけなければと改めて気を引き締しめていると、リビングの電話が鳴ったのが聞こえた。このマンションに掛かかってくるのなら、月之宮か一条宛あての電話だ。

　ただ、基本は留守電の設定にしていた。突とつ然ぜん一条の家から電話があった時、一条本人と連れん絡らくを取ってから掛けなおすことにしているからだ。

　すぐに電話は留守電に切り替かわったが、そこから聞こえてきたのは若い女性の声だった。

【静さん？　真ま由ゆ子こです。携けい帯たいが繫つながらないからこちらにかけました。折り返し、連絡をください】

　きびきびとした話し方に一いつ瞬しゆん仕事相手かとも思ったが、それならば《静》なんて名前で呼ぶだろうか。モテる容姿だとは思いながら、今まで女性の影かげなど欠片かけらも見えなかったせいで、妙みように意識してしまった。

　電話は、すぐに切れた。留守電なのでしかたがない。浩太はチラリと月之宮を見上げる。

「掛けなおさなくていいんですか？」

「気にしなくていい」

　あまりにあっさりとした言い様に戸惑っていると、唐とう突とつにインターホンが鳴った。

「……真澄、じゃないか」

　一週間に一度はマンションに来ることになっている一条だが、別に一度じゃなくても構わなかった。そもそもここは一条も住んでいることになっているのだ。しかし、一条は明日香と少しも離はなれたくないようで、きっちり一度しか来ない。それも、最低限の用を済ませたら、さっさと帰ってしまう浮うかれぶりだ。

　青春を謳おう歌かしている一条を、しかたがないなと諦あきらめ半分、もう少し用心しておけと心配にもなる。

　そんな一条が来たのは二日前。来るという連絡もないので、おそらく宅配便だろう。一条家からまた何か送ってきたのかと、浩太は急いでインターホンに出た。

「はい」

「……ん？　真澄じゃないな」

　聞こえてきたのは落ち着いた声で、モニターにも年配の男の姿が映っている。誰だと思うのと同時に、どこかで見たことがあるような……そんなふうに思っていると、後からやってきた月之宮が後ろからモニターを覗のぞき込み、珍めずらしく驚おどろいたような声で呟つぶやいた。

「爺じいさん……」

「爺さん？」

　月之宮がそう言うのなら、モニターに映っているのは彼の祖父ということになる。そういえばと、以前何度か一条家のパーティーに連れて行ってもらった時に一条が挨あい拶さつをしていた人の顔がモニターに映る顔と重なり、続いてここがその祖父の持ち物だったということを思い出した。

「遊びに来たんですかね？」

　それならすぐに入ってもらわないとと思うが、返事をしようとした浩太を月之宮は止める。

「わかってるのか？　ここに真澄はいないんだぞ」

「……あ」

　指し摘てきされた事実に、ハッと緊きん張ちよう感かんが増した。

「ど、どうしますか？」

　荷物や電話があることはシミュレーションしていたが、まさか持ち主である一条の祖父がここまで来るとは考えてもいなかった。

　浩太はせわしなく月之宮とモニターを交こう互ごに見つめ、無意識にその袖そでを摑つかんでしまう。

「……入れるしかないな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「さあな」

「え～っ！」

　叫さけびそうになる口を咄とつ嗟さに押さえ、浩太は唐突な試練にドッと冷や汗あせが流れた。










　ソファにゆったりと座る老人。一条と月之宮の祖父である彼とは初対面ではないが、ちゃんと挨拶をしたのは数回だ。それもパーティーの時なので、きっと記き憶おくに残っていないだろう。

　浩太の記憶では威い厳げんのある怖こわいお爺ちゃんだったが、改めて見るとお洒落しやれで穏おだやかそうな雰ふん囲い気きだ。その歳としにしては大おお柄がらで、姿勢だって良い。

「安西の息むす子こだったな。真澄とは仲良くしているかな？」

「は、はい」

「そうか。いないのは残念だが、まさかここに静がいるとはなぁ」

　とりあえず、一条は友人のところに行っていると伝えた。その友人の名前を教えろと言われたらどうしようかと内心ビクビクしていたが、どうやらそこまでは気にならなかったらしい。それよりも、目の前の月之宮の方に興味があるようだ。

「今は上にいるのか？」

「……まあ」

「真澄とも仲良くしてくれているんだな。お前が気にかけてくれているというだけで頼たのもしいぞ」

　一条の祖父の向かいには、月之宮が長い足を組んで座っている。その表情は明らかに不ふ機き嫌げんなのだが、一条の祖父はあまり気にしていないようだ。

「爺さんは朝が早いな」

「そうか？　これでもゆっくり来たつもりだが」

「突然どうしたんだ？　来る時は連絡するのがマナーだろう」

　ごく当たり前のことを月之宮が言っても、ははと楽し気に笑っている老人。

「抜ぬき打ちで来るのが面おも白しろいんじゃないか。もしかしたら気に入った子を連れ込んでいるかもしれんだろうが」

「……悪あく趣しゆ味みだろ、爺さん」

（真澄……セーフ）

　もしもこのマンションで明日香と同どう棲せいでもしていたら、自分の祖父と鉢はち合あわせをしていた可能性もあるのだ。彼女の部屋に転がり込んだ一条の判断は正しかったと、妙なところに感心しながら、浩太はどうぞとコーヒーを出した。

　月之宮の前にもカップを置き、次は何をすればいいだろうかとめまぐるしく考える。出来ればこの緊張した場所から離れたいが、浩太だけ逃にげてしまうのは月之宮が許さないだろう。

　そうでなくても、月之宮には一条の同棲を黙だまってもらっているのだ、機嫌を損そこねてバラされてしまったら……そう考えるとこの場から離れることも出来ない。

　内心焦あせりまくっている浩太とは反対に、一条の祖父は楽し気に辺りを見回した。

「綺麗に使ってるな」

「お、お借りしてる部屋ですから」

「真澄も手伝っているのか？」

「真澄、君は、そういうのは苦手で……」

「確かにそうだな」

　やればできるのだろうが、人にしてもらうことに慣れているせいか、一条は自分から動くことは少ない。その上、周りが甘やかすので、まさに王子さまと言っていいだろう。そういう浩太も、つい甘やかしてしまうのだが。

　浩太はちらりと月之宮を見る。腕うでを組んでいるその様子は先ほどからあまり変わっていないように見えるが、眉み間けんの皺しわは明らかに増えていた。

（まず……っ）

　月之宮を落ち着かせるため、浩太はすぐにキッチンに戻もどり、冷蔵庫の中から箱を取り出した。中に入っているのは昨日買った生チョコだ。月之宮がジムに行っている時、近くのスーパーに切れてしまった調味料を買いに行った時に買ったものだ。

　外見とは裏腹に、月之宮は甘いものが好きだった。いや、好きというより、疲つかれた脳が無意識に糖分を欲ほつしている……そんな感じなのかもしれない。

　そのことに気づいた浩太は、仕事中でも摘つまめるような菓か子しを買うようにしたのだ。

　この生チョコは初めて買うが、食べた感じではほろ苦いビターなチョコレートで、月之宮もきっと気に入ってくれると思った。

　月之宮は出された生チョコを見、無言のまま手を伸のばして口にすると、気のせいかもしれないが眉間の皺が少し薄うすくなったような気がした。

（……良かった）

　どうやら気に入ったらしい。再び伸びる手を見ながら今後ストックしておこうと思い、浩太は一条の祖父にも勧すすめようと視線を向ける。

　すると、なぜか驚いたような顔でこちらを見ていた。

「ずいぶん静と仲が良いな。よく会っているのか？」

「え？　あ、はい」

「そうか。友人の少ない静がここまで気を許しているなんて珍しいのぉ」

「……爺さん、うるさいぞ」

　笑いながら言われ、残念ながら月之宮の眉間の皺はまた復活してしまった。

　そのことを残念に思いながらも浩太は反省する。何気なくしたことで自分たちの関係を疑われる危険性があることを、十分理解しておかなければならない。

　あくまで自分は一条の友人で、月之宮とは一条を介かいした、距きよ離りのある関係でいなければならないのだ。

（真澄のこと、絶対にバレちゃいけないし）

「せっかく来たんだし、昼を一いつ緒しよに食べにいかんか」

「断る。だいたい、車待たせてるんだろ。今度は前もって連れん絡らくして来いよ」

「まったく……冷たいな、静は」

　そんな言い方をしても大丈夫なのか心配になるが、目の前の二人にとってはいつもと変わらないやり取りなのか険悪な雰囲気はない。

　それからしばらく押し問答は続いたが、初めから長居をするつもりはなかったのか、一条の祖父はひとしきり月之宮と言い合いをしてから立ち上がった。

「しかたない、年寄りは嫌きらわれる前に退散するか」

「またな」

「お前は冷たいな」

　笑いながらそう言うと、ハラハラして見ている浩太に視線を向けてくる。

「真澄を頼む」

「は、はい」

　玄げん関かんに向かう背中を慌あわてて追いかけ、靴くつを履はく手伝いをしようと手を伸ばした。しかし、大丈夫と言われてしまい、手持ち無ぶ沙さ汰たにその場に立った。

「せっかく来てくださったのに……すみません」

「いや、今度はちゃんと確かく認にんして来よう」

「は、はい」

（また来るんだ……）

　口元が引き攣つりそうになるものの、勘かん弁べんしてくださいとはもちろん言えない。

　すると、後からゆっくりやってきた月之宮が呆あきれたように溜ため息をついた。

「勝手に動きまわるなよ、もういい歳なんだから」

「つ、月之宮さんっ」

　さすがにそれは言い過ぎなのではと思うが、目の前の皺を湛たたえた顔は楽し気に笑っている。

　忖そん度たくなく接する月之宮を可愛かわいがっている者からすれば、その言葉も自分を気き遣づかってくれているからこそだとわかるのだが、浩太がそれを知るわけがない。

　玄関のドアを開けようとした一条の祖父は、なぜかふと振ふり返ってじっと浩太を見た。

（な、何？）

　気づかないうちにボロを出したのかと焦るが、視線はその後ろに移動する。

「静がここまで気に入っているのは珍めずらしいな」

「……」

「ほどほどにしておけよ。お前は滅めつ多たに執しゆう着ちやくせんが、一度気に入ると固執するからな」

　何のことを言っているのかわからず、浩太は背後の月之宮を仰あおぎ見る。そこに、今まで見たことがないような深い皺を眉間に確認し、思わず一歩身体からだを引いてしまった。

　そんな浩太を黙って見下ろしていた月之宮が何か言おうと口を開きかけた時、

「それと、真由子さんにはきちんと連絡を取るように。居留守は止やめなさい」

　少し口調を改めて言った一条の祖父は、あっさりドアを開けて出て行ってしまった。

「……クソ爺じじい」

　もう聞こえるはずもない言葉を低く呟つぶやいた月之宮がリビングに戻る。慌てて後を追った浩太は、携けい帯たい電でん話わを手にする男の姿を見た。もしかしたら、先ほど名前が出た女性に電話をするのかもしれない。

「……おい、爺さんの子こ守もりはマメにしておけ。全部こっちに被かぶせるつもりならバラすぞ」

（……真澄？）

　この口調で話すのならば、おそらく電話の相手は一条だろう。言いたいことを言ったのかすぐに通話を切ると、月之宮は浩太に言った。

「昼まで寝ねる」

　精神的に疲れたのか、それともふて寝か、月之宮はリビングを出て行く。その後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見送った浩太は、テーブルの上に置いてあった空のカップを見、ようやく危機が去ったことを実感して深い安あん堵どの息をつくと同時に、一条の祖父が名前を出した女性のことが気になってしまった。










　昼過ぎまで寝ると言っていたが、起こしてもいいのだろうか。

　浩太も精神的に疲れてしまい、しばらくはぼうっとソファに座っていた。

　しかし、時間は確実に過ぎて、もうそろそろ昼の準備をする時間だ。

　浩太は立ち上がってキッチンに立つ。今日はサンドイッチにしようと材料は用意してあった。具材を挟はさむだけのそれは浩太のお得意レシピの一つでもある。

　黙もく々もくとスクランブルエッグを作り、キュウリを切る。トマトは苦手な月之宮ではなく自分の分だ。

（かなり疲れた感じだったけど……）

　浩太にとっての一条の祖父は、生きている次元のまったく違ちがう、それこそ雲の上の存在だ。

　父親の雇やとい主でもあるし、絶対逆らえない、逆らうことなんて考えたくもない相手だった。

　しかし、今日、月之宮をからかっていた人は、その印象をずいぶん変えた。あんなふうに笑えるんだなと感心すると同時に、昔、幼い一条に対して向けていた笑え顔がおに近いものを思い出して、あの二人がとても可愛がられているんだということがよくわかった。

　ただ、緊きん張ちようの中でも新しい発見ができた浩太とは違い、月之宮は本気で疲れている様子だ。あのまま仕事をさせるのは可か哀わい想そうだなと思い……浩太はふと思いついた。

　作りかけのサンドイッチを素す早ばやく完成させると、手を洗ってリビングを出た。向かった先は自室で、クローゼットを開けて中から目当てのものを出した。

「ん～……あんまりお洒落しやれじゃないけど、いっか」

　取り出したのは小さめのブルーシートだ。引っ越こしてきた時、床ゆかに傷をつけないようにしなければと思い、それを敷しいてから段ボール箱を置いていた。今は使っていないのでしまってあったのだが、それを引っ張り出して軽く確認する。もともと新品だったので、見た限り汚よごれはなかった。

　それを持ってリビングに戻り、一番日当たりのいいベランダに面したフローリングの床に、二畳じよう分くらいのそれを広げた。お洒落なリビングに敷くには違い和わ感かんがあるが、それでも一応想像した雰ふん囲い気きはある。

　続いてまたキッチンに入り、コーヒーを淹いれ始めた。ドリップするので、少々時間が掛かかってしまう。

　その間に、トレイにキッチンペーパーを敷き、サンドイッチを並べた。

　そう、部屋の中だが即そく席せきでピクニックの真ま似ね事ごとをしようと思ったのだ。なかなか外に出ない月之宮の気分転てん換かんになれば。思い付きだし、時間もなかったので自分が作ったサンドイッチしかないが、そこは淹れたてのコーヒーで許してもらおう。

　しばらくしてコーヒーの良い香かおりが部屋の中に漂ただよってくる。時計を見るとちょうど良い時間になったので、浩太は月之宮を起こすために彼の部屋に向かった。

「月之宮さん」

　一度目は、いつものように返事はない。

「お昼です、出てきてください」

　もう一度ノックをしながら言うと、やがてのっそりと月之宮が出てきた。髪かみや服は乱れていないので、仕事をしていたか、椅い子すに座ったまま寝ていたのだろう。

　先ほど見た不ふ機き嫌げんな表情は多少消えていたが、それでも完全に払ふつ拭しよくする時間はなかったのかもしれない。黙だまったまま先にリビングに向かう月之宮の後を浩太は慌てて追った。

「……何だ」

　リビングに入ってすぐ、立ち止まった月之宮が怪け訝げんそうに呟く。視界にブルーシートが入ったからだろう。

「あそこに座ってください」

「……床にか」

「シートの上です。ちょっと待っててください」

　そう言って、直すぐにテーブルの上に置いていたサンドイッチを持ってきて、案外素す直なおに座ってくれた月之宮の横に置き、次はカップにコーヒーを入れて持ってきた。

「どうぞ」

「……何だ、これは」

　ごく当たり前の質問に、浩太は自分も反対側のブルーシートの上に座りながら答える。

「お家うちピクニックです」

「ピクニック？」

「サンドイッチも、こうして食べたら少しは気分が変わりませんか？」

　どうしてこれを思いついたのか理由は言わずに笑いかけた。だが、内心はドキドキだ。

　ただ、子供っぽいことをするなと言われるかもしれないが、バカかとは言われないと確信していた。言こと葉ば遣づかいは悪いが、月之宮は優やさしい人だ。面と向かって浩太を傷つける言葉は絶対に口にしない。それを信じることができるくらいには、この同居生活は上手うまくいっているからだ。

　月之宮はサンドイッチと浩太、そしてブルーシートにベランダへと、彼にしては珍しくめまぐるしく視線を移している。

　そして。

「この部屋に、ブルーシートは似合わないな」

「す、すみません。でも、これしか……」

「次はラグマットぐらい用意しておけ」

　そう言ってサンドイッチをパクつく月之宮を見て、浩太は今彼が言った言葉を嚙かみ締しめて頰ほおが緩ゆるんだ。もう二度とするなではなく、次もと言ってくれたことが嬉うれしい。

「おにぎりでもいいですね」

「……唐から揚あげもな」

「絶対入れておきます」

　そうと決まったら、ピクニック用のランチボックスを買ってもいいかもしれない。

（今は部屋の中だけど、もっと暖かくなったら公園にも行けるかな）

　その時も月之宮が付き合ってくれるかはわからないが、希望はゼロではないと思う。

　食事を終えた月之宮が、後ろに両手をついた。

「……痛いな」

「クッション、あった方が良かったですね」

　気分を出すために止めていたが、床に直じかに座るとやはり尻しりが痛い。立ち上がった浩太は、ソファに置いてあるクッションを取ってきて月之宮に手て渡わたした。ブルーシートとは合わないが、とりあえずの応急手立てだ。

「まあ、悪くない」

　言葉と共に髪が撫なでられた。

　宥なだめられているような気はするものの、どうやら月之宮の機嫌が直ったのは伝わってきた。　>>>♥
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「本当にごめんっ！」

　手を合わせ、深々と頭を下げる目の前の一条。

「まさか、爺じいちゃんがマンションに行くなんて思わなかったんだよ。これからはマメに顔を見せに行って、マンションには絶対行かさないようにするから！」

　一条の祖父の来訪から二日後、浩太は一条とイタリアンレストランで会っていた。本当は謝罪のためにマンションに来ると言っていたが、月之宮が出かけることになり、それならば外で食事でもしながら会おうかということになったのだ。

　何の用で出かけるのかと聞きたくなった自分に自己嫌けん悪おに陥おちいってしまったので、少しでも気分転換したかった。

「今日は俺の奢おごり！」

　このまま何も言わなければ、一条の謝罪はエスカレートしていきそうだ。そうでなくてもイケメンが頭を下げる様子を、他ほかの客や店員が興味深げに見ていた。

（俺の方が悪者になりそう……）

　浩太はふうっと息を吐はく。

「もういいよ」

　別に、一条の祖父が訪ねてきたことを怒おこっているわけではない。そもそもその可能性に気がついていなかった自分たちが抜ぬけていただけだ。

「来てくれても良いんだよ、そこにお前がいればさ」

「ん～。一度はマンションで会った方が良いかなぁ」

　ピザを食べながら呟つぶやく一条。浩太も、一度はそうした方が良いと思う。一条を可愛かわいがっているというのなら、その可愛い孫が自分が用意したマンションで快適に暮らしているところを見れば嬉しいだろう。

「月之宮さんが前もって知らせてくれって言ってくれたから、その時に時間を合わせるようにしようか」

「しーちゃんが？　……しーちゃん、怒ってなかった？」

「……今は怒ってない」

　大だい丈じよう夫ぶだと言おうと思ったが、あの緊きん張ちよう感かんを少しでもわかってもらうために真面目まじめな顔をして言う。一条はうわ～と呻うめき、片手で顔を覆おおった。

「怒ったら怖こわいもんな～」

　あの空気は確かにピリつくが、それでも不ふ機き嫌げんさを長引かせることはない。

（普ふ段だんから眉み間けんの皺しわがデフォみたいだし）

　一カ月以上一いつ緒しよに暮らしたので、少しは月之宮との関係が良くなっているのではないかと思いたかった。

「とにかく、また何かあったら連れん絡らくするから」

「え？　もう帰るの？」

「髪切りに行くから」

　入学式も目前なので、時間があるうちに髪を切っておきたかった。別に、モテたらと思っているわけではないが、清潔感は大事だ。

「真澄は切らないのか？」

「明日香が今の髪かみ型がた、カッコいいって言ってくれるから。昨日も俺の髪を撫でながらさぁ」

「予約時間があるから行くぞ。ご馳ち走そう様さま」

　あのまま惚のろ気け話を聞いていたら何時間経たつかわからない。本当の予約の時間より少し早いが、浩太は軽く手を上げて席を立ち……ふと足を止めた。

「真澄、真由子さんって人、知ってる？」

「まゆこ？　知らないけど、誰だれ？」

「お前のお爺さんが月之宮さんに言ってて……ちょっと、気になっただけ」

　後から考えて、あの留守電の女性と同一人物ではないかと思ってしまったのだ。そうなると、どうして折り返し電話をしなかったのだろうとか、自分が邪じや魔まだったのかもとか、グルグル考えてしまった。

「爺ちゃんが言ったんなら、もしかして見合い相手かも」

「見合い？　でも、まだ月之宮さん、若いし……」

「しかたないんだよ、浩太。変な話、俺んちみたいなとこは早々に婚こん約やく者を決められちゃうの。変な女に引っ掛かからないようにってさ。個人より家が大事だから」

　一条の口調に苦いものが混じる。それが、一条にとって本意ではないからだろう。

「しーちゃんなんて上手うまく逃にげてる方だよ。自分の力で稼かせげるのって強いよね。俺も、明日香のために頑がん張ばらないと！」

　最後は惚気になったが、一条の口調が元に戻もどって安あん堵どした。

（そっか……結婚、かぁ）

　結婚すれば、月之宮もちゃんとした食生活が送れるだろう。彼の身体からだのことを思えば歓かん迎げいすべきことなのに、胸の中がモヤモヤする。

　向かい合って、浩太が作った料理を食べてくれる。あの姿がじきに見られなくなるかもしれないなんて───。

（……寂さびしいのかな、俺……）










「……」

「……」

　さっきから、妙みような視線を感じる。そろっと振ふり向けば、ソファに座っている月之宮がこちらを見ていた。

（……何だ？　何か俺、変？）

　マンションに帰宅したのは、そろそろ夕食の支し度たくをする時間だった。

　エプロンをつけ、今日の夕飯の下ごしらえをしていると、リビングのドアが開いた音がした。

「月之宮さん？　すみません、ご飯まだです」

　いつもは浩太が迎むかえに行くまで部屋に閉じこもっていることが多い月之宮が、珍めずらしく自分からリビングにやってきた。腹が減ったのかと焦あせったが、どうやらそうではないらしい。

「一段落したから出てきただけだ。急がなくていい」

「はい」

　今日出かけた月之宮は、昼飯も外で食べたはずだ。どんな相手と、何を食べたのか聞いてはいないが、もしかしたら腹がいっぱいなのだろうか。

（少し少なめにしておいた方が良いかも）

　今夜はタラコスパゲティだ。浩太の母親から、得意先からたくさんいただいたというタラコが送られてきたので、それを使って簡単にできる料理を教わった。

　スパゲティなので茹ゆでる麵めんを少なめにしたらいいだろう。後はサラダと、簡単わかめスープを作ることにした。

　鍋なべに湯を沸わかし、その間にタラコを解ほぐす。美味おいしそうなタラコはまだ残っているので、昼食のおにぎりの具にしてもきっと美味うまい。

　俯うつむいて作業をしていた浩太は、いつの間にか背後に近づいていた影かげに気づかなかった。

「浩太」

「！」

　いきなり耳元で名前を呼ばれ、浩太はビクッと肩かたを揺ゆらす。振り向くまでもなく、すぐ後ろに月之宮がいるのはわかった。

「つ、月之宮さん？」

「髪、切ったのか？」

　どれほど近くに立っているのか、久しぶりに短く切ったうなじに息がかかっているような気がして落ち着かない。

「もうすぐ入学式だから……」

「……三年前」

「え？」

「あの時も、髪を切っていたな」

（三年前……？）

　月之宮が言うのは、前回最後に会った時のことだろうか。

　あの時は高校進学が決まった後で、一条が入学式まで髪を染めたいと言い出したのだ。付き合ってと美容室に引っ張って行かれ、浩太もどうかと言われたが慌あわてて断った。それじゃあと、染める代わりに髪を切ることにしたのだ。

　しかし、浩太が頼たのんだ以上に短くカットされてしまい、かえって子供っぽくなったと後こう悔かいした思い出が強い。その証しよう拠こに、友人たちにはしばらく《ボクちゃん》などとからかわれてしまったくらいだ。

（も、もしかして、また子供っぽくなったとか……）

　あれから三年経ち、少しは男っぽくなったと自負している。しかし、月之宮が三年前のことを思い出したのは、あの時と同じように幼く見えたからで……。

「す、すぐ伸のびますし」

　急に恥はずかしくなってうなじを隠かくしたいが、すぐ後ろにいる月之宮の身体が邪魔になって身体が動かせない。

「あ、あの」

　ちょっと離はなれてほしい。

　そう言うのは簡単なはずなのに、何だか振り返れない。

　その時だ。

「！」

　首筋に、何かが触ふれたような気がした。反射的に手を回したが、その気配は既すでに離れてしまっている。

（い、今の、今のって、何だ？）

　息がかかったにしては生々しく、指にしてはあまりにも微かすかな感かん触しよく。

　タラコを解していたスプーンを強く握にぎり、浩太はせわしない心臓の鼓こ動どうが早く静まるように願った。意識している自分があまりに滑こつ稽けいで、何でもないと何度も口の中で呟つぶやく。

「……湯」

「へ？」

「沸ふつ騰とうしているぞ」

「あ！」

　浩太が動くのと、背後の気配が遠ざかるのはほとんど同時だった。










　食事をし、しばらくは一いつ緒しよにリビングにいて、それぞれ風ふ呂ろに入って寝ねた───のだが。

　浩太は夕食前のことが気になってしかたがなく、何度も寝返りをうってなかなか眠ねむることができなかった。

　うなじにキスされたかもなんて、凄すごい妄もう想そうをしたものだ。

（あ、あれは息がかかっただけ、息、息……）

　感触があると思うのは、久しぶりに切った髪かみが短すぎたせいだ。

「うわ～っ」

　洗せん濯たくものを畳たたみながらひとしきり唸うなった浩太は、少しだけ落ち着いてリビングに戻る。しかし、ここに来るとどうしても意識してしかたがなかった。

「こんなこと考えてるなんて……絶対に月之宮さんに知られないようにしないと……」

　もっとも、そんな馬ば鹿かなことを考えても、月之宮に対する嫌けん悪お感かんはなかった、むしろ、自分の妄想の逞たくましさに呆あきれてしまうくらいだ。

「……しかたないよな、優やさしいし……」

　そもそも、口は悪いものの本質は優しい月之宮に対し、好意は抱いだいている。容姿は良いし、デイトレーダーとして活かつ躍やくしている頭の良さも尊敬する。

　昔のことがあって初めは苦手意識の方が強かったが、一緒に生活するうちにその苦手意識はどんどんなくなってきて、今ではむしろ一緒にいて楽しくも感じていた。

　部屋にいることが多い月之宮と、まだ大学が始まっていない浩太は家事全ぜん般ぱんをしているので一緒にいる時間が多い。

　もちろん、月之宮が部屋から出てくる頻ひん度どは最近こそ多くなってきたものの、同居しているという割りには少ない方だと思う。それでも、誰だれかの気配を感じる生活というものは実際に会話をしなくても寂しくなかったし、月之宮の口の悪さも心を許してくれるようになったからこそではないかと密ひそかに嬉うれしくも思っていた。

　実際、極ごくたまに聞く月之宮の電話での会話は、驚おどろくほど丁てい寧ねいだ。ただ、そこには彼の感情というものがないように聞こえる。

　最近では月之宮のテリトリー内に入れてもらえているかもと思って、若じやつ干かん浮うかれているのを自覚していた。

　そんな中での、昨日の出来事。月之宮にとっては、それこそペットの毛並みの確かく認にん程度の意識しかなかったかもしれないが、家族以外であそこまでの接近はほとんどない浩太にとって、意識せざるを得ない。

「……不味まずい」

　この変な気持ちを持ったままだと、せっかく快適に回り始めた月之宮との同居が上手うまくいかなくなるかもしれない。

　月之宮は結けつ婚こん相手も引く手あまたのモテ男なのだから、変な妄想をする方が間ま違ちがっている。

　浩太は立ち上がった。ここは気持ちを切り替かえるため、思い切り掃そう除じをすることにする。

　普ふ段だんはなかなか手が出せない窓ガラスを拭ふき、ソファも移動して掃除機をかけた。

　料理も凝こったものをしてみようと、餃子ぎようざのタネを作ってチマチマと皮で包んでいく。無心で作業出来たおかげか、いつの間にか昼を大きく過ぎていた。

「まずっ」

　慌てて昼食の準備をして、月之宮の部屋に向かった。

「……」

　ついさっきまでは忘れることができたと思ったのに、こうして部屋の前に立っただけで自分の不可解な感情を思い出してしまう。これでは月之宮の顔を見ただけで、挙動不ふ審しんな態度をとる自信があった。

　落ち着くには、もう少し時間が欲しい。

「月之宮さん」

　ノックをし、しばらく待つ。やがてドアが開いて顔を覗のぞかせる月之宮から微び妙みように視線を逸そらし、浩太は早口で言った。

「ちょっと、買い物に行ってきますから、先に食べていてください」

「車出すぞ」

　買い出しは二人でするのがいつの間にか恒こう例れいになっていたが、さすがに今だけは逃にげることを優先したい。

「す、すぐそこですからっ。行ってきます！」

　自室に駆かけ込み、上着を手に取って玄げん関かんから飛び出す。エレベーターに乗り込んでようやく一息ついたが、先ほどの自分の態度におかしなところがなかったかと心配になった。

　月之宮相手に変なことを考えてしまう自分を冷静にさせたいのが一番だが、だからと言って彼に不快な思いをさせたいわけではない。

「……失敗したかな……」

　部屋から出るまではせず、風ふ呂ろ掃除でもリビングから離れるだけで良かったのではないか。

　一階についたエレベーターから出た浩太に、コンシェルジュがにこやかに話しかけてきた。

「お出かけですか」

「は、はい、買い物に……あ」

「どうされました？」

「な、何でもないです、行ってきます」

　慌あわてて笑えみを浮かべて手を振ふったが、マンションから出た途と端たん浩太はあ～と大きな溜ため息をついた。買い物に行くと言って出てきたのに、財さい布ふを持ってくるのを忘れてしまった。鍵かぎだけはポケットに入っているが、無一文では行く場所など公園くらいしかない。

（行き当たりばったりとか……。真澄にいつもよく考えろって言ってるのに……）

　己おのれの感情に従って動く一条をいつも抑おさえる立場の浩太だが、今日ばかりは自分の行動に自分で呆れてしまった。

　後悔しても時間は巻き戻もどってくれない。

　浩太はマンションの周りを二周して、覚かく悟ごを決めて戻ることにした。

　出て行ってから十五分も経たたずに戻ってきた浩太を、さっきと変わらずにこやかに出で迎むかえてくれるコンシェルジュに笑みを返し、エレベーターに乗った。

　どこに行ったのか。

　きっと聞かれるだろうと思い、どう誤ご魔ま化かせばいいだろうかとドアの前に立って考えたが、上手い言い訳をすぐに考えられるはずがない。

　行き当たりばったりしかないかと恐おそる恐る鍵を開けて中に入り、リビングをそっと覗いたが、そこに月之宮の姿はなかった。

「え……？」

　慌ててドアを開けて中に入ると、テーブルの上に置いてあったチャーハンの皿はない。シンクの中に空になった皿はあるので、食べてはくれたのだろう。だが、最近は食後もしばらくリビングにいることが多かったので、今日に限っては食後すぐに部屋に戻ったということになる。その理由など……考えるまでもない。

　一いつ瞬しゆん、謝りに行こうかと思った。買い物に行ったが、財布を忘れてしまったと、笑い話で誤魔化そうと思った。

　しかし、やっぱり止やめた。今はその言い訳も上手く言える自信がない。

「……はぁ」

　リビングの床ゆかに座り込んだ浩太は、そのままゴロンと横になった。春先の外はまだ肌はだ寒ざむい風が吹ふいていたが、窓越ごしの日差しはポカポカとして暖かい。

「……怒おこってるかな……」

　それとも、意味不明な行動をとる子供だと呆れているだろうか。

（全部、あの変な妄想のせいだ……）

　目を閉じ、自分自身を詰なじっていたが、やがて浩太は眠りに誘さそわれてしまった。

　───

　身体からだが温かい。

　ふわりふわりとした意識の中、動かそうとした身体が動かない。確か、床で眠ねむったはずだ。起きたら身体が痛くなるはずと思いながらもう一度寝返りをうとうとしたが、やっぱり動かず、むしろ何か重りを載のせられているような感じがした。

（……な、に？）

　これ以上ここで寝ねていたら、身体がバキバキになってしまいそうだ。

　浩太は何とか目を開こうとして、ふっと意識が浮ふ上じようした。

「……ぇ？」

　最後に意識がなくなった時と同じ、浩太の身体は床に横たわっている。それは別におかしなことではないが、視線を動かすと腹の上に手が乗っているのが見えた。

（……俺の、手？）

　自分の手かと思ったが、すぐに両手は顔の側そばに投げ出しているのが見える。だとしたら、この手はいったい……。

　まだはっきりしない意識のまま起き上がろうとしたが、腹に乗った手が拘こう束そくするように力を増した。同時に、背後に人の気配を感じ、浩太は急激に意識が覚めて硬こう直ちよくした。

（だ、誰？）

　眠っている間、誰かが部屋に侵しん入にゆうしたのか。それとも霊れいとか……。グルグルした思考の中、浩太の耳に声が届いた。

「もう少しじっとしてろ」

「！」

　掠かすれた、響ひびく声。寝起きの時に時々聞くこの声の主をよく知っていた浩太は、その途と端たんカッと熱が上がった気がした。

（ど、どうして？　いつの間に……？　え？）

　床に横たわって寝ていた自分。その後ろに、まるで寄り添そうように月之宮が寝ているのだ。しっかりと腰こしに手は回っているし、顔はおそらく首筋の側にある。

「…………っ」

　意識してしまうと、うなじにかかる吐と息いきが気になってしかたがない。

　一刻も早くこの体勢をどうにかしたかったが、少しでも動くと腰に回った手の力が強くなるのだ。

「つ、月之宮、さん」

「……」

「あ、あの、いったい、どうして……」

　おかしな態度を取った自分のことを怒っているかもしれないと思っていたのに、こんなふうになっているなんて頭の中が真っ白だ。

「お前が寝ている姿を見たら、俺も眠くなっただけだ」

「で、でも」

「もう少しこのままでいいだろ」

「う……」

　月之宮は単に眠たくなっただけかもしれないが、今朝から月之宮を意識しまくっている浩太にとってはどうしたらいいのかわからない状じよう況きようだ。

「……床で寝るなんて考えたこともなかったが……案外悪くないな」

　言葉の通り、背後から聞こえてくる声は穏おだやかだ。

「……」

「……」

（ね、寝ちゃってる？）

　声が聞こえなくなり、浩太は恐る恐る腹の上の手を動かそうとしたが、まるで嫌いやだというように力が籠こめられた。どうやら、月之宮が満足するまでこの状態らしい。

「……絶対、身体が痛くなる……」

　文句を言われても知らないぞと思いながら、不思議と先ほどまでの焦あせりが無くなっていった。










　特に、あの日のことを話したわけではない。

　浩太も自分のおかしな妄もう想そうのことは言わなかったし、月之宮もあの行動の理由を教えてはくれなかった。

　しかし、確実に───少なくとも浩太の中で、何かが変わった気がする。　>>>♥

「お茶、どうぞ」

　今まではコーヒーを持っていっても、邪じや魔まにならないようそのまま部屋から出ていた。

「儲もうかってますか？」

「ボチボチ」

　らしくない月之宮の返事に浩太は思わず笑う。

「俺だったらすぐに損を出しそう」

「お前は駆かけ引きが下手へたそうだからな。やらない方がいい」

　しかし、最近はそのまま少し部屋にいて、月之宮ととりとめのない会話をしている。

　当初は仕事中だからと思っていたが、本当に忙いそがしかったら月之宮はそう言ってくれるし、むしろ気分転てん換かんに少しお茶の時間を取るのは悪くないと言ってくれた。

　そしてもう一つ、月之宮も一いつ緒しよに料理をすることが増えた。

『お前に出来て、俺に出来ないということはない』

　一見、傲ごう慢まんにも思える言葉だが、浩太にとってそれだけ一緒にいられる時間が増えることは単純に嬉うれしかった。

「今日のカレーは月之宮さんに任せますね」

　昨日買い物に行った時、月之宮がカレーを作ると宣言した。彼がカレー好きというのはわかっていたし、カレー自体小学生でも作れる料理なので、任せても大だい丈じよう夫ぶだと思った。

　ただし、自分の味を追求すると、何やら隠かくし味用に材料を買っていたのは心配だが、本人が楽しそうだったのでここはおとなしく助手をするつもりだ。

「仕事は早く切り上げる」

「わかりました。でも、都合が悪くなったら言ってください」

　家事はあくまで浩太の仕事だ。そのためにバイト代まで貰もらっている。

　月之宮の仕事が長引くことも考えて準備をしようとしたが、どうやら仕事は上手うまく終わったらしく、月之宮は午後四時にはキッチンにやってきた。

「今回はチキンカレーにするからな」

「はい」

　材料を切るのは問題なく、月之宮は浩太が助手を務める暇ひまもなく下ごしらえを進める。

　その様子を、少し離はなれたところから見るのが好きだった。綺き麗れいな長い指が、器用に動くさまは見ていて凄すごいなと思う。パソコンのキーボードを打つのも速くて真ま似ね出来ないが、生活に密着することのせいか、料理をしている時の方が余計に格好良く見えた。

（もともと器用な人なんだろうな。このまま料理に目覚めたりしたら、俺なんかすぐに置いていかれそう）

「味付けの時は向こう向けよ」

「はい」

　どうやら隠し味は内緒らしい。子供っぽい宣言に内心笑いながら、浩太は野菜を炒いためる月之宮を見つめる。

（カッコいいなぁ）

　数年に一度しか会えなかった時、月之宮はまさに浩太の理想の大人だった。格好良いのはもちろん、その物もの腰ごしもクールで、いつまでも子供っぽさが消えない浩太には遠い憧あこがれの存在だった。

　同居するようになった今は、少しだけ見る目が変わってきている。外見の格好良さは相変わらずだが、言動はクールとは言えない子供っぽさも見え隠れするようになった。

　仕事で上手くいっていない時は眉み間けんの皺しわが増えるし、食事で好物が出た時は口元が綻ほころぶ。一緒に生活していなければわからない素すの表情が、何だか可愛かわいらしく思えるのだ。

「良い匂においです」

「そうだろう」

　得意げな口調に顔が緩ゆるみ、浩太はせっせとサポートを続ける。

　部屋の中にカレーの良い匂いが充じゆう満まんしてきた───時だった。

「あれ？」

　インターホンが鳴り、浩太は思わず月之宮を見た。

「……いや、違ちがうだろ」

　脳のう裏りに、先日突とつ然ぜん来訪した一条の祖父の姿が浮うかんだ。月之宮も同じだったようだが、すぐに自分で打ち消し、モニターを確かく認にんしている。

「……真澄？」

「え？」

　その呟つぶやきに浩太も横から覗のぞき込めば、既すでに玄げん関かん先さきに一条が立っていた。

（今日は来る日じゃないけど……）

　今も週一回は顔を出す一条だが、それは明日香が会社に行っている昼間に限られている。それに、いつもはニコニコ笑っているのに、今のモニター越ごしの顔は心なしか暗く見えた。鍵かぎも持っているはずなのに、それを使って中に入ろうともしない。

　何があったのかと考える前に、浩太はすぐに玄関に向かう。

「……浩太～」

　大きくドアを開くと、フラフラと中に入ってきた一条は浩太に抱だきついた。

「ちょ、お、重いって」

　体格差があるのでまるで覆おおいかぶさられている格好だが、それよりも弱々しい声が気になる。

「おい、真澄って」

　何とか引き剝はがして話をしようと思うものの、華きや奢しやなくせに筋力があるのかしがみ付いた身体からだを離せない。

　すると、

「こんなとこでジャレるな」

　背中から上着を摑つかみ、強ごう引いんに一条を剝がしてくれた月之宮は、さっきまではなかった眉間の皺を作っている。浩太は腹に腕うでを回されている状態で、背中から月之宮に抱きしめられる体勢になっていた。

　いつもなら恥はずかしくてたまらない格好だが、今は目の前の一条が気になる。

「真澄、いったいどうしたんだ？」

「俺……」

「うん」

「俺ね、今日からここに住む！」

「「は？」」

　意図せず、月之宮と声が重なってしまったのも無理はない。もちろん、普ふ通つうに考えるのならここで一条と暮らすのは当初の予定通りだ。一条が明日香との同どう棲せいを勝手に進め、そのせいで浩太は一人でマンションに来ることになり、思いがけず月之宮と再会した。

　今となっては良かったと思うものの、最初は気苦労も多かったくらいだ。

　それに、つい先日も電話で話した時、一条は明日香との惚のろ気け話を長々と話してきた。「もう切るぞ」と浩太が言うまで、甘く胸やけのする話をしていたのだ。

　浩太の目から見て、いや、誰だれが見ても一条は明日香にベタ惚ぼれだった。

　そんな一条が、明日香との同棲を止やめてこのマンションで暮らす。どうしてそうなったのか、まったく想像が出来なかった。

「……」

「……」

「……」

　とにかく部屋にあげ、コーヒーを出してやった。二人の前にカップを置き、自分はどこに座ろうか考えたが、月之宮が黙だまったまま自身の隣となりを軽く叩たたいたので、浩太は月之宮の隣に座って一条と対面した。

　浩太が自分の隣ではなく月之宮の隣に座ったことに一条は意外そうな表情をしたものの、すぐに自分がここに来た理由を思い出したらしい。深い息を吐はいた。

　一条は両手でカップを持ち、沈ちん痛つうな顔で。月之宮は眉間の皺を増やし、足と腕を組んで一条を見み据すえ。浩太はそんな二人を交こう互ごに見つめていたが、このままでは話が進まないので一条に尋たずねてみた。

「いったい何があったんだ？　この間は仲良くしてるって言ってただろ？」

「……明日香に、家に帰るように言われた」

　思いがけない返答に、浩太は驚おどろいてまじまじと一条を見る。

「先生が？　お前何したんだ？」

　浩太が先生と言うと、月之宮が少し驚いたような気配がした。そういえば、一条の同棲相手がどんな人かは話していなかったと今さらながら気づいた。電話は毎回一条の惚気話が長いので、月之宮は早々に部屋に戻もどってしまっていたし、そもそも月之宮は一条の恋れん愛あいに興味がなさそうだった。

　説明しろという強い視線を横顔に感じるが、今はもう少し一条の話を聞くべきだ。

「何もしていない。働いている明日香が楽になるように、洗せん濯たくも掃そう除じもしたし、食事は有名店からデリバリーしたり……マッサージもしたし、セック……」

「ストップ！」

　さすがに幼おさな馴な染じみの夜の事情は聞きたくない。しかし、今一条が話していたことが本当だとすると、自分では何もしない一条にしてはかなり頑がん張ばっているようだ。明日香にとっても、居い心ごこ地ちの良い、楽な生活だったように思う。それでなぜ、この状じよう況きようになるのかまったくわからない。

「他ほかに何て言ってた？」

「……一いつ緒しよにいると、私は駄だ目めになるって。ねえ、何が駄目だと思う？　俺、失敗した？」

　一条が泣きそうな顔で呟く。

「真澄……」

　幼いころからずっと一緒にいるせいか、浩太は一条のこの表情に弱い。しかし、恋愛経験ゼロの浩太には明日香の気持ちはわからなかった。

「もう一度謝って……」

「何度も謝ったよ、でも、よく考えてって言われたんだ……もう、明日香と一緒の家にいられないよ……」

　俯うつむく一条を慰なぐさめようと立ち上がりかけたが、腕を摑まれて動きが止まる。摑んだのは月之宮だった。

「甘やかすな」

「あ、甘やかすとか……」

　そんなつもりはなく、ただ落ち込む一条を慰めたいだけだ。だが、月之宮は厳しい眼まな差ざしを一条に向けたままだ。

「今日は泊とまってもいいが、明日あしたは帰れ」

「え～、帰れとか言わないでよ～」

「……浩太、飯の準備をするぞ」

　一条の懇こん願がんに答えることなく、月之宮に引っ張られるようにしてキッチンに向かう。

「月之宮さん、あのっ」

「子供の甘えだ、気にすることはない」

　そうはいっても、もともとこのマンションに一条は住む権利がある。ここにいたいと言ったら、月之宮でも止めることは出来ないのではないか。

「何をしたんだよ、真澄……」

「馬ば鹿かがすることはわからん」

「……」

（せっかく、月之宮さんが作ってくれたカレーだけど……）

　この状況では味わうことは出来そうになかった。








第五章









「で？」

「……えっと」

　真上から見下ろされ、ソファに座っている浩太は焦あせりを誤ご魔ま化かすように笑った。

　横では、身体を丸めるようにして一条が眠ねむっている。ここまで冷たい空気なのに、まったく起きる気配がないのはさすが一条と感心するしかない。

「昨日、一いつ睡すいも出来なかったらしくて……」

「……」

「そ、それで、一人でいると悪いことしか考えないから、隣にいてほしいって……」

　朝、月之宮と共に朝食を食べる時も一条は出てこなかった。月之宮からは放ほうっておけと言われたがそうもいかず、部屋を見に行くと寝ね不ぶ足そくの真っ赤な目をした一条がいた。

　昨日は多少大おお袈げ裟さに落ち込んで見せたのかと思わなくもなかったが、あの顔を見ると一条が本気で明日香との関係に悩なやんでいるのだとわかり、心配になった。

　少しは寝ろ。眠れない。

　そんな押し問答の後、静まり返った部屋にいるよりも明るいリビングの方が良いと思い、昼時になるまでの数時間だけ……そう思ったのだが、なかなか眠れなかったのは浩太も同じで、眠る一条を見ていたはずが、いつの間にか寄り添そうように眠ってしまっていたらしい。

　軽く揺ゆさぶられ、目を覚ました時には、目の前に眉み間けんに深い皺しわを浮うかべた月之宮がいた。しまったと後こう悔かいしても遅おそい。

「甘やかすなって言っただろ」

「で、でも……」

　落ち込んでいる一条を放っておくことは出来ない。なんだかんだ言っても、一条は大切な幼馴染みだった。

　浩太が黙り込むと、月之宮は視線を一条に向けて身体からだを揺さぶる。かなり雑な起こし方だ。

「起きろ」

「ん～……しーちゃん？　おはよ……」

　寝ぼけたような声に、月之宮の眉間の皺がいっそう深くなる。

「おはようじゃない。さっさと自分の家に帰れ」

「……」

「真澄」

「……ここが俺んちだもん」

　話しているうちに目が覚めたのか、一条も負けずに言い返した。ある意味正当な主張だが、月之宮はばっさり切り捨てる。

「だったら、一人で解決しろ。こいつに甘えるな」

　こいつというのが自分のことだと浩太が気づく前に、一条が珍めずらしく声を荒あらげて言った。

「あ、甘えたっていいだろっ。浩太は俺の幼馴染みなんだし！　ねっ、浩太！」

　浩太の腰こしに抱だきつくように長い腕うでを回してきたが、寸前で月之宮がその腕を摑つかむ。

「幼馴染みでもきけないことはあるだろ。そうだな、浩太」

「お、俺……」

　月之宮が言おうとしていることはわかる。甘やかすことばかりが一条のためになるわけではなく、しかも今回は恋愛問題なので一条自身が頑張らなければならないはずだ。ただ、幼いころから一条の我が儘ままに慣れている浩太には、これぐらいは普ふ通つうのことだとも思えた。

　それに、頼たよってくる一条の手を簡単に振ふりほどけない。

「しーちゃんだって、浩太のことに口出ししてるじゃん！　鬱うつ陶とうしいよねっ、浩太！」

「そ、それは……」

　目の前で二人は睨にらみ合い、それぞれ浩太に同意を求めてくる。

「ま、待って、ちゃんと話を……」

「浩太はどっちの味方なんだよ！」

　ようやく本気で好きになった相手との同居が上手うまくいかないと、一条が悩んでいるのはよくわかるし、一条に振り回されているように見える浩太のことを庇かばおうとしてくれている月之宮の気持ちも伝わっていた。

　どちらの気持ちもわかるからこそ、どう言えばいいのかわからない。

「もういいっ」

　浩太が言い淀よどむと、答えを待ちきれない一条は起き上がり、浩太とは反対の方を向いて押し黙だまった。見える横顔がらしくもなく険しい。

「真澄……」

　不ふ貞て腐くされた一条を見て思わず助けを求めるように月之宮を仰あおぎ見るが、彼の表情も硬かたいものだった。

（月之宮さん……）

　端たん整せいな容よう貌ぼうだからこそ、その表情はまるでこちらを排はい除じよするかのように冷たく感じる。最近は眉間の皺がない顔も見せてくれるようになったことを思えば、再び突つき放されたかのような寂さびしさと悲しさが胸にこみ上げてきた。

　誰だれが悪いというのではなく、きちんと自分の意見を言わないのが悪い。そう思っても、見捨てられてしまったかのような心細さに目元が熱くなった。

「……っ」

（だ、駄目だっ）

　ここで泣いてしまったら、悪いのが月之宮だということになってしまう。責任を押し付けてしまえばますます嫌きらわれてしまう……浩太は必死でこみ上げてくるものを抑おさえようとした。

　唇くちびるを引き結び、膝ひざの上のこぶしを強く握にぎりしめる。

　何度も落ち着くように深呼吸を繰くり返していると、

「……浩太？」

　戸と惑まどったような一条の声が聞こえたが、今は顔を動かす刺し激げきだけで涙なみだが零こぼれそうなので、そのまま強く目を瞑つぶっていた。

「浩太……ごめんっ」

（……真澄？）

　いきなり謝ってきた一条に何があったのかと思うが、引き結んだ唇を解くと情けない声が漏もれてしまいそうだ。

　固まって動かないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「浩太～」

（だから、どうしたんだよ）

　気になってしかたがない。

　そんなつもりはないが、このまま何も答えず、視線も向けないと無視していることになってしまう。浩太は恐おそる恐る目を開いて一条を見た。

　少し滲にじんだ視界に、一条の驚おどろいた顔が映る。

「浩太、泣かないでよ～」

（泣いてる？　違ちがうよ、我が慢まんしてるし……）

　浩太自身が我慢出来ていると思うのに、一条は辛つらそうに顔を歪ゆがめて手を伸のばしてきた。そのまま抱き枕まくらのようにしがみ付かれそう……ぼんやりと迫せまる手を見ながら考えていると、

「ちょっ」

　慌あわてた一条の声と共に、一気に視界が暗くなる。大きな手で顔を覆おおわれているとわかったのは、一いつ瞬しゆん間を置いた後だ。それに気づいた時には何かに腰を引かれ、一気に後ろに引っ張られることになってしまった。

「しーちゃんっ？」

（な、何？）

　驚いている一条の声が前から聞こえる。だとすれば、この手は月之宮のものだ。さっきまで自分のことを切り捨てるのではないかと怖こわくなるような顔をしていたのに、どうしてこんな状態になっているのか。

　考えようにも、浩太の思考回路は鈍にぶくなっていて、そこから逃にげることも、振り返って月之宮に尋たずねることも出来ない。　>>>♥

「浩太……」

　しかし、そう呟つぶやいた一条の声が心細く聞こえてしまい、浩太はノロノロと顔を覆う手に自分の手を乗せ、ゆっくり下げていく。

　ようやく見えた目の前の一条の視線は、せわしなく動いている。おそらく、自分と背後の月之宮を交こう互ごに見ているのだろうが、どうしてそこまで驚いているのか浩太にはわからなかった。

　やがて、一条は眉まゆを顰ひそめながら立ち上がった。驚きが怒いかりに変わっているような表情の変化に戸惑っていると、そのままリビングから出ようとして足を止める。

「しーちゃんっ」

「……何だ」

　驚くほど近くで月之宮の声が聞こえた。

「浩太を泣かせたら絶対許さないからな！」

「人のことを言っている場合か。真澄、恋こい人びとの可能性を潰つぶすな。お前が先回りをすればするほど、向こうの足元は崩くずれていくぞ」

「……考えるっ」

　悔くやし気に言い返した一条は一瞬浩太に気づかわし気な視線を向けた後、そんな自分の気持ちを振り切るように出て行った。

　少しして、微かすかにドアの開閉する音が聞こえる。どうやら本当に一条は帰ってしまったようだ。

　昨日はあれほど落ち込み、今日も明日香との生活をどうすればいいのかと悩なやんでいたはずなのに、さっきの月之宮の言葉でどう解決したのだろうか。

　しかし、そんなふうに一条のことを考えている余よ裕ゆうはすぐになくなった。いまだ腰を抱かれたまま、身動きできないこの状態を目まの当たりにしているからだ。

（お、怒おこってるのか……？）

　チラリとでも背後を見て月之宮の表情を確かく認にんしたいが、今はそれをする勇気が出ない。剝はがすために握っている月之宮の手から、自分の手を離はなせない。

　情けなく泣きそうな……いや、もしかして泣いてしまったかもしれない女め々めしい自分をどんな目で見ているのか、想像するだけで怖い。

「……浩太」

　名前を呼ばれて、反射的に肩かたが揺ゆれる。

　その揺れまで押さえるかのように、両腕で強く抱きしめられる体勢になった浩太の耳元で、

「消毒」

　少し不貞腐れたような口調で囁ささやかれると同時に、抱きしめる腕に力がこもった。










　一条が帰宅し、日常が戻もどった。

　さすがにあの日、そしてその翌日は気持ちが混乱し、まともに月之宮の顔を見ることが出来なかったが、月之宮の方はまるで何もなかったかのようにいつもと変わらなかった。

　そんな彼を見ているうちに浩太の気持ちも落ち着いてきて、今では以前と変わらない生活に戻ったと思う。

　───いや。

　一つ、変わったことがある。

「……」

　浩太はチラリと視線を上げる。

（ま、また……）

　最初は気のせいだと思っていた。偶ぐう然ぜんが続いただけで、そう感じてしまうのは自意識過か剰じようだと思うのに、そう否定したそばからやっぱり気づくのだ。

（……見られてる）

　ふと気づくと、月之宮が自分を見ている。昔のようなからかう視線ではなく、再会してからテリトリーに入れてくれた厳しくも優やさしい眼まな差ざしでもなく、初めて感じるそれは熱っぽいものだった。

　その熱の意味が浩太にはわからない。ただ、どうしようもなく居い心ごこ地ちが悪いのだ。

「手伝おう」

「あ、ありがとうございます」

　部屋から出てくる時間も驚くほど増えた。仕事が暇ひまではないのは頻ひん繁ぱんにかかってくる電話の数でもわかるが、それでも浩太がマンションにいれば暇を見つけて顔を出してくれる。

　そして、家事をしていれば手を差し伸べてくれるのだ。

　もちろん、浩太も月之宮が手伝ってくれるのは嬉うれしいし、助かる。二人で会話しながら料理を作ると、これまでになく美味おいしくなった。だが、それと、このむず痒がゆい、どこか落ち着かない視線がどう関係あるのかわからない……いや、もしかしてという変な妄もう想そうは頭の片かた隅すみにあるが、まさか違うだろうと何度も打ち消した。

「手が止まっている。怪け我がをするだろ」

　包丁を握にぎったままぼんやりしていたことを指し摘てきされ、浩太は慌ててすみませんと言おうとした。しかし、その前に伸びてきた手が浩太の手から包丁を取り上げる。……その動きは何とも優しいものだ。

「……」

　そのままじっと自分を見下ろす月之宮を、浩太もじっと見上げてしまう。

（……やっぱり、違う……）

　その目には心配と同時に、やはり見慣れぬ熱もこもっていた。

　目を逸そらしたいのに、逸らした瞬間にガブリと齧かじられてしまいそうな気がして、浩太はかろうじて口を開く。

「お、俺、別のこと……」

「別のこと？」

　いったんこの場から逃げようと思ったが、どうやらこの答えは不正解だったようで、月之宮の眉み間けんの皺しわが一本増えてしまった。

　こういう場面で何を言えばいいのか。一条が家出してくるまで同じようなシチュエーションはたくさんあって、その時の自分は意識しなくても普ふ通つうに接することが出来た。いや、むしろ自分から積極的に月之宮に話しかけていたくらいだ。

　それなのに、今はどう動けば、何を言えばいいのか、頭の中でグルグル考えても答えが出てこない。

「……え、えっと、やっぱり見てていいですか？」

　ここから離れることなく、作業を見ていていいか尋ねてみる。すると、月之宮は軽く眉を上げて言った。

「よく見とけよ」

　今度は月之宮が満足する答えを言ったようだ。そのことに安心して手を洗い、浩太はカウンターのスツールに腰こし掛かける。爪つま先さき立だちになるこの椅い子すはあまり好きではないが、ダイニングの椅子に座るのは違うような気がしたのだ。

（……落ち着かない）

　月之宮は浩太の動きを目の端はしで見ながら、野菜の下準備を始めた。

　今日もカレーだ。ちょっと頻ひん度どが多いように思うが、月之宮の好きな料理だし、何やら前回のリベンジだとにやりと笑いながら言っていた。

　前回カレーだったのは一条が来た時だ。あの時もほとんどの工程を月之宮がしてくれた特製のカレーだったが、一条の件で味などわからなかったのが正直なところだ。

　もちろん、美味しかったのだと思うが、感想を直接言えなかったし、あの時は月之宮も早々に部屋に戻ったりしてかなり険悪だった。

（あの時と比べたらすごく平和なんだけど……平和、か？）

　こんなにも落ち着かない気持ちなのに、平和というのは少し違ちがうかもしれない。

「……」

　目の前で、綺き麗れいな手が器用に動いている。もうとっくに浩太など抜ぬかして、月之宮の方が料理上手だ。

（綺麗な手だなぁ）

　あの手で頭を撫なでられると嬉しくて、胸の中が温かくなる。父親とも、兄たちとも違う、少し乱暴に撫でられるのに、月之宮の手つきが一番いい。

　そんなことを考えながらふと視線を上げると、こちらを見ていた月之宮と視線が合った。

　何時いつから見ていたのか、浩太が気づいたのがわかると、切れ長の目元が優しく撓たわんだ。

　こんな優しい眼差しを見たのは初めてかもしれない。綺麗な表情に一いつ瞬しゆんで顔が真っ赤になると、今度は意地悪く目が細められた。

「見み惚とれるほどいい男か？」

　月之宮でなければ許されないような傲ごう慢まんなセリフ。笑ったり冗じよう談だんで返せばいいのに、浩太は素す直なおに頷うなずいていた。

「カッコいい、です」

　答えは正解なのか。

　恥はずかしくて俯うつむきたくなるのを必死で耐たえ、浩太は月之宮の顔を見つめる。すると、少しだけ横を向いた彼の耳が赤く染まっているのが見えた。




　　　　＊　＊　＊




（その顔、止やめろ）

　自分から視線を逸らしてしまった月之宮は、何だかお子さまに敗北した気分になって落ち込んでしまった。

　真っ赤になりながら、自分のことを好意が滲にじむ眼差しで見つめる浩太が憎にくらしい。

　もちろん、これは勝負事ではないのだが、やはり自分が優位に立っておきたいと思うのは男なら当たり前の感情だ。




　月之宮にとって、浩太との同居は思いがけず快適なものだった。

　長い間、何時も考えているわけではないが、頭のどこかにいた存在の少年との生活。きっと、いい刺し激げきがあるだろうと初めから考えていた。

　最初、求めたのはそれだけだったはずだ。

　しかし、家事全ぜん般ぱんをこなし、そっけなく対応する自分に対しても果か敢かんに関かかわってこようとする姿勢が面おも白しろく、そして好感が持てた。

　意外にも手作りの食事が美味しくて、考えてもいなかったが自分でも料理をし始めて、新しい世界が広がった気がした。

『しーちゃん、浩太を苛いじめないでよ』

　電話で話した時生意気にも女と同どう棲せいし始めた一条が念を押すように言ってきたが、月之宮も子供を苛める趣しゆ味みなどない。多少からかうことはあるが、それも別に浩太の反応が面白いからだ。

　そう思ってしまうこと自体、月之宮としてはかなりの例外だということを自覚したころには、既すでに浩太は自身のテリトリーの中に入っていた。

　自分のテリトリー内になかなか人を入れない自分が、浩太の存在を心ここ地ち好よいものとして受け入れている。自分にとっての浩太が特別な存在なのだと、月之宮はそう時間が経たたないうちに自覚していた。だが、それがどんな感情の上なのかははっきりしない……はずだった。

　そんな中、一条が現れた。恋こい人びとと喧けん嘩かをしたというつまらない理由で、浩太に無条件で甘えている姿が気に食わなかった。自分はいつも何か理由を見つけなければならないのにと不満が蓄ちく積せきされていく中、一条と言い争いになってもはっきりどちらの味方かを言わない浩太に腹が立ち、そっけない態度をとると泣かせてしまった。

　涙なみだをボロボロ流していたわけではない。それでも、目が潤うるみ、頰ほおが紅潮していたその顔を見て、月之宮は不覚にもズクンと心臓が大きく脈打った。それに比例するかのように、下半身にも熱が溜たまった。

　一条が知ればスケベと叫さけばれそうだが、確かに月之宮は浩太に欲情した。

　艶つやっぽい浩太の泣き顔を見せたくなくて手で顔を覆おおったが、一条はそんな月之宮の独どく占せん欲よくに気づいたらしい。

　自身の幼おさな馴な染じみへ向けられた欲情に驚おどろいたのか、それとも初めて感じる月之宮の執しゆう着ちやくに恐おそれを抱いだいたのか、一条はマンションから出て行った。これ以上浩太を見せなくて済み、そんなほの暗い愉ゆ悦えつに身体からだが震ふるえた。




「どういうつもり？」

　顔を合わせてすぐに凄すごまれ、月之宮は内心面めん倒どうだと溜め息をついた。

　あれきり、しばらく顔を見せないと思っていたが、一条にとって浩太は相当大切な存在だったようで、意外にも翌日に連れん絡らくをしてきた。

　万が一にも浩太に会話を聞かれたくなかったので外で会ったが、逃にげ出した時とは違い月之宮を鋭するどい眼まな差ざしで睨にらんでくる。

　浩太は一条のことを弟のように可愛かわいい、少し情けない男に見えているようだが、その本質は月之宮とそう変わらない、我が儘ままで執着が強い、好かれたら厄やつ介かいな男、だ。

「見たままだ」

「浩太は男だけど」

「お前にしては頭が固いな」

　今時、性別で好きな相手を決めるなど古い。鼻で笑おうとして、唐とう突とつに気づく。

「……そうか、俺はあいつを好きらしい」

「はぁ？」

　今さら何だと呆あきれた表情で見られるが、浩太に対する執着の意味は今の今までわからなかった。しかし、言葉にすればすんなりと納なつ得とく出来る。好きだから執着するし、欲情した。

「ちょっと、しーちゃん、浩太をどうするつもりなんだよ！」

「俺のものにする」

「無む理り矢や理り反対！」

「馬ば鹿かか。惚ほれさせるに決まってるだろ」

　さすがに力ずくで自分のものにするつもりはないし、わけがわからないうちに丸め込むということもしない。あくまで、浩太自身が月之宮を欲しいと思うように仕向けるだけだ。

　言葉に出さなかったが、明らかに一条は疑っている。さすが同じ性質を持つ従兄弟いとこだ。

「だいたい、お前の許可なんていらないからな」

　それでもブツブツ言う一条に、月之宮は釘くぎを刺さした。

「お前こそ、恋人をちゃんと説得しろ。年上だよな？　向こうの方が世間を知っているだけ厄介だが、それくらいで離はなれようなんて思ってないだろ」

「当然」

　こちらのマンションに逃げ込んだのは、あくまで浩太に甘えるつもりだったのだろう。自分に甘い浩太に慰なぐさめてもらい、恋人とも冷れい却きやく期間を置いて畳たたみかける。浩太の前で見せていた情けない表情の半分以上が芝しば居いだと気づいていた月之宮は甘やかすつもりはない。

「あいつの懐ふところに逃げ込むな」

「……しーちゃんのものだから？」

「ああ」

　あっさりと言い切ると、呆れた表情を向けられた。










「洗い物は俺がします」

　夕食のカレーは納得出来るほど美味うまかった。浩太もその時ばかりは満面の笑えみで美味おいしいと言ってくれ、二杯はい目めまで食べてくれた。

　視線の先に、シンクに向かっている浩太の白いうなじが見える。

　大学入学のために切り揃そろえたらしいが、華きや奢しやな首筋によからぬ感情を抱く者が出てくるかもしれない。

　大学という、月之宮が介かい入にゆうできない世界が始まるのは面白くない。ただ、相手の可能性を潰つぶすなと一条に言ってしまった手前、月之宮自身が過か剰じように束そく縛ばくするようなことは出来なかった。

（そう考えると、バイトのことは良い判断だったわけか）

　マンションでの家事をバイトとして考え、きちんと報ほう酬しゆうを払はらう。

　あの時はまだ浩太に対して特別な感情を抱いていたとは思わないが、それでも無意識のうちに独占したいという思いがあったのかもしれない。

　三年前見た時と似た髪かみ型がた。あれから少し背が伸のびているようだが、ほっそりとした体格は変わらないようだ。

　ふと、月之宮はそのうなじに唇くちびるを寄せた。触ふれるか触れないかギリギリの距きよ離りだったが、気配を感じた浩太が動いたせいで結果的にキスしてしまう。

「あ、あのっ」

　俯うつむいたまま、浩太はこちらを見てくれない。振ふり向けばキスくらいできそうだと思ったが、なかなか上手うまくいかないようだ。

　唇が触れたことはわかっているだろうに、それを認めたくないのだろうか。

　あんな目で月之宮を見るくせに、往おう生じよう際ぎわが悪いことこのうえない。だが、そんな初心うぶさが今は可愛い。

「どうした？」

　キスしたかと尋たずねてくれれば正直に教えたが、言葉を濁にごしていたのでこちらも濁した。きっと、今浩太の頭の中は混乱しているだろう。

　先に惚れた方が負けだとよく言うが、簡単に負けを認めるつもりはなかった。




　　　　＊　＊　＊




「ど、どうぞ」

「すまんの」

「ありがとう、浩太」

「……」

　三者三様の反応に空笑いし、浩太は配り終えたトレイをキッチンに戻もどしに行った。

「浩太も座ってよ」

「う、うん」

　今日は二人の来客があった。一人は一条、そしてもう一人は一条と月之宮の祖父だ。

　前回訪ねてきた時に一条がいなかったからと、今回はちゃんと電話でアポを取ったらしい。一条は月之宮に予定を聞いて、本日マンションで会うことになったようだ。

　特別なものは用意しなくていいと言われたが、さすがに何も用意しないということは出来ない。一条に祖父の好きなお菓か子しを聞き、今日の午前中に買いに行って、昼過ぎ無事お客様を迎むかえることが出来た。

「電話の声は元気そうだったが、顔色も悪くないな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　一条は笑いながら答えている。言葉の通り、顔色も表情も元気そうだ。

（先生と仲直りできたのか）

　一条と明日香がどうなったのか、浩太は改めて聞いていなかった。二人のごくプライベートなことだし、何より自分のことで頭がいっぱいだったということもある。それでも元気そうな顔を見ると安心して、自然と頰が緩ゆるんでいた。

　昼過ぎに来た二人は、この後買い物に行くらしい。おそらく、一条の祖父が何か買ってあげたいと思っているのだろうし、ちゃっかりしている一条もノリ気だ。

　そのまま夕食も食べようという話になった時、一条がこちらを見てにやりと笑った。

（何？）

　何だか嫌いやな予感がして眉まゆを顰ひそめれば、一条が隣となりに座る祖父に話しかける。

「爺じいちゃん、みんなで行かない？」

「みんなとは……静もか？」

「浩太も。ねえ、浩太も一いつ緒しよに行こうよ。爺ちゃんと一緒なら美味しいものが食べられるからさ」

　承しよう諾だくの返事を貰もらわないまま誘さそってくるが、さすがに祖父と孫の大事な時間にお邪じや魔まする気はない。むしろ、精神の安定のためにぜひ遠えん慮りよしたい。

「俺はいいよ」

　せっかくだし、月之宮も一緒に出かけるのかなと彼を見ると、眉み間けんに皺しわが刻まれていた。

「……俺はいい」

「え～、行かないの？」

　一条は盛んに誘うが、月之宮は仕事があるからとそっけなく断っている。一条の祖父も、またにするかと笑っているので、最初から月之宮の参加は期待していなかったようだ。

「じゃあ、行こうか」

「うん」

「お、お構いしませんで」

　立ち上がる二人を見送るために浩太も後を追い、その後ろを月之宮が歩いてくる。

　その途と中ちゆう、月之宮の携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「悪い」

「仕事優先だ。またな、静」

「ああ、気をつけてな」

　部屋に戻る月之宮を見、残った浩太たちは玄げん関かんに向かった。

「行ってくるね」

　祖父の手前、ちょっと出かけてくるといった雰ふん囲い気きで言う一条に、浩太も笑いながら頷うなずく。

「ああ、気を付けて」

「邪魔したな」

「また遊びに来てください」

　二人が出て行き、ドアが閉まった。その途と端たん、浩太はようやく息がつけた気がする。

　一条のためだとは言え、やはり噓うそをついてるのは心苦しい。それも、相手はこのマンションの持ち主なのだ、シクシクと罪悪感で心が痛んだ。

「……片付けるか」

　気持ちを切り替かえ、カップを片付ける。すると、玄関のドアが開く音がした。

「え？」

　バタバタと足音がしてリビングに入ってきたのは一条だ。たった今出て行ったばかりなのにどうしたのかと、浩太は首を傾かしげながら尋ねる。

「どうした？　忘れ物か」

「忘れ物っていうか、聞き忘れ」

「聞き忘れ？」

　大おお股またで近づいてきた一条は、浩太の目の前で立ち止まった。

「ます……」

「しーちゃんとはどうなの？」

「……は？」

　時間が止まった。

「しーちゃんと。少しは先に進んだ？」

　一いつ瞬しゆん、浩太は自分の馬ば鹿かな妄もう想そうを覗のぞかれたのかと思い、頭の中が真っ白になる。

　声も出ず、ただ一条を見つめる浩太の雰囲気を不安に思ったのか、一条は目の前で軽く手を振った。

「浩太、大丈夫？」

「え？　あ、うん。な、なんか、お前が変なこと言うから、ちょっとびっくりした」

　かろうじてそう言った浩太に、一条は再び悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「浩太には心配かけたけど、明日香とはちゃんと話をして仲直りしたから。もう家出して浩太に泣きつくようなことはしないから」

「そ、か。仲直りしたんなら良かった」

「うん、ありがと」

　急に話が変わったことに、悪戯好きな一条が何を企たくらんでいるのか警けい戒かいした。それでも、仲直りしたとはっきり聞けて良かった。

　しかし、ホッと一息ついた浩太に対し、一条はまた爆ばく弾だん発言をする。

「で、浩太の方がどうなったのか知りたくてさ。誰だれにも言わないから教えてよ」

「だ、だから、変なこと言うなってば！　俺と月之宮さんがど、どうなるとか、お前何言ってんだよっ」

　明日香と仲直り出来て、一条は浮かれているだけだ。月之宮と浩太の関係なんて、話すことなど一いつ切さいない。

　しかし、浩太が焦あせれば焦るほど、一条は楽しいのか満面の笑みだ。

「ほらっ、お爺さんが待ってるんだろっ」

　どんな口実を作ったのか知らないが、あまり長くここにいたら一条の祖父も面おも白しろくはないはずだ。

「ガード堅かたいなぁ。でも、その顔を見たら予想は付くけど」

「はぁ？」

　出来るなら熱くなっている顔を一条に見せたくないが、そう言われると意地でも顔を背そむけられない。そんな浩太の行動を読んでいたのか、一条はさらにからかうように一歩踏ふみ込んで顔を覗き込もうとしてきた───が。

「うわっ」

　その顔が後ろから伸のびてきた手に押しのけられたかと思うと、

「んんっ？」

　いきなり顎あごを摑つかまれた浩太は、そのまま顔を仰あお向むけにされてしまった。驚おどろいて見開いた目に映ったのは、逆さに見える月之宮の顔。いつの間に来たのかと声を掛けようとしたが、次の瞬間嚙かみつくようにキスされていた。

（な……に？）

　息苦しいのは体勢のせいばかりではなく、口を覆おおわれているせいらしい。

「ちょっ、しーちゃんっ」

　慌あわてた一条の声が聞こえるが、浩太の意識は驚くほど間近にある月之宮の顔と、口こう腔こうの中を荒あら々あらしく蹂じゆう躙りんするものにしか向けられない。

「んぅっ」

　やがて、唾だ液えきの糸を引きながら唇くちびるが離はなれた時には、すっかり力が抜ぬけた浩太の身体からだは月之宮にしっかり抱だき留められていた。
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　抱きしめられた体勢で、いったいどのくらいの時間が経たっただろうか。

「……真澄、は？」

「帰った」

　そこにいたはずの一条がいなくなったことにようやく気づき、呟つぶやいた浩太の声に答えてくれたのは月之宮だ。

　その声が耳元で聞こえた浩太は、真っ白だった思考がようやく動き始めた。

（さっき……俺、キス……）

「……っ」

　事実を事実として認にん識しきした瞬間、浩太はじわじわと身体が熱くなってきた。キスしたところを見られたことに対する恥はずかしさと、その相手が月之宮だったという戸と惑まどいにその場から走って逃にげだしたくなったが、がっちり拘こう束そくされている身体は自分でもままならない。

「つ、月之宮、さ……」

「言っておくが、真澄への嫌いやがらせなんかでキスとかしないからな」

　逃げ道が一つ塞ふさがれた。

「お前をからかうつもりもない」

　……他ほかの道も、無くなった。

「ここまできて言葉を惜おしむつもりなんかない。浩太、俺はお前が好きだ」

「……好き？」

「ああ。友人や弟みたいにというわけじゃないぞ。恋こい人びとにしたい好きだ」

　今の浩太に考えられるすべての道を塞がれ、ようやく浩太は月之宮の行動の意味を理解出来た。もちろん、すぐに頷くことなんて出来るはずがなかったが、それでも不思議なほど嫌けん悪お感かんはなかった。

　いや、それは今さらだ。浩太自身、月之宮との邪よこしまな妄想をしていたし、その時も相手が男だからという忌き避ひ感かんはなかった。思えば、初めて会った時から浩太にとって月之宮は特別な存在だったし、そんな相手から向けられる好意を嬉うれしいと率そつ直ちよくに思う。

　しかし、浩太はすぐに「自分も」とは言えなかった。自分が月之宮に対して感じている好意が、彼の言う恋人になりたいというものと同じか自信がないのだ。

　これはもう、恋れん愛あい経験ゼロの浩太には高いハードルだった。

「浩太」

　無言のまま、月之宮の腕うでの中で固まってしまった浩太の耳元で、まるで武器にしか思えない甘い声が囁ささやく。

「これからは遠えん慮りよせずにアプローチするつもりだから。……覚かく悟ごしておけよ」

「……っ」

　まさか、今まで遠慮をしていたのだろうか。月之宮には一番似合わない言葉だが、とりあえず今この場で返事をしないことを許してくれるらしい。

（よ、良かった……）

　いったん逃げることが出来ると思わず息を吐はくと、まるで意識しろとでも言うようにうなじをつっと指で撫なでられる。ゾクッと身体が震ふるえたのはくすぐったかったせいだ。

　浩太は耐たえるように月之宮の背中にしがみ付いた。

「なんだ、甘えたいのか」

「う……」

　違ちがうと声を大にして言いたいが、今の自分が正反対の行動をとっていることに浩太は気づかなかった。










　その日から、浩太の日常は騒さわがしくなった。

　別に、物理的な騒そう音おんがするとかの意味ではなく、心臓が落ち着かないという感情の起き伏ふくが激しい日々が続くようになったのだ。

　朝食の時間、月之宮の部屋に起こしに行く浩太は、何時いつものようにノックをする。何度か繰くり返し、それに対する返答がないと中へ入り、ベッドに横になっている月之宮を揺ゆさぶるために手を伸ばした。

　しかし、その手は一いつ瞬しゆん早く伸びてきた手に摑まれ、引き寄せられて、ベッドの上の月之宮に覆いかぶさる体勢になってしまう。これではまるで浩太が月之宮の寝ね起おきを襲おそっているようにしか見えない。

「おはよう」

　焦る浩太とは裏腹に、月之宮はどう見ても起きていただろうという顔で挨あい拶さつをしてきた。朝からそんな甘い低音ボイスを聞かせないでほしい。

「お、起きてたんですか？」

「浩太の声に起こしてもらった」

「じゃ、じゃあ、起きてください」

　浩太は身体を退どかそうとするが、月之宮はもう一方の手で浩太の腰こしをがっしりと摑む。

「もう少し」

「も、もう少しって……」

　きっと、もう少し強く言えば月之宮は放してくれる……そう思う。でも、浩太は強く言えなかった。

（ど、どうしよう……）

　遠慮せずにアプローチすると宣言した通り、月之宮は浩太に対する好意をはっきり示すようになった。可愛かわいいとよく言われるようになったし、何よりスキンシップが格段に増えた。

　ふとした時髪かみを撫でられたり、手に触ふれてきたり。

　ソファに座る時も向かいではなく、隣となりに座ったり、買い物の時、さりげなく腰を抱いてきたり。

　周りの目が気になるというより、浩太自身がドキドキし過ぎてどんな反応をしていいのかわからない状態だ。

「……講義は？」

　耳元で囁く掠かすれた声はやっぱり心臓に悪い。動どう揺ようを見せないようにしたくても、ピクッと身体が反応するのは止められなかった。

「きょ、今日午前中は、リモートで……」

「だったら、まだ大だい丈じよう夫ぶだな」

「うわっ」

　まだ通学する時間ではないと知って、月之宮は浩太の身体を抱かかえるようにしてベッドに引き入れる。倒たおれた拍ひよう子しに整った顔がすぐ側そばにあって、驚おどろいて目を丸くした浩太の少し開いた唇に軽く押し当てられたのは……。

「……っ」

　浩太が反射的に上半身を起こすのと、腰を拘束していた月之宮の腕が解かれるのはほぼ同時だった。

「な、何をっ」

「何って、キ……」

「わーっ、早く起きてくださいっ」

　焦あせってベッドから下りた時、月之宮の足を踏ふんだ気がするが自じ業ごう自じ得とくだ。朝っぱらから色気ダダ洩もれの月之宮を間近で見る羽目になった浩太は、バクバクと煩うるさい心臓を手で押さえながらリビングに逃げ込んだ。

「も……何なんだよ……」

　有言実行と言えば聞こえはいいが、月之宮のアプローチは浩太には刺し激げきが強すぎる。せめて、手を繫つなぐくらいならまだいいが、キスはさすがに受け流せない。

　経験値の差か、余よ裕ゆうの表情に見えた月之宮に文句を言いたいがそれも出来ない。

　ここに来て、同居というのがネックになった。どんなに恥ずかしくても、距きよ離りを置こうとしても、このままでは絶対に無理だ。

（もう少し、初心者向けにしてくれたらいいのに……）

　本当に嫌ならば、初めからそう言っている。嫌ではないから、どうしても月之宮を意識してしまうから困っているのだ。

　浩太はなかなか落ち着かなかったが、しばらくしてリビングにやってきた月之宮はすっかりいつもの彼だ。

「手伝うぞ」

　テーブルを見てまだ準備が途と中ちゆうだと思ったのかそう言ってくれたが、後はコーヒーを淹いれるだけなので席に着いてもらう。

　深呼吸をして気持ちを切り替かえ、自分も席に着いて食事を始めた浩太は、向かいに座る月之宮をこっそり観察した。さっきまでベッドに寝ていた人とは思えないほど、涼すずやかな表情だ。

（俺なんか、まだ落ち着かないのに……）

　一方的に追い詰つめられているようで、男としてのプライドがズクリと疼うずく。

　しかし、次には全部月之宮がイケメンなのが悪い……そう、褒ほめているのか貶けなしているのかわからない結論に至るのも、ここ数日の一連の感情の動きだ。

「ん？」

「え？」

　いつの間にか視線を逸そらさずじっと見ていたのか、ふと顔を上げた月之宮が楽し気に目を細めて笑った。

「あ、あの」

「何だ？」

「あー……何でもありません」

　結局、浩太はその笑えみに負けて俯うつむいた。何だかそれもじっと見られている気がする。

「悪いが、今からちょっと家に行ってくる。向こうに置いてある資料が入り用になったんだ。見送り出来ないんだが……」

「だ、大丈夫ですから」

　わざわざ見送ってもらうのも心臓に悪いので、浩太は早口にそう言った。

「行ってらっしゃい」

　宣言通り、朝食を済ませた月之宮が出かけるのを浩太が見送る。何だか恥はずかしくなって声が上うわ擦ずってしまったのは誤ご魔ま化かせただろうか。

　ここからそれほど離はなれていないところに、月之宮自身が所有しているマンションがあると聞いている。ここに置いている荷物も最小限なので、向こうにいろいろ荷物があるのだろう。

　本当ならそちらで暮らした方が良いのではないかとふと頭を過よぎるが、そうなると同居は解消ということになる。それは……やはり寂さびしい。

（な、何考えているんだ、俺っ）

　ふとした時にも月之宮のことを考えているのが恥ずかしくて気持ちを切り替えようとした浩太は、玄げん関かんのインターホンが鳴ったのに足を止めた。

「月之宮さん？」

　まだ彼が出て行って五分も経たっていない。忘れ物でもしたのかと、浩太は相手を確かめずに玄関ドアを開けた。

「月之宮さん？」

「あら」

　しかし、そこに立っていたのは月之宮ではなく、綺き麗れいな若い女性だった。

　顎あごのラインで揃そろえられた栗くり色いろの髪で、化け粧しようはしているが可愛らしい雰ふん囲い気きだ。ただ、目力は強く、真っすぐに浩太を見つめていた。

「こんにちは」

「こ、こんにちは、あの……」

「ここ……月之宮静さんがいらっしゃるって聞いたんだけれど」

「つ、月之宮さんは今出かけててっ」

　エントランス止まりではなく、この階までやってきたということは、彼女は暗証番号を知っているということだ。それに、月之宮がここに滞たい在ざいしているということも知っている───。

　浩太の胸の中に、先ほどまでのフワフワしたものとは反対の、嫌いやな感情が渦うず巻まいた。

「ああ、ごめんなさい。私は東とう条じよう真由子といいます。静さんの……お見合い相手の一人、かしら」

「お見合い相手の……一人？」

「あんなに条件が良い男性だもの、自じ薦せん他薦問わず多いのよ」

　笑いながら言う真由子に、それに対する恨うらみや悔くやしさのような感情は見られない。

　だが、浩太は衝しよう撃げきを受けていた。

　一条の家出や、月之宮の告白などですっかりうやむやになっていたが、月之宮には見合い相手というこの女性がいたことをこの瞬しゆん間かんに思い出した。

　時々留守電を入れていた女性と、月之宮の関係が心のどこかでは引っ掛かっていた。それでも、月之宮に告白された時、彼には特別な相手などいないのだと密ひそかに安心もした。

　だが、顔も知らなかった電話の主を目の前にして、浩太は相当動揺してしまう。見合い相手の一人だと言っているが、一条の祖父が名前を出すほどには有力な候補に違ちがいない。

「あなたは？」

　可愛かわいらしく首を傾かしげながら尋たずねられ、浩太は声を上擦らせながら答えた。

「お、俺は、月之宮さんの親しん戚せきの友人で……今、事情があって一いつ緒しよに住んでて……」

「そうなの？　彼と親しいのなら、ぜひ私を売り込んでほしいわ」

　茶ちや目めっ気たっぷりな物言いに媚こびは感じられず、素す直なおに可愛らしいと思う。きっと、月之宮もちゃんと向き合えば、彼女を気に入るのではないか……そんなふうに思う自分に胸が痛くなった。

「結けつ婚こん……考えたりとか……するんですか？」

　そうなのだとしたら、自分はいったいどうしたらいいのだろうか。

　震ふるえそうになる声を必死に抑おさえながら尋たずねると、意外にも真由子は笑いながらどうかしらと言った。

「静さん、素す敵てきな人でしょう？　結婚相手としたらそれでも十分なんだけど、私が彼を魅み力りよく的だと思っているのはその才能なの。彼、デイトレードを始めて一年も経たずに何億も稼かせぐようになったくらい先見の明があるし、一条のおじいさまが言うには商才もあるらしいの。私ね、自分で商売がしたいのよ。彼ならきっといいパートナーになってくれそうだから、ずっと口説いているんだけど……なかなか会ってくれないの」

「す、好きじゃないんですか？」

「好きよ。でも……そうね、最良の選せん択たく肢しというのかしら。物心ついた時には家いえ柄がらの釣つり合った親同士で縁えん談だんが持ちかけられていたもの。静さんは素敵だし、恵めぐまれていると思うわ」

　真由子の言い様だと、好きという感情よりも、自分のためになるという打算の方が大きいように聞こえる。結婚するかもしれない相手だというのに、それでは月之宮が可か哀わい想そうだ。

「それは彼も同じだと思うわ。申し訳ないけれど、私が連れん絡らくを待っていると伝えてくれる？　電話じゃなかなか捕つかまらないし、こうして会いに来てもすれ違っていたら会うのがいつになるかわからないわ。便利に使ってごめんなさいね」　>>>♥

　彼女はそう言うと、じゃあねと軽く手を振ふりながら出て行ってしまった。

　残された浩太は、今の真由子の言葉を頭の中で繰くり返す。だが、動どう揺ようの方が大きくて、何も考えることが出来なかった。










「はは、さすがしーちゃん、モテるねぇ」

「他人ひと事ごとだと思って……」

　あの後、講義を受けるために何とか大学に行った浩太は、一条を捕まえて問いただした。

　恋れん愛あい事情を、それも男同士のそれなんて、普ふ通つうは簡単に口にしない。だが、一条にはあのキスを見られたのだ、今さら隠かくすつもりはなかった。

　一条は、月之宮が見合いらしきものはしているだろうと思っていたらしい。それでも、まさかマンションまで相手が押し掛けてくるとは思わなかったと、楽しそうに笑っている。

「そこまでされるまで放ほうってるなんて、ホントしーちゃんは面めん倒どう臭くさがりだよねぇ」

　自分の結婚のことなのに、面倒だと思っている月之宮が浩太は信じられない。いや、今現在の月之宮は積極的に浩太にアプローチをしている状態だ。面倒臭がりなのに、それは違うのかと愚ぐ痴ちると、一条はあのしーちゃんならありえると笑う。本当に欲しいものは、絶対に手に入れるタイプらしいと言われても、どう反応していいのかわからない。

「で、嫌なの？」

「……嫌とか、そんな……」

「うん、浩太は本当に嫌なら拒きよ否ひするよね。じゃあ、考える余地はあるということ？」

　そこまで上から目線で言えるはずもない。月之宮ほどの男から告白されれば、女だけでなく男だって悪い気はしないだろう。

　浩太も、嫌ではないのだ。ただ、もう少しゆっくり……そう思う。しかし、そう考えている時に真由子が現れたのだ。もう、頭の中が混乱して、どうしていいのかわからない。

「さすがチェリーは固いな」

「チェリーとか言うな」

　一条は笑ったが、ふとその表情が変わった。

「浩太はさ、男同士っていうのが高いハードルに見えているかもしれないけど……案外、越こえたら低かったって思えるかもね」

　少しだけ寂しそうなその表情は、浩太もあまり見たことがないものだ。どうしてそんな顔をするのかと戸と惑まどう浩太を、一条はいきなり抱だきしめた。

「あー、もうっ、しーちゃんに浩太を取られるなんて思わなかった！」

「はあ？」

「だって、しーちゃん、昔から女の子といっぱい付き合ってたし、男が好きなんて思わな……タ、タンマ！　今のなし！　しーちゃんには言わないでよっ？　浩太も怒おこんないでよ～っ」

「……怒ってない」

　月之宮ほどのイケメンなら付き合ってきた彼女もいただろうし、その人数が多くても驚おどろきはしない。そもそも向こうは浩太よりも六歳も年上なのだ、経験値が違うのは当然だった。

（……怒るわけないじゃん）

　自分と月之宮は、現状恋こい人びとではない。好きだと言われ、アプローチもすると言われて、実際戸惑うほど積極的に口説かれている気はするが、まだ……付き合っていないのだ。その上、自じ称しよう見合い相手まで現れた。

　一条の話くらいで怒るなんてありえないが、胸の奥にチクチクと鈍にぶい痛みがある。その理由を考えるのは怖こわくて、浩太はわざと目を逸そらした。

「真澄も、先生とのこと、あまり度が過ぎないようにしろよ。今度家出して来ても助けないからな」

　当てつけではないが少しだけ厳しく言うと、一条は神しん妙みように頷うなずいている。

「…………はい」

「まったく……」

　子供っぽい、天てん真しん爛らん漫まんとよく言われるが、実は一条がしたたかだというのは知っている。今回は明日香とのすれ違いで多少は動揺しただろうが、同じ失敗は繰り返さないだろう。

（……人のこと心配してる場合じゃないんだけど……）

「浩太も、あんまりその女のこと気にしなくていいと思うよ。しーちゃん、本当に浩太に対しては本気みたいだから」

「……」

　その日一日、大学では上の空だった。真由子という女性のこと、自分とのこと。いろいろ考えても何の結論も出てこない。

　そんな気持ちを抱かかえて帰宅するのはかなり気が重かったが、どこかに寄るということは考えなかった。

「……ただいま」

　ただ、帰宅する足は重くて、予定よりも遅おそい時間になった。

　玄げん関かんの鍵かぎを開けた浩太は月之宮の部屋の前に立ったが、やはりノックはせずに自室に戻もどった。

　何とか上着を脱ぬいだが、くったりとベッドの端はしに腰こしを下ろす。

『だって、しーちゃん、昔から女の子といっぱい付き合ってたし』

　一条の言葉が頭の中に蘇よみがえる。いったい何人と付き合ったのか、彼女たちとは……真由子とはキスしたのだろうか。

　浩太は無意識のうちに自身の指で唇くちびるを触さわっていたのに気づき、慌あわてて指を離はなした。

「キ、キスなんて、外国では挨あい拶さつみたいなもんだしっ」

　浩太とは違ちがい、月之宮にはたいしたことではないはずだ。

「キスが挨拶とか、なかなか面おも白しろい考えだな」

「！」

　突とつ然ぜん背後から聞こえてきた声に慌てて顔を上げた浩太は、入り口でドアを背に腕うでを組んで立っている月之宮の姿を見た。

（い、何時いつから……？）

　ドアが開いたことにも気づかなかった。そのくらい思考にどっぷりとつかっていたようだが、その内容は馬ば鹿か馬鹿しいくらい自分勝手なものだ。

　月之宮がそれを知るわけがなかったが、浩太は恥はずかしくてたまらずに顔を伏ふせる。すると、部屋の中まで入ってきた月之宮が目の前に立った。浩太の視界に、月之宮の足が映る。

「……」

「……」

　何時もなら、強ごう引いんにでも浩太の気持ちを引き出そうとしてくるのに、今回はなぜか無言のまま視線だけを感じた。

　浩太は唇を嚙かみ締しめる。痛いほど緊きん張ちようしている空気に肌はだがひりついた。

「誰だれかとキスしたのか？」

　やがて、月之宮は意外なことを言った。キスなんて、簡単にできるはずがない。浩太はムッとして言い返した。

「し、してませんっ」

「……」

「キスしたのなんて、月之宮さん……しか……」

　反論の言葉は、強い抱ほう擁ようで止められる。

「……良かった」

（……良かった？）

「浩太が俺以外とキスしてたら……」

「し、してないですからっ」

　その言葉の先を聞くのが怖くて、浩太は慌てて月之宮の言葉を遮さえぎった。その時、思わず目の前の身体からだにしがみ付いてしまったものの、今度は離れるタイミングがわからない。

　月之宮に上から覆おおいかぶさるように抱きしめられて、自分はその身体に抱きついて。

　どうしようと迷っている間に、

「……どうして真澄の香こう水すいの匂においがするんだ？」

「……え？」

　低く呟つぶやく声に顔を上げる前に、浩太はそのままベッドに仰あお向むけに倒たおされた。

「……っ」

　真上から月之宮が顔を覗のぞき込んでくる。よく見ると眉み間けんの皺しわはかなり深くて、月之宮の不ふ機き嫌げんの度合いが嫌いやでも伝わってきた。しかし、今言われた一条の香水という意味がわからない。そのままの体勢で鼻を動かしたが、浩太には月之宮の香かおりの方を強く感じた。

「浩太」

　そんな浩太の行動に焦じれたのか、月之宮が答えを急せかすように名前を呼ぶ。

　浩太は正直に今日一条と会ったことを伝えた。

「で、香りがつくほど密着したわけか」

「み、密着って、真澄がちょっとふざけただけです」

　だいたい、香水の匂いなんて、言われるまで気づかなかった。

「……」

　月之宮はなおも口を開きかけたが、やがてムッとした表情をして浩太の隣となりに横たわる。その時にしっかり背後から腰を抱かれ、逃にげることは叶かなわなかった。

「……月之宮さん」

「……仲が良いな」

「仲って……真澄ですか？」

「……小学校の時からか。俺が見る時はいつもあいつと一いつ緒しよだった」

　怒っている雰ふん囲い気きはないが、口調はどこか苦々しい。どんな表情なのか顔を見てみたかったが、後ろ抱きにされた体勢を変えることは出来なかった。

「月之宮さんと会う時は、いつも真澄にパーティーに連れて行ってもらってたから……」

「お前にベッタリしてた」

「それは……真澄と同じくらいの子供がいなかったし」

　そもそも、一番初めの時も一条の話し相手として一緒に行った。

　一条の親しん戚せきには同じ年とし頃ごろの女の子たちは数人いたが、男はいなかったはずだ。可愛かわいらしかった一条はその女の子たちにまとわりつかれ、騒さわがれて、何時も浩太の背中に隠かくれていた。今になって思えば盾たてにされたのではと思うが、二人一緒なのは必然だったとしか言えない。

「……最初に会った時、緊張していた姿が可愛かった。だから声を掛かけて側そばにいたんだ」

「……そうなんですか？」

　驚いた。まさか月之宮が初対面の時のことを覚えてくれていたとは。

　昔を思い出すような優やさしい声に、浩太も自然とその時のことを思い出す。

　初めて会った時、優しくしてもらったと思ったのは間違いではなかった。可愛かったと言われて、気き恥はずかしくてシーツに頰ほおを押し当てる。

「……二回目は？　覚えてますか？」

「ああ。キラキラした顔で俺を見てきて、照れくさくて知らないふりをした」

（照れくさかったとか……信じられないけど）

　今の月之宮の姿を想像したら頷うなずけないが、あの頃ころ彼も高校を卒業したてだったはずだ。本当にそう思っていたのかもしれないと思うと、むず痒がゆい感情がじわじわと胸の中に広がっていった。

「三回目は……足を蹴けられたな。結構痛かったぞ」

「だ、だって、あれはっ」

「ああ。俺がからかったせいだ。遅くなったが……あの時はすまない」

「……別にいいです。もう、何とも思ってないし」

　正直に言えば、今でも忘れてはいない。でも、今ではそれも懐なつかしい思い出だった。

（あれがあったから、今があるのかも……）

　月之宮に対する複雑な感情があったからこそ、一緒に生活するうえでゆっくりと、慎しん重ちように、月之宮という人間を見ることが出来た。そうでなければこんなに格好良い人と同居するなんてと舞まい上がって、おそらく月之宮を不快にしたかもしれない。

「まあ、あの時のことが気になっていたからこそ、お前がここで真澄と同居することを聞いて割り込むことにしたんだしな」

「……は？」

　今、月之宮は何と言ったのか。

「い、今、何て？」

　聞き捨てならない言葉にもう一度尋たずねようとしたが、月之宮はふっと笑って口を閉とざした。

（そんなの、まるで俺のこと……）

　想像して、顔が熱くなった。これではまるで月之宮は最初から自分のことを想おもってくれていたようではないか。月之宮のアプローチに簡単に流されまいと必死で堪こらえているのに、これでは墜おちて当たり前だ。

「浩太」

　名前を呼ぶ声が、甘く響ひびいて聞こえる。まるで早く溺おぼれてしまえと唆そそのかされている気分だ。

「俺が好きか？」

　ここで、「嫌きらいか」と聞いてこないのが月之宮らしい。

　本当に、自信たっぷりな俺様だが、そんな彼も好きだと思った。

（……そっか）

　初めて会った時から、浩太にとって月之宮は特別な存在だった。それからこのマンションで再会するまでたった三回しか会えなかったのに、ずっと忘れることなどできなかった。

　さすがに、あの頃は憧あこがれの思いが強かったと思う。背が高くて、大人びていて。凄すごいパーティーの中にいても堂々としていた姿に、理想の自分を投とう影えいした。

　だが、今は違ちがう。

　一緒に暮らすうちに、月之宮は空想の中の王子さまではなく、生きた男になった。尊大な俺様で、何時いつも眉間に皺を湛たたえていて。理想の王子さまというよりも、子供っぽいガキ大将に見えたのは内緒だ。

　でも、記き憶おくの中でどんどん美化していった月之宮より、人間臭くさい、欠点もある彼と一緒に暮らすことが楽しくて、ずっと一緒にいたいと思った。きっと、そう思った時が、憧れが好きに変わった時なのだろう。

　だから、浩太は自分の想いを口にする前に、月之宮に確かめたかった。

「今日、東条真由子さんが来ました」

「……東条真由子？　……あぁ」

　最初は訝いぶかし気に呟いた月之宮だが、すぐに何かに気づいたように苦い表情になる。どうやら彼女の存在は知っているらしい。

「お見合い相手だって、言ってました」

「浩太」

「連れん絡らく出来なくて、困ってた」

「……浩太」

　淡たん々たんと告げる浩太を不機嫌だと思ったのか、月之宮の表情が情けないものに変化する。

「会うだけ会えってうるさく言われたから、一度会った。でも、それだけだ」

（……こんな顔、他ほかの人は見ないよな）

　自分の前だけで晒さらされる素すの表情。特別なのだと、言葉以上に態度で示してもらえて、浩太は泣きそうになりながらもわざと平たんな口調で続けた。

「面めん倒どうだからって、断らなくちゃもっとたくさんお見合いするかもしれませんよね。俺、そんなの嫌です」

「浩太？」

　浩太は自身の身体からだを拘こう束そくする手を強く握にぎった。

「……好き、です」

　今、自分の中の高いハードルを越こえた気がする。一条に言われた通りになったのは悔くやしいが、モヤモヤしたものがすっきり晴れた気分だ。

「月之宮さんが好きだから、お見合いされるの……嫌です」

　自分の気持ちがわかって妙みように落ち着いた浩太とは違い、月之宮はまさかここで同意を得るとは思わなかったらしい。素す早ばやく身を起こし、真上から自分を覗き込んでくる目の中には驚おどろきと喜びが滲にじんでいた。

「本当か？」

　改めて念押しされると恥はずかしくて、月之宮の顔をまともに見られないまま頷く。

「キスしていいな？」

「……っ」

（こ、ここで聞いてくる？）

　今までのように強ごう引いんにしてきたらいいのに、ここで頷いたら浩太もキスしたいということになる。たった今月之宮への気持ちを自覚した浩太にとって、それは再び心の中に出来た大きなハードルだった。

　反射的に口から出そうになった「駄だ目め」という言葉を飲み込み、浩太は自分の気持ちを正直に伝える。それは月之宮の服を摑つかみ、ぐいっと引き寄せることだった。

「……っ」

　ぶつかるように重ねた唇くちびるはすぐに離はなした。目の前の、珍めずらしく驚いた顔に気恥ずかしさを感じながら笑ってしまった。

「答え、聞いてないです」

「……面倒に思わず、全部きっちり始末する。俺が欲しいのはお前だけだからな」

　満点な答えに嬉うれしくなって笑えば、一いつ瞬しゆんだけ眉み間けんに皺しわを作った月之宮だが。

「……どうやら、熱ねつ烈れつに好かれているらしいな」

　恐おそろしい言葉と共に、浩太がしたよりももっと深くて濃のう厚こうなキスを与あたえられた。　>>>♥
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「……んっ」

　合わさった唇から艶なまめかしい声が漏もれてきて、月之宮はうっすらと笑いながら口こう腔こう内に忍しのばせた舌でさらに刺し激げきを与えた。

（ようやく、だ）

　欲しくてたまらなかった宝物が、ようやくこの腕うでの中に落ちてきた。本気で落としにかかったので負ける気はまったくなかったが、初心うぶな浩太はなかなか月之宮への気持ちを自覚しないので変に焦あせってしまった。

　そのせいで、浩太についていた一条の香こう水すいくらいで腹が立った。

　マンションで同居しているものの、大学という月之宮が踏ふみ込めない世界で常に浩太の隣となりにいる一条。

　幼おさな馴な染じみという特権を最大限利用し、人の好よい浩太を振ふり回しているあの男は、決して周りが言うように人当たりが良い純じゆん粋すいな性格はしていない。

　年上の女を落としたことも、同どう棲せいするために自身の両親や祖父を騙だましたことも、まったく気にしていない図太い利己主義な奴やつだ。

　そんな一条を弟のように可愛かわいがっている浩太には目を覚ませと言いたいが、きっとあの二人の腐くされ縁えんが途と切ぎれることはないのだろう。

　それならば、自分を一条以上の特別な存在にすればいい。

　さらに、見合い相手の女が現れた。これは面倒だと放ほうっていた自分が悪い。嫌いやならばきっちり断ればよかったのだ。そもそも、家同士の結びつきで結けつ婚こんするなんて考えていなかったのに、見合いなんかするから変に期待を持たせてしまった。

　己おのれの怠たい惰だを猛もう省せいし、それでも浩太が呆あきれずに側そばにいてくれることが嬉しかった。

「……ぁ……」

　散々味わった口腔内から未練がましく離れたが、唇同士がギリギリ触ふれる距きよ離りで言った。

「少し、先に進むぞ」

「……さき？」

　キスの余よ韻いんに酔よっている状態の浩太は、ぼんやり言葉を繰くり返すだけだ。月之宮は苦く笑しようし、自分よりも柔やわらかな頰ほおを軽く抓つねる。

「い、たっ」

　軽くしたつもりだが、浩太が我われに返るのには十分な刺激だったようだ。見上げてくる目の焦しよう点てんが合い、僅わずかに不満げな顔をされた。

（そんな顔をしたら、もっとしてほしいって思われるぞ）

　キスもし慣れないくせに、こうして無意識に誘さそってくるのだから質たちが悪い。さっきなど、キスに夢中になっている隙すきにもっと先まで進んでいたら、我に返った時にブーブー文句を言っただろうと簡単に想像出来た。

　嫉しつ妬との延長上でらしくもなく告白してしまったが、思いがけず浩太も好きだと言ってくれた。負ける勝負はしないつもりだったが、実際に欲しいと思った相手に想おもいを返されることがこんなにも嬉しいというのは初めて知った。

　もともと人ひと嫌ぎらいで、女相手でも欲求を解消する以上の関係を持ってきたことはない。自分の性格は嫌というほど知っているので、この先、誰だれかを欲しくなるとは、好きになるとは思ってもみなかった。

　今思えば、そんな人間関係を作ってきたのは自分だったのだが、唯ゆい一いつの存在を見つけた今は、好きになるというのは自分でも気づかぬうちに墜おちるものだと知った。

　もっと浩太が欲しかった。自分のものになったのだと、感情だけでなく身体でも感じたかった。

「……あっ」

　頰に触れていた手を滑すべらせ、首筋に沿うように撫なでる。手のひらに、戦慄わななく肌はだの感覚が伝わってきた。そのまま震ふるえる身体の線を辿たどり、腰こしの隙間からシャツの中に手を入れる。瘦やせ気味の細い腰が、ピクッと跳はねた。

「つ、月之宮さん？」

「ん？」

　浩太が止める言葉を言わないので、そのままシャツの中の手を胸むな元もとに持っていった。僅かな胸の尖とがりに指先が触れて、健けな気げにも反応を返してくる。それをもっと味わいたくてさらに軽く転がすと、服の上から浩太に押さえつけられてしまった。

「……っ」

　本人はそれで動きを封ふうじたと思っているのかもしれないが、むしろそこに意識が集中しているのなら───。

「ぅわっ」

　色気のない叫さけび声が上がる。信じられないという目で見上げられたが、月之宮はそのままもう一方の下か肢しに触れた手をゆっくり動かした。まだキスをして、少し触さわった程度だが、既すでに浩太の下肢は反応していた。ジーパンを僅かに押し上げているものに、月之宮は内心安あん堵どする。

（ちゃんと感じているようだな）

　今では珍しくもない男同士の恋れん愛あい。

　ただ、好きという感情を抱いだいても、触れ合うことに嫌けん悪おを抱く可能性もあった。それを確かく認にんしたくて身体の中の一番男の部分にあえて触れたが、浩太は戸と惑まどいはあっても萎なえることなく反応してくれた。

「つ、月之宮さん」

「……」

「あ、あの……す、するんです、か？」

　正直に言えば、したい。がっつくなどガキのようだが、それでも枯かれていないのだ、好きな相手をすべて自分のものにしたいと思うのは当然だった。

　しかし、見上げてくる浩太の目の中には、欲情よりも怯おびえの色の方が強い。好きだと思っても、そこからセックスにはすぐに気持ちが追いつかないのかもしれない。

「……しない」

「……ほ、ほんとに？」

　月之宮が否定すると、安堵と共にほんの僅か、落らく胆たんの色が浮うかんだ。まるでしてくれないのかと無言で詰なじられているようで、月之宮は理り不ふ尽じんだと思った。

「してもいいのか？」

「そ、それは……」

　わざと意地悪い質問をすれば、浩太の動どう揺ようは激しくなった。

「い、嫌じゃないです、本当に……で、でも、あの、俺……」

　……可愛い。拒きよ絶ぜつすることで月之宮に嫌きらわれまいとする浩太が可愛くて、月之宮の下肢にも自然と熱がこもった。

　自分が未経験だった時、こんな可愛らしい反応をしただろうか。

「嫌じゃないのか」

「は、はい。でも……」

「怖こわいか？」

　そう言うと、浩太はハッと目を見開き、やがて小さく頷うなずいた。

　言葉に出来なかったが正直に答えたことを褒ほめるように、戦慄く唇くちびるに軽くキスする。それをすぐに離はなし、月之宮は乱れた浩太の髪かみをくしゃりと撫でた。

「悪い」

「え……」

「大人げなく舞まい上がった」

　最後までするべきではないと思いながら、それでもこのまま……そう思ってしまったのは本当だ。

　月之宮は身体からだを起こした。シャツの中に入れた手も引き出し、もの言いたげな浩太を見下ろす。

「ようやくお前がこっちを向いたんだ。俺に抱だかれてくれる覚かく悟ごを決める時間くらい待てる」

　抱くという言葉に反応し、浩太の顔が真っ赤に染まった。言葉くらいでここまで反応してしまうのなら、セックスするにはどのくらいの時間が掛かかるだろうか……一いつ瞬しゆん、待てると言った言葉を撤てつ回かいしようかと思ってしまった。

　だが、浩太にとって初めての経験を嫌なものにしたくない。そうでなくても、男の身体で男を受け入れるのだ、浩太に心から受け入れる覚悟をしてもらわなければ。

「それに、俺自身も身辺をすっきりさせないとな」

「……ごめんなさい、俺、勝手なことばっかり……」

「いや、俺が望むことだからな。誰にも文句を言わせないためにも、きっちりケジメはつける」

　それは、浩太に対する最低限の礼れい儀ぎだ。

　浩太と再会する前ならともかく、今は自分でも情けないほど年下の子供に夢中になっているのだ。手に入れるために最善を尽つくすのは当たり前だし、そのために先に進むのを待つことは出来る。

　ただし、欲はあるのだ。その欲を受け入れてもらうために、浩太にも一日も早く覚悟を決めてもらいたい。

　もちろん、そんな情けない本心を浩太に知られるわけにもいかず、月之宮はわざと大おお袈げ裟さな溜ため息をついて浩太の罪悪感を一いつ蹴しゆうした。

「謝る暇ひまがあったら、もっと俺を好きになれ」

　堂々と言い放つと、浩太の顔にもようやく笑えみが戻もどる。その顔も可愛くて手を出しかけたものの、月之宮は意地でベッドから立ち上がった。








第七章









　好きな人が出来た。

　いや、相手からも好きだと言われたので、恋こい人びとが出来たというべきかもしれない。

　浩太にとって幼いころからある意味特別な存在の月之宮に告白された時、嬉うれしいという思いよりも、まさかという驚おどろきの方が大きかった。それだけ、月之宮という人は、普ふ通つうなら手の届かないような人だったからだ。

　たぶん、それくらい遠い存在だったから、なかなか彼に対する自分の気持ちに気づかなかったのだと思う。

　その人には、お見合いをした女性もいた。互たがいに恋愛感情はないらしいが、それでも浩太は女性であるその人に負い目と焦あせりを感じた。

　そんな浩太に、月之宮は目に見える形で誠意を示してくれた。

『申し訳ないが、君と結けつ婚こんするつもりはない。もちろん、他ほかの女性ともだ』

　都心の喫きつ茶さ店てんに真由子を呼び出した月之宮は、そうきっぱりと彼女に告げた。

『仕事のパートナーとしてはどうかしら？』

『あいにく、今の仕事にはまだまだ上がある。よそ見をしている暇はないな』

　それでもなお、彼女はビジネスパートナーとしての関係を希望したが、月之宮は頭を下げて断った。

　どうしてそんなことを詳くわしく知っているのかと言えば、その場に浩太もいたからだ。

　浩太にも立ち会ってほしいと言われ、いたたまれない思いはあったが、今となっては同席させてもらってよかったと思う。

　最初、真由子はなぜそこに浩太がいるのかと不思議に思ったようだが、事あるごとに浩太を見る月之宮の眼まな差ざしに感じるものがあったのか、大きな溜め息をついて笑った。

『いい男は早く売り切れちゃうものね』

　彼女みたいに、きっぱりと諦あきらめてくれる人は稀まれなのかもしれない。サバサバとしていて、月之宮に対しても一歩も引かない強い意志のある彼女は、もしかしたら月之宮に相応ふさわしい相手かもしれなかった。

　だが、浩太はうだうだ考えるのを止やめた。

『謝る暇があったら、もっと俺を好きになれ』

　月之宮に言われたように、後ろ向きになったり不安になったりする暇があったら、もっと彼のことを好きになろうと思った。




「あ、おはようございます」

「おはよう」

　朝の挨あい拶さつをする時、一瞬絡からむ月之宮の眼差しがとても優やさしい。

　そのまま近づいてきて、まるで癖くせのように頭を撫なでる手つきも、行くぞと腰こしに回る手も。何もかもお前は特別なのだと言ってくれているような気がして、浩太はくすぐったい気持ちになる。

『ようやくお前がこっちを向いたんだ。俺に抱かれてくれる覚悟を決める時間くらい待てる』

　その言葉通り、あれから月之宮は浩太を追い詰つめるようなことはしない。

　スキンシップは確かに多いが、怖いくらいの欲を感じさせることはなかった。そのことに内心安あん堵どしながらも、どこかで焦りもある。

　お互いの想おもいを伝え合って半月、一いつ緒しよにいる時間が増え、会話も増えた。少しずつ月之宮のことを知って、浩太のことも知ってもらうことが出来た。

　初めて会ったのは六年前。再会して数カ月。

　他の人が見れば、まるで初めて付き合う中学生のようにゆっくりな歩みで、浩太や月之宮のことを知っている一条などは、らしくないと笑うかもしれない。それでも、浩太は恋れん愛あい初心者の自分に歩みを合わせてくれる月之宮に感謝していた。

　ただ、だからこそ早く応こたえたいとも思うのだ。

「今日は大学だったな」

「はい。月之宮さんも出かけるんですよね？」

「夕飯は外で食べるか？」

「え？」

　外食など珍めずらしい。家うちご飯が好きな月之宮の提案に驚くと、彼は少しだけ口元を緩ゆるめた。

「デートで食事は鉄板だろ」

「デ、デート……」

　どうやら、ただ外で食事をするのではなく、デートをするつもりのようだ。

　頭のどこかで、男同士だから普通とは違ちがうと思っていたせいか、デートが出来るなんて想像もしていなかった。

「いいか？」

　月之宮との食事もデートも楽しみだ。浩太は頷いた。

「楽しみです」

「俺もだ」

　きちんと言葉にして気持ちを伝えてもらっているので、当初あった不安も今は感じない。

　少しずつ、本当に少しずつだが、月之宮に歩み寄っている。彼が足を止めてくれている間に早く追いつきたかった。

「打ち合わせが終わったら連れん絡らくする」

「はい」

　先に出る月之宮を見送った浩太は自室に戻った。クローゼットを開き、奥に隠かくしていた小さめの段ボール箱を取り出す。二日前に届き、目の届くところに置いておくのも不安だったので、月之宮も見ないクローゼットに隠しておいた。

「……もっと後に使うと思ったけど……」

　浩太が月之宮に触ふれて欲しいと思うようになったのは、本当につい最近のことだ。未知のことが怖こわくて、待ってくれている月之宮に甘えて、ずるずると覚かく悟ごを引き延ばしていた。

　ある日、月之宮の唇くちびるをじっと見ている自分に気づいた。

　何度も自分のそれに触れた唇。口こう腔こう内に舌が押し入ってきた時は頭がパニックになったが、次し第だいに知らない感覚に翻ほん弄ろうされた。

　別の日に、食事をしている月之宮の手に視線が留まった。

　長く、骨ばった綺き麗れいな手が、自分の胸むな元もとをくすぐるように弄いじったことを思い出した。

　男である自分が乳ち首くびの刺し激げきに感じるなんてと動どう揺ようしたことを思い出し、その時に月之宮に何をされたのか、想像で追体験してしまった。

　黙だまり込んだまま、顔を赤くした浩太を月之宮は心配してくれたが、まさか食事中にあんなことを思い出したなんて言えるはずもなく、しどろもどろで誤ご魔ま化かしたのだ。

　どちらの時も、浩太の中に不快感はなかった。羞しゆう恥ちはあったものの、心のどこかで月之宮を信しん頼らいしていた。

　そして、ふと考えたのだ。どうして自分は月之宮を待たせているのか、と。

　何事にも、初めてというものはある。そこに未知な経験への恐きよう怖ふや怯おびえというものは前提としてあるが、それでもと受け入れることはたくさんあるはずだ。

　その一つに、セックスもあるのではないか。

　そう思うと、気持ちが固まるのは早かった。本当に、呆あつ気けなかった。

　前に、一条は飛んだあとのハードルは案外低いと言っていたが、まさにこの時の心境がそうだ。

　しかし、月之宮を受け入れると決めたものの、それからが大変だった。今の浩太に月之宮を誘さそうのは今までになく高いハードルだからだ。

　勇気を振ふり絞しぼり、浩太の方から月之宮にちょっと触れたり、ソファでも身体からだを引っ付けて座ったりしたが、月之宮はペットにするかのように髪かみを撫でてくれるだけだ。自分の誘いがまったく伝わっていないと、浩太は酷ひどく落ち込んだ。

　それでも、一度決心した浩太は先に進むことを決めた。

　女の子相手のセックスは何となく知っていたが、男同士は何をするのかまったく想像出来なかったので、こっそりネットで調べてみた。

　……そもそも、女の子相手にキスもしたことがなかった浩太にはかなり刺激的な画像ばかりで、ほんの初めの方で見るのを止めてしまったが、それでも最低限必要なものはわかった。

　ゴムと、ローション。これがないと、男同士のセックスは大変らしい。

　でも、さすがにコンビニや薬局で、店員相手にそれらのものを買うのは恥はずかし過ぎて出来なかった。それで、ネットの通つう販はんで購こう入にゆうしたのだ。

　ローションはともかく、ゴムのサイズはわからないが、月之宮の体格から想像して選んだ。注文した時は夢中だったのでそうでもなかったが、荷物が届いた時はあまりの自分の大だい胆たんさに狼ろう狽ばいし、荷物は中を見ないままでいた。

　浩太は火ほ照てる頰ほおを軽く叩たたき、段ボール箱をベッドの下に隠す。視界の中に入れておくのは、まだ刺激が強すぎた。

　立ち上がった浩太は自分のベッドを見下ろした。

　この部屋のベッドはセミダブルで、浩太が使うのには十分な大きさだったが、二人となると少し狭せまい気がする。

（ふ、二人とかっ）

　想像し、また恥ずかしくなる。

　月之宮が使っているベッドはダブルベッドだが、仕事場でもあるそこでセックスは出来ない。

　そう考えると、空いている客間で……だが。

（真澄が泊とまるかもしれないし……）

　前回家出してきた一条が泊まった部屋と、もう一つの客間。しかし、居い候そうろうの身で、セックスをするためだけにそこを使うなんて……無理だ。

　部屋の中をウロウロしながら最善を考えるが、いつの間にか大学に行く時間になってしまった。慌あわてて準備をしてマンションを出たが、その間も頭の中では様々な妄もう想そうを繰くり返す。

（こ、こんなことばかり考えてるとか……）

　心の中で呟つぶやいて、恥ずかしくなって顔が赤くなった。どう見ても挙動不ふ審しんだろうが、今は周りの目を意識している暇ひまはない。

　浩太にとって、今回の外食は良い機会だ。自分が何を思っているのか、何を望んでいるのか、ちゃんと月之宮に伝えたい。

「……勝負だ」

「は？」

　教室の中で小さく呟いた声に、隣となりに座っていた学生が反応してしまい、浩太は笑ってすみませんと誤魔化した。










　月之宮から待ち合わせの時間と場所が知らされ、結局浩太はどう月之宮を誘うのがいいのかよい方法が見つからないまま、落ち着かない気持ちでその場所に向かった。

　月之宮は、駅前で車に乗って待っていた。窓を開けているのは浩太を探しているからだろう。だが、そのせいで月之宮の整った容よう貌ぼうが晒さらされてしまい、何人もの視線を集めているのがわかった。

　当然だと思う一方で、何だか面おも白しろくない。浩太の月之宮が不特定多数の人の目に晒されているのが嫌いやだ。

　むっつりと口を引き結んだ浩太は車に駆かけ寄る。その瞬しゆん間かん自分にも視線が向けられたが、気にしている暇はなかった。

「……どうした？」

「え？」

「可愛かわいい顔してる」

　月之宮は笑って言うが、浩太はさらに口をへの字にしてしまう。こんな顔が可愛いはずがなかった。

「だって……」

「ん？」

「だって……いっぱい、月之宮さんを見てるから……」

　車の窓に掛かけていた手に力を籠こめ、浩太は細く頼たよりない声で呟いた。こんな醜みにくい気持ちを知られるのは怖かったが、それでも月之宮に噓うそはつきたくなかったのだ。

「……ごめんなさい」

「乗れ」

「う、うん」

　助手席に乗った浩太は、焦あせりながらシートベルトを着ける。すると、その手に大きな手が重なった。

「月之宮さん？」

「帰るぞ」

　突とつ然ぜんそう言ったかと思うと、月之宮は車を走らせた。せっかく外食するために待ち合わせをしたのに、浩太の子供じみた愚ぐ痴ちで気を悪くしたのだろうか。

　浩太はすみませんと謝った。

「変なこと言っちゃって、俺、あの」

「変なことじゃない」

「でもっ」

　見つめる月之宮の横顔。それでも、眉み間けんの皺しわが見えた。不ふ機き嫌げんにしか思えないそれに浩太は半泣きになりそうだったが、続く月之宮の言葉は思いがけないものだった。

「お前が可愛過ぎて我が慢まん出来なかった。あの場でキスしなかっただけ褒ほめてほしいくらいだ」

「……え……？」

　さっきのどこに可愛い要素があるのかわからないし、どう見ても月之宮の表情は不機嫌そうだ。それなのに、本人はこれは耐たえているのだと言う。

　月之宮の言葉の意味を必死で考えている間に、車はいつの間にか二人が暮らすマンションに着いた。

　半分引っ張られるように腕うでを摑つかまれて車から降りた浩太は、駐ちゆう車しや場じようからそのままエレベーターに乗り込む。こんな姿を、何時いつも優やさしく出で迎むかえてくれるコンシェルジュに見られなくて良かったと冷静に思う一方で、月之宮が何を考えているのか、めまぐるしく考えている。

　エレベーターが着き、月之宮が鍵かぎを開けて中に入った。

「うわっ」

　玄げん関かんドアが閉まり切らないうちに、浩太は月之宮に強く抱だきしめられていた。

　慌てて名前を呼ぼうと仰あおぎ見ると、まるで狙ねらったかのように唇くちびるが降ってくる。一度目は軽く、しかし、次に重なってきた時は強ごう引いんに歯列を割って舌が入ってきた。

（えっ、な、何っ？）

　まるで飢うえを満たすように、月之宮は浩太の口こう腔こうを舌で蹂じゆう躙りんする。飲み込めなくなって伝う唾だ液えきが、顎あごを摑む月之宮の指を濡ぬらした。

　足に力が入らない浩太は、必死に月之宮の背中に手を伸のばし、上着が皺になることも考えられないまましがみつく。

（く、くるしっ）

「ふ……んぅっ」

　息が出来なくなり、背中を摑んでいた手で力なく叩いた。このまま、キスで窒ちつ息そくするなんて……朦もう朧ろうとする意識の中、目じりに涙なみだが浮うかんだ。

　すると、いきなりキスが解かれて、

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　少し焦ったような月之宮の声に、浩太は更さらに身体からだから力が抜ぬけた。

「息をしなかったのか？」

　あんなに密着した唇で、どう呼吸すればいいのか。出来るはずのないことを言う月之宮を恨うらめしく思いながら見み据すえれば、苦く笑しようした彼が目元に唇を寄せてきた。

「キスの時は鼻で息をするんだ」

「鼻で……？」

　そんなの、相手に鼻息が掛かってしまう。キスという行こう為い自体恥ずかしいのに、それに加えて……想像すると羞しゆう恥ちで悶もん絶ぜつしそうだ。

　すると、このままでは埒らちが明かないと思ったのか、月之宮はいきなり手を伸ばし、浩太の腿ももに腕を回して担かつぎ上げた。腹が硬かたい肩かたに当たり、苦しくて変な声が漏もれそうだ。お姫ひめ様さま抱っこでないだけましだが、荷物のようなこの運び方はどうだろうか。

「つ、月之宮さんっ」

　ついさっきまでキスで息が出来ないことを嘆なげいていたが、突然の月之宮の行動ですっかり意識は切り替かわった。

「このまま部屋に行くぞ」

「部屋？　でも、夕飯……」

「食いたいか？」

　覚かく悟ごはしていたつもりだった。しかし、外でのデートが流れてしまい、急にマンションに帰ることになって、浩太はもう一度ちゃんとシミュレーションしておきたかった。その唯ゆい一いつの逃にげが夕食だったのだが、改めて聞かれると頷うなずくことは躊躇ためらわれた。正直に言えば胸がいっぱいで、きっと何も口に入らない。

「……いいえ」

　浩太が小さな声で言うと、月之宮はさっさと歩き始める。その足が月之宮の自室で止まり、ドアを開けようとするのを見て浩太は焦った。

「あのっ」

　思わずバンバンと背中を叩たたくと、さすがに痛かったのか月之宮は止まってくれる。

「どうした？」

「こ、このまま、ですか？」

　浩太は無理な体勢から顔を後ろに向けた。

　何をなんて、この状じよう況きようで言わなくても十分伝わるはずだ。案の定、月之宮は一瞬だけ驚おどろいたような顔をしたが、すぐに意地悪く目を細めた。

「このままだ」

「ちょ、ちょっと、タンマッ」

「今さらまだ駄だ目めだって言うのか？」

　口調は不服そうだが、きっと浩太が頼たのめば解放してくれる。それくらいには大事にされていると浩太も今は信じていた。

　そして、そもそも駄目なんて言うわけがない。まだ迷っていたら、あんな準備なんてとても出来なかった。浩太がここで待ったをかけたのは、初めてだからという複雑な気持ちからだ。

「お、俺、学校から直接行ったから、その……汚よごれてる、し」

　これから濃のう厚こうな接せつ触しよくをするのなら、絶対に身体を綺き麗れいにしたかった。普ふ通つうはシャワーを浴びて、それから……そんな段階を考えていた浩太にとって、いきなり寝しん室しつに連れ込まれるのは予想外のことだったのだ。

　察しの良い月之宮は、浩太が言いたいことがわかったらしい。今度はバスルームに向かう。

「お、下ろしてください」

「嫌だ」

　浩太が逃げるとでも思っているのだろうか。そんなことは絶対になかった。自分なりの時間を掛けて、これでもちゃんと覚悟はしている。

　しかし、月之宮はそのままバスルームに行き、ようやく浩太を下ろしてくれたかと思うとそのまま服を脱ぬがし始めた。

「月之宮さんっ」

　シャツのボタンを外す手を慌あわてて摑んで止めると、目の前の端たん整せいな顔の眉間に皺が生まれた。

「浩太」

「じ、自分で出来ますし、外で待ってて……」

「一いつ緒しよに入ればいいだろ」

「えぇっ！　無理です！」

　一緒に風ふ呂ろに入るなんて考えられない。風呂に入っている間に気持ちを落ち着けて、最後の覚悟を決めて……そんな段取りがあるのに、月之宮と一緒なんて、こんな明るい場所で彼の肌はだを見るなんて刺し激げきが強すぎる。

　浩太はプルプルと頭かぶりを振ふるが、月之宮は引いてくれなかった。浩太の服から手を離はなしてくれたが、今度は自分の服を脱ぎ始める。

　無造作に脱ぎ捨てていく姿を茫ぼう然ぜんと見つめていた浩太は、シャツを脱いで現れた均整の取れた綺麗な裸ら身しんに思わず魅み入いってしまった。

（綺麗……）

　長身で細身だと思っていたが、見み惚とれるほどに綺麗な筋肉がついている。家の中での仕事なので男にしては色が白いが、それでも女め々めしい雰ふん囲い気きは一いつ切さいない。

　ぼうっと見惚れていた浩太は、そこでようやく月之宮がまだ眼鏡めがねをしていたことに気づいた。基本的に車を運転する時しか眼鏡はかけていないらしいが……これを外すのを忘れるほど、月之宮も焦あせっていたのかもしれない……そう思うと、ほんの少しだけ冷静になれた。

　しかし、そうはいってもどんどん服を脱いでいく月之宮はドアの近くにいて、自分だけここから逃げ出すことは出来そうにない。

（……い、意識しているから恥はずかしいのかもっ）

　男同士で風呂に入る機会などいくらでもある。この後のことを考えてしまうから恥ずかしいのであって、今だけは気持ちを切り替えるしかない。それでも、完かん璧ぺきに見える月之宮の裸身の前に自分の貧弱な身体を晒さらすのは躊躇いがあって、浩太は背中を向け、もぞもぞと服を脱ぎ始めた。

　往おう生じよう際ぎわ悪く、時間をかけて服を脱ぐ。背中を向けているせいで月之宮の様子がわからず、ようやく最後の下着を脱ぎ捨てた時に、浩太はチラリと背後を振り向いた。

「入るぞ」

　どうやら、月之宮は浩太が服を脱ぎ終えるのを待ってくれていたらしい。腕うでを摑つかまれた浩太は、半ば引きずられるようにして浴室に入った。

　帰ったばかりなので当然湯船に湯は張ってなく、暖だん房ぼうが入っているが心なしか肌はだ寒ざむい。

　プルッと肩を震ふるわすと、月之宮はすぐにシャワーを出して身体に掛かけてくれた。

「……ふ……」

　身体が温まったせいか、少しだけ強こわ張ばりが解ける。目を閉じ、しばらく温かいシャワーを浴びていた浩太は、不意に後ろから抱だきしめられた。

「……っ」

　密着しているのは月之宮の肌だ。何も隔へだてるものがない状態で、月之宮の手が腰こしに回っている。もう少し下へ行ったらペニスに当たってしまいそうだ。ぎこちなく下を向くと、自身のそれが目に飛び込んでくる。既すでに勃たち上がりかけているのが、恥ずかしくてたまらない。

　一緒に風呂に入るのを拒こばんでいたのに、もうこんなふうになっているなんて、月之宮に知られたらどう思われるだろうか。

　身体を隠かくすために身を捩よじった浩太だったが、その拍ひよう子しに尻しりの辺りに何かが触ふれた。

　少し硬いそれは、浩太の尻に押し付けられている。

（こ、これって……）

　月之宮の手ではない。彼の手は両方とも浩太を抱きしめ、悪戯いたずらに胸むな元もとや腰に触れている。だとすると、身長差から考えてもこれは月之宮のペニスだ。

　明らかに勃っているそれは、まるで更さらなる刺激を求めるかのように浩太の尻に擦こすりつけられていた。

「浩太……」

　シャワーの音に紛まぎれて、耳元で囁ささやかれる名前。今までにないほど甘く、懇こん願がんしているようにも聞こえた。

　浩太にとって、この半月という時間は必要だった。だが、月之宮からすれば強しいることも出来ずに待つしかなかった時間なのかもしれない。同じ男として、それがどんなに忍にん耐たいが必要なことか痛いほどわかった。

　浩太は振り向く。シャワーで濡ぬれた月之宮は怖こわいほど艶つやっぽかったが、その目の中には浩太に対する真しん摯しな想おもいが確かにあった。

（……この人が、好きだ）

　ずっと忘れられず、その相手に好きになってもらえたのは奇き跡せきだ。

　その奇跡を手放すことなんて考えられず、浩太は背せ伸のびをして自分から月之宮にキスをした。　>>>♥










　浩太からのキスで枷かせが外れたのか、濡れた身体からだを拭ふく時間も惜おしいらしい月之宮はバスローブを羽織り、浩太には頭からバスタオルを被かぶせて抱き上げた。今度は荷物を持つように担かつがれるのではなく、所謂いわゆるお姫ひめ様さま抱っこだ。

　男にしては少し小こ柄がらだが、浩太もそれなりの体重がある。それなのに月之宮はまったく危なげない足取りで自分の部屋まで歩いて行った。ここでも男としての差を猛もう烈れつに感じるが、さすがに下りるとは言わなかった。

　月之宮の部屋に入ると、真っすぐベッドまで運ばれて下ろされる。すぐに電気がつけられて、浩太は咄とつ嗟さにバスタオルで身体を隠した。

「あ、明る過ぎませんか？」

「暗くしたいか？」

　本当は真っ暗にしてほしいが、それでは月之宮が大変だろうと想像出来た。男同士なので準備もいろいろ必要だろうし、ゴムをつける時だって……。

「あ」

　そこまで考えて、浩太は自分の部屋に隠している段ボール箱の存在を思い出した。

　この為ために準備したのに、怒ど濤とうの展開で今の今まで忘れてしまっていた。

「どうした？」

　浩太の表情の変化に、今にも伸のし掛かってこようとした月之宮が怪け訝げんそうに尋たずねてくる。まさか止やめると言うのかと、眉み間けんに皺しわが生まれていた。

　ゴムとローションを自分で用意したなんて、いかにもヤる気ですというみたいで言い難にくいが、月之宮に誤解されるのも嫌いやだ。

「へ、部屋に……」

「部屋？」

「……アレ、買ってて……」

　それでも、そのものズバリを言うのが恥ずかしくて言葉を濁にごすと、珍めずらしく月之宮が驚おどろいた表情を見せた。

「自分で買ったのか？」

　頷うなずいて、ギュッと目を瞑つぶる。月之宮がどんな顔で自分を見ているのか怖かった。

　先にゴムなどを用意していたら、期待していると思われてもしかたがない。

「……良かった」

　ふと、安あん堵どの吐と息いきが頰ほおに触れた。

「本当に、嫌がってないんだな」

「お前の中にまだ躊躇ためらいが残ってたら、そんなもの用意することなんて考えつかないだろ」

「月之宮さん……」

「真しん剣けんに、俺と恋こい人びととしてセックスすることを考えてくれたんだな……」

　嬉うれしいと、囁くように言われ、強く抱きしめられた。

　額に、頰に、鼻に、幾いく度どもキスが降ってくる。言葉の通り、間近で見る月之宮の目が嬉し気に細められていて、浩太は自分の気持ちが伝わったことに安堵した。

　だが、月之宮の手がバスタオルを取り除き、意図をもって肌はだを滑すべり始めて焦りが生まれる。せっかく恥ずかしい告白をしたのに、それを取りに行かせてくれないのか。

「ま、待って、月之宮さっ」

「安心しろ、俺も準備している」

「……え？」

「お前より、俺の方がずっと望んでいたからな」

　何をと言わないまま、月之宮の顔が下りて首筋にキスを落としてきた。そのくすぐったさに思わず首を竦すくめると、次はチクッとした痛みを感じる。

（な、何？）

　浩太はその場所を確かめようと手を伸ばすが、その手は摑まれてシーツに縫ぬい留められた。

「……んっ」

　湿しめった感かん触しよくが痛みを感じた箇か所しよを滑り、そのまま胸むな元もとへと下りてきた。乳ち首くびを刺し激げきしているのは……月之宮の舌だ。

　目を閉じたままでいたい羞しゆう恥ちと闘たたかいながら、浩太は必死に月之宮の動きを追う。ささやかな存在の乳首を勃たせようとでもしているかのように、月之宮は何度も何度も舌でそれを刺激していた。

　丁てい寧ねいに、時間をかけ、浩太の快感を呼び起こそうとしている。口に含ふくまれてしゃぶられ、軽く食はまれながら歯で引っ張られてしまった時は、抑おさえきれない声が漏もれた。

　まだそれほど時間が経たっていないのに、浩太は急速に下か肢しに熱が溜たまるのを感じていた。触れられていないのに、今は月之宮の腹を押すほどにペニスが勃ち上がっている。

　このままでは月之宮の身体を汚よごしてしまう。浩太は少しでも互たがいの身体に距きよ離りを取ろうとしたが、それが逃にげようとしているように思えたのか。月之宮が再びキスしようとして身体をずらした瞬しゆん間かん、

「あ……っ」

　情けないほど呆あつ気けなく、浩太は射精してしまった。

（う、噓うそ、噓っ）

　手で刺激していないのにイクなんて初めての経験で、浩太は自分の腿ももを濡らす熱いものに茫ぼう然ぜんとしていた。自分がこんなふうになるなんて、まったく想像も出来なかった。ただ、月之宮にとっては予想出来たことなのか、少しだけ身体を起こすと萎なえて濡れたままの浩太のものを摑み、あろうことか残ざん滓しを絞しぼり出すかのように扱しごき始める。

「ふ……ぁっ」

　自分のものではない手の感触。長い指は容易に巻き付いて、浩太の口からは耐たえ切れない声が続けざまに零こぼれた。頭の中では不味まずいと、月之宮の手を汚してしまうとわかっているのに、強い刺激に無意識のうちに腰こしが揺ゆれた。

（だ、駄だ目め、だっ）

　これ以上の強い刺激があれば、また呆気なくイってしまう。浩太は行き場のなかった手を伸ばし、月之宮の動きを止めようとその手の上に重ねた。だが、力が入っていないそれに動きを止めることなど出来るはずもなく、反対にまるで気持ちいい所を強請ねだるかのように手を添そえているみたいだ。

「あっ、あぅっ」

（で、出そ……っ）

　二回も立て続けにイってしまっては身体がもたない。浩太は少しでも持つように下肢に力を籠こめたが、

「我が慢まんするな」

　甘い囁きと共に耳たぶを食まれ、くちゅっと中に舌が入った刺激で、今度は月之宮の手の中に熱い迸ほとばしりを吐はき出していた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　まるで全力疾しつ走そうをした後のように全身から力が抜ぬけ、浩太はただ荒あらい息を繰くり返す。

　見上げた先には満足気な月之宮がいて、ちょうど白く濡ぬれた指を口に含むところだった。

（あ……れ……）

　ここに指を濡らすようなものがあったのか……ぼんやりと考えたのは一瞬だった。

　浩太はハッと我われに返って身を起こすと、咄嗟に手に摑つかんだバスタオルで目の前の手を包む。

「ごめんなさい、俺……こんな……ごめんなさい……」

　ゴシゴシと乱暴に拭ぬぐいながら、浩太は何度も月之宮に謝った。これでは浩太ばかり気持ち良くしてもらい、月之宮は与あたえるばかりではないか。

　経験値の差はあっても、浩太も月之宮に気持ち良くなってほしかった。下手へたでも、何かしなければと焦あせり、恥はずかしがってばかりではいられないと内心で自分に檄げきを飛ばす。

「気にするな。俺がしたかっただけだからな」

　そう言ってくれる月之宮は、ベッドの上で足を崩くずして座っていた。その中心にあるものが嫌でも目に入り、浩太はコクンと唾つばを飲み込む。

（デ、デカい……）

　人のペニスを見るなんて、修学旅行か温泉に行った時くらいだ。その時も、別に視界に入ることもなかったが今は違ちがう。

　月之宮のペニスは凶きよう悪あくなほど大きく、長くて、赤黒い色も、浮うき出た血管も、張った傘かさも、まったく浩太のものとは別物だ。大人のペニスが皆みなこうなのか、それとも月之宮だからなのかはわからない。正直に言えば怖こわいとも思ったが、逃げ出すことは考えなかった。

「お、俺も……」

　月之宮と同じように、手を使って刺激すればいいだろうか。すると、なぜかその時、流し見た男同士のセックスの画像が頭を過よぎった。その中で気持ちよさそうな顔をしていた男は何をされていたか。

「……っ」

　そう考えた次の瞬間には、浩太は動いていた。

「浩太っ」

　頭上で、初めて聞く月之宮の焦った声。しかし、浩太は止まらなかった。両手で月之宮のペニスを摑み、思い切って開けた口の中に含んだのだ。

「んぐっ」

（は、入らないっ）

　視覚だけでなく、実際月之宮のペニスは大きくて、浩太の口にはかろうじて先せん端たん部分しか入らなかった。そればかりではない、それからどうしたらいいのかその先の知識が朧おぼろ気げで、銜くわえた状態で動くことも出来なくなった。

　そのままでも唾だ液えきが溢あふれてきて、すぐに口の中はいっぱいになる。このままでは自分の唾液に溺おぼれそうで、浩太は必死にそれを嚥えん下かした。今まで味わったことのない、複雑な味が喉のどを通り抜けたが、すぐにまた唾液は溜まっていった。

（これ、どうしたらいいんだ？）

　口でペニスを愛あい撫ぶすると決めたはいいものの、頭で考えた通りに身体からだが動いてくれない。どうすれば……浩太は助けを求め、視線を上に動かした。

「……っつ」

　月之宮は、射るように浩太を見下ろしていた。その目の中には今までにない熱がある。孕はらんでいるのは怖いほど艶なまめかしい情欲で、滴したたる色気も含んでいた。

　視線が絡からんだ時、浩太は腹の奥がずしんと熱くなった。視線だけで犯おかされる……そんな馬ば鹿かなことはないはずなのに、月之宮が向けてくるそれには、抗あらがいがたいほどの執しゆう着ちやくと渇かつ望ぼうがあって、浩太は動けなくなった。

「……浩太」

　色気たっぷりの声で囁ささやいた月之宮が、まるで褒ほめるかのように浩太の喉から顎あごを撫なで上げる。ピクッと感じた浩太が反射的に口の中のものに歯を立ててしまうと、艶つやっぽく眉まゆを顰ひそめたのが見えた。

「……ったく」

　月之宮はそんな自分の反応を悔くやしがるように呟つぶやき、腰を引いて浩太の口こう腔こうからペニスを引き出す。溜まった唾液がペニスに絡みついて光っているのが見えたが、浩太の視界はそこで反転してしまった。

「んぅっ」

　突とつ然ぜん嚙かみつくようなキスをされ、当然のように舌が押し入ってくる。たった今までペニスを含んでいたそこの名な残ごりを消すかのように、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに舌が口腔を犯した。浩太は何とか応こたえようとしたが、すぐに抗えなくなり、翻ほん弄ろうされるままだ。

「ふっ、あっ」

　キスに夢中になっていた浩太は、月之宮の手が再びペニスに絡みついたとすぐにはわからなかった。

「あっ、んぅっ、ふっ」

　いつの間にか勃たっていたそれを扱かれ、今度はその下の双そう玉ぎよくまで大きな手のひらに揉もみ込まれる。新たな刺し激げきに声が抑えられなくて、浩太は月之宮の肩かたに必死にしがみ付いた。このままでは自分の身体がどこかに飛んでいきそうだ。

「今日くらい、全部俺に任せろ」

　魅み惑わく的な誘ゆう惑わくにただ何度も頷うなずくだけで答えると、しばらくしてペニスに冷たく粘ねばついたものが滴り落ちてきた。

（な、何？）

　またイってしまったのかと焦るが、それはかなりの量で双玉からその下の狭はざ間ままで濡らす。

「こ、これっ」

「お前が痛くなくなるものだ。本当なら、ふやけるほど舐なめてやりたかったがな」

　未知のものを怖がる浩太を宥なだめるかのように、何度もキスが落ちてきた。それに応えるうちに気が逸それたが、今度は信じられない場所に指が触ふれて、とっさに足を閉じてしまった。

「浩太」

「だ、だって、そこっ」

　尻しりの奥なんて、自分でだって触さわらない場所だ。そこを、月之宮の綺き麗れいな指が触れるなんて絶対に嫌いやだった。

「ここを解ほぐさないと俺のが入らない」

「で、でも……あ、あれ、使ってくれたのなら、もうそのまま突つっ込んで……」

「バカ」

　ローションを使ってくれたのなら大だい丈じよう夫ぶだと訴うつたえようとしたが、月之宮の呆あきれたような眼まな差ざしに言葉は尻つぼみになる。

「お前の身体の中に、俺の知らない箇か所しよなんて作りたくない。ほら、浩太」

「ぅ……」

「ほら」

　再度促うながされ、浩太は渋しぶ々しぶ足から力を抜いた。その途と端たん両足の間に膝ひざが割って入ってきて、もう足を閉じることも出来なくなった。

（み、みんな、こんなことしてるのか……？）

　何度も表面を擦こすられた後、ぐりっと何かが尻の中に入ってきた。それが何なのか必死で打ち消したが、そうすると感覚は嫌でも中の刺し激げきに引きずられる。

（う……そ）

　信じられないことに、痛みは僅わずかしかなかった。それは月之宮がローションを使ってくれたおかげだが、今の浩太はそこまで考えが追いつかない。むしろ、自分は酷ひどく感じやすいのかと焦るが、それも何度も穿うがつ指の動きに感覚が翻弄された。

　気持ち良くて、怖い。

　自分の身体が自分のものではないみたいで、痛みを感じない自分がおかしいのではないかと不安になる。

　それでも。

「浩太、浩太っ」

　何度も呼ばれる名前の中に深い愛情を感じ取って、浩太はもうすべて月之宮に委ゆだねようと覚かく悟ごをした。

「んはっ、あっ、あぅっ」

　尻の中に入った指が何本なのか、どのくらい時間が経たったのか、もうわからなくなった。ただ、声を出し続けた喉がカラカラで小さく口を動かすと、決まって唇くちびるを塞ふさがれ、甘い唾液が口腔に溢れた。

「……ぁ」

　不意に、月之宮の身体が離はなれた。尻を弄いじっていた指もなくなり、肌はだ寒ざむさと寂さびしさに必死で手を伸のばすと、触れるだけのキスが落ちてくる。

「次は、お前の中で出させてくれ」

「……ぇ……んんん……んぁっ！」

　今までにない衝しよう撃げきが下か肢しを貫つらぬいた。猛もう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんで息が止まりそうになり、浩太は下肢に力を籠こめる。

「力を抜ぬけ……っ」

　そう言われても、今力を抜けば身体が裂さけてしまいそうだ。生理的な涙なみだで潤うるんだ目を必死に月之宮に向けると、眉み間けんに皺しわが寄り、汗あせを滲にじませた男がそこにいた。

　いつも余よ裕ゆうたっぷりで、俺様な月之宮が初めて見せる顔。必死で、乞こうような、理想ではない生身の男の表情に、浩太はふっと身体から力が抜けた。

「……！」

　その隙すきを狙ねらったかのように穿たれたもの。身体の中いっぱいを占せん領りようしているものが何なのか、浩太もわかっていた。

　ローションを使ったのにこんなに痛みがあるなんて、どれだけ規格外なんだと思って小さく笑うと、自然に身体から強こわ張ばりが解けた。

「……動くぞ」

　暴力的な存在なのに、それはとてもゆっくり浩太の中を支配していく。何度も何度も挿そう入にゆうを繰くり返されるうちに、浩太の身体にも異変があった。痛みがなくなったわけではないが、明らかに快感が生まれたのだ。

　僅かに生まれたその快感を逃のがさないように必死に追って、月之宮にしがみ付き、彼の動きに合わせてぎこちなく腰こしを動かした。想像していたように上手うまくいかないが、それでも嬉うれしくて胸の中が温かくなる。

「す、好きっ」

　溢あふれる気持ちを言葉にすれば、一いつ瞬しゆん月之宮の動きが止まり、その後中のものの存在がさらに大きくなった。

（ど、どうして？）

「浩太っ」

「あっ、うぁっ、んんっ」

「浩太、愛してる……っ」

「！」

　どちらが先にイったかはわからなかった。ただ、内ない壁へきに激しく叩たたきつけられたもののせいか、今までで一番長く射精したような気がする。

（あ……そっか……）

　ただ、内壁に叩きつけられたものが薄うすい膜まく越ごしだったことに後から気づいて、妙みように寂さびしい気持ちになった。ゴムをつけてくれたのは月之宮の優やさしさだが、それでも彼のすべてを受け止めたかった。

「大丈夫か？」

　しばらく、浩太の身体からだを強く抱だきしめたままだった月之宮が、浩太の顔を覗のぞき込んでくる。今までになく満ち足りたその表情に見み惚とれていれば、意地悪く口元が緩ゆるむのが見えた。

「今度は、直じかに味わわせてもらうぞ」

「え……」

　まさか今からまたするのかと浩太は焦あせるが、優しく笑う月之宮を見てそれが冗じよう談だんだとわかる。ふうっと深く安あん堵どの息をつく浩太の身体を抱きしめた月之宮は、上じよう機き嫌げんに笑っていた。　>>>♥
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「……」

「……」

　あからさまに不機嫌な月之宮に、浩太は顔を逸らして溜ため息をついた。今日は朝からずっと月之宮は眉間に皺を刻んでいて、浩太もずっと慰なぐさめている。

「しかたないじゃないですか、ここの持ち主さんだし」

「飯くらい、真澄一人で十分だろ」

「でも、お爺じいさんの希望だし……」

　そう言い募つのれば、月之宮はじっと浩太を見つめてくる。

「俺はお前と二人だけで飯を食いに行くつもりだった」

「……そうですけど」

　初めてセックスして、確実に自分たちの関係は深くなった。月之宮は甘やかしてくれるが、同時に甘えてもきて、毎日意外な姿を見せてくれている。

　恋れん愛あいにもクールじゃないかと思っていたが、彼はかなりベタベタしたいタイプらしい。

　マンションにいる時は仕事以外浩太にベッタリなのだが、浩太も嬉しいので今のところ問題なかった。

　今日、本当なら二人で外食に行く予定だった。

　少し前に結局外食せずに戻もどってしまったので、その埋うめ合わせだと月之宮は張り切っていた。

　しかし、昨日の夜突とつ然ぜん一条から連れん絡らくがあり、彼の祖父が一いつ緒しよに食事したいからと、明日あした迎むかえに行くと言われてしまった。

　見合いの件をチャラにした代だい償しようだと言っているらしい。

　浩太にとって一条の祖父はこのマンションの持ち主だし、食事くらいなら構わないが、月之宮はデートを潰つぶされたと思っているらしい。ずっとブツブツ言っている。そのくせ、浩太だけ行かせるわけにはいかないと、自分も絶対についていくと言い張った。

「……約束しちゃったし、美味おいしいもの食べましょう」

「……」

（あ……また増えた）

　眉間に皺があっても格好良いなあと思いながら、浩太はもう一度念を押す。

「ね？」

「爺さんに高いもの奢おごらせるぞ」

　それもどうかと思うが、ここで反論するとまた長くなりそうなので浩太は頷うなずいた。

　夕食は外で食べるが、昼飯はもちろん浩太が作る。今日は月之宮のリクエストで、ピクニック仕様のサンドイッチだ。

　既すでに日当たりのよいリビングの、ベランダに近い床ゆかには小さなブルーシートが敷しかれている。

　床に直に座ると尻しりが痛いと言っていたが、やっぱり今日もクッションは無しだ。

「出来ましたよ」

　サンドイッチ用のランチボックスにサンドイッチを詰つめて置くと、月之宮がコーヒーを淹いれて持ってきてくれる。

　二人で並んで座り、ふっと息をついて、浩太は隣となりにいる月之宮を見上げた。

「幸せですね」

　言ってから恥はずかしくなって目を伏ふせたが、伸びてきた手が頰ほおを撫なで、顎あごをすくい上げた。

「俺の方がな」

　自信たっぷりな言葉と同時に近づいてくる顔。その綺き麗れいな顔を直前まで見つめて、浩太はゆっくりと目を閉じた。
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あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ─ｃｏです。今回は「俺様の寵ちよう愛あいはわかりにくい」を手にとっていただいてありがとうございます。

　今回の話は同居もの。意図しない理由で攻せめである月つき之の宮みやと一いつ緒しよに住む羽目になった浩こう太たの話です。

　片方がスパダリ、片方が一いつ般ぱん庶しよ民みんである二人がどうして同居をすることになったのか。

　そこにはもう一人の重要人物が関係するのですが……今回も基本、この三人での話が進みます。

　昨今の世情も多少考こう慮りよして、物語は家の中での話が大部分を占しめました。でも、そのおかげか、二人が徐じよ々じよに関係を深めていく時間を書くことが出来たような気がします。家の中で出来ること、まだまだたくさんありますよね。ラブラブになった二人が何をするのか、想像するだけでも楽しいです。




　イラストを描かいてくださったのは、本当にお世話になっています、陵みささぎクミコ先生です。

　まずは、カバーイラストをご覧ください！　こんなにも意地悪そうなイケメンを描いていただいて、もう感謝感激です！

　ここまでのお付き合いで私の書く文章に慣れてくださったのか、それとも驚きよう異い的な読み取り能力をお持ちなのか、説明なしで理想的な主人公二人を描いていただきました。

　タイトルの、「俺様」というのにピッタリな月之宮を観かん賞しようしつつ、可愛かわいい浩太をぜひ愛めでてください。

　今回も、本当にお世話になりました。




　ハッピーエンドの話は、書くのも読むのも楽しいです。

　読んでくださる皆みなさんも、どうかハッピーな気持ちになりますように。




　サイト名『your songs』


http://chi-co.sakura.ne.jp
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